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序 文

財団法人山武郡市文化財センターは 山武郡市内における埋蔵文化財の調

査研究，地域住民の文化財保護思想の緬養と普及などを主な目的として昭和

59年に設置され，以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その結果として

多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，山武郡市文化財センタ一発掘調査報告書第93集として ， 国道

126号山武東総道路建設に伴って実施した，長倉鍛冶屋台遺跡の発掘調査報

告書を刊行する運びとなりました。

今回の調査では，旧石器時代から近世までのさまざまな遺構や遺物を検出

することができました。 特に古墳時代の鏡形土製品や子持勾玉の出土や中世

の井戸状遺構の検出など，この地域において，連綿と営まれた人々の生活を

知る上で， 貴重な成果が得られました。

刊行にあたり，この報告書が学術資料として，また埋蔵文化財の保護とし

て広く活用されることを願っております。

終わりに，調査に際し，ご指導，ご協力をいただきました千葉県道路公

社，千葉県教育庁教育振興部文化財課，横芝光町教育委員会及び地元関係の

皆様や関係機関，また，発掘調査から整理までご苦労をおかけした作業員の

皆様に心から感謝の意を表します。

平成19年 3 月

財団法人山武郡市文化財センタ 一

理事長 石井利夫
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本書は，銚子連絡道建設事業に先立つ長倉鍛冶屋台遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である 。l 

長倉鍛冶屋台遺跡は千葉県山武郡横芝光町長倉字鍛冶屋台にそれぞれ所在する。2 

財団千葉県教育委員会及び横芝光町教育委員会の指導を得て，千葉県道路公社の委託により ，割査は，3 

法人山武都市文化財センターが実施した。

(下層 ) 484rrl / 10 ， 400rrl，本調査面積 (上発掘調査而積は，確認調査蘭積 (上層 ) 1, 052rrl / 10 , 500ぱ ，4 

(下層 ) 484ばである 。層 ) 10, 780rrl , 

調査及び整理・報告書作成の機関は下記の通りである 。5 

確認調査期間 (上層)平成14年 2 月 25 日~平成14年 3 月 27 日

平成 16年 2 月 2 日~平成16年 2 月 3 日

(下層)平成14年 5 月 1 日~平成15年 3 月 31 日

平成 1 6年 4 月 1 2 日~平成16年 6 月 1 5 日

平成14年 4 月 1 EI -平成14年 4 月 30 日本調査期間

平成14年 5 月 1 日~平成15年 3 月 3 1 日

平成15年 4 月 1 日~平成16年 3 月 23 日

平成16年 4 月 12 日~平成16年 6 月 1 5 日

平成14年 4 月 1 日 ~平成15年 3 月 28 日整理期間

平成15年 4 月 1 日~平成15年 12月 24 日

平成16年 4 月 1 日~平成17年 3 月 25 日

平成17年 4 月 1 日~平成18年 3 月 3 1 日

日月平成 18年 8 月 1 日~平成18年

渡辺修司，主任調査研究員土屋1問一郎，島立桂の指導のもとに調査課長補佐発掘調査は，調査課長6 

i度島立桂， 調査係長調査課長整理・報告書の作成は，田中万里子が担当 し，稲見英輔，調査研究員

調査諜全員の協力を得た。田中万里子調査研究員吉田直也，主任調査研究員辺修司，

それ以外を田中が行い，烏立， 渡辺が加筆 ・ 補正を行った。本書の執筆は第 l 章を烏立桂，7 

国土地理院発行の 1 125 ， 000の地形図 「多古J . í成東」 を使用して作成した。挿図の第 1 図は，8 

出土遺物， 実視1)原図， 写真は ， 財団法人山武郡市文化財センタ ーが管理保管している 。9 

発掘調査及び整理作業にあたり ， 次の方々から多大なるご指導 ・ ご協力を賜った。 ここに期して厚く御10 

植木雅博渡辺修一，井上智郎，

礼申し上げます。(敬称略・順不同)

横芝光町教育委員会，千葉県教育庁教育振興部文化財課，
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1 描く実iJiIJ図の縮尺については原則として下記のとおりに統ーした。

遺構 竪穴住居跡 1 /80，掘立柱建物 1 /100，土坑・ 土坑墓 陥穴 1 60 ì:再状遺構 1 1. 000 

遺物土器 1 / 4 ，石製品 11 4 ，土製品 1 4 ，鉄製品 1 2 ，玉勾玉等 2 3 
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序章調査概要

第 1 節 発掘調査に至る経緯と経過

長倉鍛冶屋台遺跡の所在した山武郡横芝光l町長倉字上北田763番地地先の土地について，国道道路改築委

託事業が計画され，平成10年 l 月 26日付けで，千葉県道路公社より有料道路を建設する旨， I埋蔵文化財の

所在の有無及びその取扱について(照会)J が横芝町教育委員会宛に提出 された。 横芝町教育委員会では，

千葉県教育委員会へ副申し，平成10年 2 月 25 日に照会地が縄文時代から古墳時代にかけての散布地であると

の回答を得た。 その後，埋蔵文化財の取扱について，県教育委員会 ・町教育委員会 ・ 開発事業者での三者協

議を行い ， 有料道路の建設に先駆けて，遺跡の範囲 ・ 性絡を把握するための埋蔵文化財確認調査を行うこと

になった。

確認調査は，上層については，確認調査対象蘭積の10%をトレンチ方式で，下層については ， 確認調査対

象面積の 4%をテス ト・ ピッ ト 方式で調査した。 調査の結果， 古墳時代を主体とする遺構 ・ 造物が検出され

た。 下層については，遺物が検出された。

この結果に基づき，再度， 三者協議がもたれ，記録保存の措置としての製蔵文化財の本調査を行う ことと

な っ た。

確認 本調査を含む埋蔵文化財調査は，財団法人山武郡市文化財センターが，千葉県道路公社の委託を受

け，県教育委員会・町教育委員会の指導のもとに笑施した。

第 2 節調査の方法

権認 ・ 本調査は，表土除去 ・ 遺構確認 ・ 実測 ・ 発掘 ・ 写真撮影という手順で行っ た。 表土除去は，地形や

遺跡の性格， 遺構の分布などに十分留意して，重機で行い，それ以後の調査過程は手作業で行った。

グリッドは，公共座標を基準にして ， 国道道路改築委託事業地全域に40m 方眼を大グ リ ァド， その中に

4 m 方眼の 100個の小グリッドを設定した。 グリッドは ， 大グリッドが北から南へ l ・ 2 ・ 3，西から東へ A

'B. C と呼称、し，小グリッドが00-99まで表記した。

第 3 節遺跡の位置と周辺の地域 (第 1 . 2 図)

長倉鍛冶屋台遺跡が所在する台地は，太平洋に注ぐ栗山川水系， 長倉支谷により樹枝状に開析された独立

丘を呈している。 標高28-34m を測る長倉支台上に位置する。

本遺跡の南西約200m の位置には， 小支谷を隔てて長倉宮ノ前遺跡が所在する。一方，東側約500m の位

置には，前方後円境を含む 8 基の古墳が分布する寺方古墳群が所在する。

周辺の遺跡の分布を第 1 図に示し，そのうち調査された遺跡には番号を記した。

l 



I 長倉鍛冶屋台遺跡 21 坂田城跡

2. "1ニ rm遺跡、 22 . 弥平野遺跡、

3 高谷川遺跡、 23 山武姥山貝塚

4 宝来遺跡 24 浅JUl台遺跡

5 宝来古士1'1鮮 25 長倉経塚

6. {'I'台 tih市A遺跡 26 長倉宮ノ前遺跡

7 石作台遺跡、 27 荒久台遺跡

8 鴻ノ巣貝塚 28 . 大谷遺跡、

9 木戸台遺跡 29 述山米ノ作遺跡

10 木戸台第一貝塚 30. Ølè塚追跡

11 上宮台遺跡 31.凹 γ塚遺跡

12. 小堤要害城跡 32. 遠山並塚遺跡

J3 木戸台・町l点肯墳群 33 遠山上橋遺跡

14. }:巨長山崎 i立跡 34 . 遠山谷ノ下遺跡

15 北長山野遺跡、 35. 遠山瓜ヶ作谷泣跡

1 6 . 上仁縦台遺跡 36 . 蕪木城跡

17 酋長 IlJ llil'遺跡 37 . 染列遺跡

18 中洞遺跡 38. 松尾城跡

1 9 . 振子上遺跡

20 寺方古墳群

ヨシヌ.~宍総ゾ :指咽
第 l 図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第 2 図 長倉鍛冶屋台遺跡周辺の地形
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第 1 章 旧石器時代

第 I 節概 要

長倉鍛冶屋台遺跡では，平成14年度から平成16年度にかけて下層の発掘調査を行っ た。

平成 14年度は，調査範囲の東部を鍛冶屋台巡跡763地点として， 4 ， 1 00rriの確認剥奪を実施し ( 1 64rri を掘

削 )， 284rriの本調査を行った (第 3 ・ 4 地点) 。 制査の結果，調査区中央官1\で旧石総H寺代の石器ブロックを

] か所と単独出土地点 1 か所を検出した。

平成15年度は，調査範閣の西部を鍛冶屋台遺跡725地点として， 3 ， 600rriの確認調査を実施し (236rri を掘

削 ) ， 3 か所のグリッドから旧石器l時代の石慌がIU土した。 このうち，調査区北凶附のグ リ γ ドから出土し

たものについては，周聞を精査した結果，遺物の広がりが限定されることが判明したことから，確認調査を

も って調査終了とした (第 l 地点) 。 残りの 2 か所については， 平成16年度に本調査を行った(第 2 地点) 。

平成 16年度は ， 調査範囲中央の現道部分を鍛冶屋台遺跡766地点として， 2 ， 700rriの確認制査を実施し (84

rri を掘削) ，平成15年度に決定された本調査範捌と併せて ， 200rriの本調査を行っ た (第 2 地点)。

第 l 点は，調査区北西隅の台地縁辺音1\に位世し，立川ローム層第 2 黒色帯下部の政a 層と IXc 層の境界付

近の層準で， 石器ブロック l か所を検出した。 小規模なプロックで，安山岩，頁岩による不定型の剥片類 3

点で構成される石器群である 。

第 2 地点は，調査区中央の台地平坦部に位世し，立川ローム層第 2 黒色帯下部の収a I脅から医c 層にかけ

ての府準で， 石器プロック 2 か所を検出した。 A プロック(西側)が10点， B ブロ ッ ク (東側) が 8 点と，

両プロックとも小規模であるが， 信州産黒HI~石や務瑠による石刃，砂岩を用いた刃部磨製石斧など，政層に

特徴的な石器が出土している。 また ， 両プロ ックから離れて，信州産黒曜石の石刃 l 点が，単独で分布して

いる。

第 3 地点は ， 第 2 地点の東側に隣接する台地平

坦郎に位置し，立川ローム層第 2 黒色帯下部の IX

a 廊から IXc 層にかけての層準で，石器ブロック

l か所を検出した。 長軸15m におよぶ範囲から，

安山岩やチャートによる剥片類41点，際 l 点が出

土した。

第 4 地点は，調査区東側の台地縁辺部に位置

し，立川ローム層第 2 黒色帯下部の IXa 庖と IXc

層の境界付近の層準で，嶺問産頁岩による剥l片 l

点が単独で出土した。

第 2 節基本層序

本遺跡の立川ローム層は，下総台地における標

準的な土層とおおむね一致する。

田層 賞褐色軟質ローム層で，厚さは50cm-60cm

である。

N-V層 黄褐色硬質ローム層で，下半部は立川

ローム層第 1 黒色帝に相当する。 厚さは20-

並立回m

E 

JV-v 

、q

'1 

盆昼20m

IX, 

IXc 

第 6 図基本土層図
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第 l r.; 旧石器時代

30cmである 。 W層と V胞は， 区分できなかった。

VI層.明賞褐色硬質ローム層で， 黒色粒と火山ガラスを多く含み，姶良丹沢火山灰層 (AT 層) に相当す

る 。 厚さは 1 5cm-20cmである 。

刊層 賞褐色硬質ローム層で， 立川ローム層第 2 黒色帯上部に相当する 。 厚さは20cm-30cmである。

医a 層:褐色硬質ローム層で，第 2 黒色帯下苦1\の上層である 。 赤色 . I暗緑色のスコ 1) 7 を含む。 厚さは30cm

ほどである。

医c 層 H音褐色硬質ロ ーム層で，第 2 黒色帯下部の下層である。 赤色. 11音緑色のスコリアを多く含む。 厚さ

は20cm-30cmである。

X 層 黄褐色硬質ローム層で.IX層に比べて軟質になる。 スコリアは激減するが，部分的に赤f景色で小型の

スコ リ アを含む。 本層下底は波状を呈する。 厚さは30cm-40cmである。

第 3 節 石器群の分布と出土遺物

1. 第 1 地点(第 8 -10図，第 I 表)

1)概要

第 1 地点は，調査区の西端で， 傾斜変換点から30m ほどの台地縁辺部に位置する(第 7 図) 0 5 F ー 75 ・

84グリッドの医a 層と IXc 層の境界付近から ， 安山岩の剥片 2 点と頁岩の剥片 l 点が出土した。 なお，周囲

を精査したが， 石器群の広がりはみられなかった (第 8 ・ 9 図)。

2 ) 母岩の特徴と内容 (第 l 表)

本地点では，石器 3 点を対象として母岩分類した。 内訳は，安山岩 1 母岩 ( 5 F ① 2 点) . 頁岩 l 母

岩 (5 F-② 1 点)である 。

5F ー① 灰褐色に風化した安山岩である 。 爽雑物が，わずかに含まれる 。 自然面は紙ヤスリ状を呈 L. 緩

やかな曲面となっており，原石は大型の円礁と推定される。 同一母岩は，中型不定型の剥片 2 点

で，相互に接合する (総重量69. 0g) 。

5F ② 淡賞掲色~灰白色に風化した，硬質綴密な珪質の頁岩である 。 北関東産と想定される 。 中型不定

型の剥片 1 点の単独資料 (3 . 2g) である。

3 ) 出土巡物 (第 10図)

1 は ， 頁岩による不定塑の言明l片である 。 表面は豪雨 (主要剥離而) と 90度近く異なる方向の剥離面によっ

て構成されている 。 上半部は欠損する。 2 . 3 は，安山岩による不定型の剥片で 4 はその接合資料であ

る 。 2 . 3 の表面→ 2 の打面→ 2 → 3 の打面→ 3 の順で剥離しており， 打面側と表面側で交互に剥片を剥離

している 。

第 l 表第 1 地点出土遺物組成表 母岩別組成表ー
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頁岩 (5F ②)
3.2g 
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45.3g 
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。
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第10図 第 l 地点出土遺物実測図
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第 3 節石器群の分布と出土遺物

2. 第 2 地点 (第11- 1 4図 ， 第 2 ・ 3 表)

1 ) 概要

第 2 地点は，調査区中央部にあり ，台地のほぼ中央に位置する (第 7 図) 。 南北方向は，ほ tf平坦である

が， 東西方向は，東に向かつて下っている 。 石器群の出土したグリ ッ ドは. 5 G - 47 ・ 49 ・ 57 ・ 68 ， 5 H 

40 ・ 50グリッドである 。

ブロックの規模と形状は，長軸13m ， 短軸10m ほ どの不整円形の範囲に 19点の石器が分布する 。 ただし ，

こ の範囲に石器がまんべんなく分布しているわけではなく ， 小規模なまとまりが 2 か所あり，西側を A プ

ロック (長 l制13m ， 短車11 1 m) ， 東側を B プロ ッ ク(長軸6 . 5m ， 短軸 2 m ) とした。 また， 5 G -68グリッ

ドには 2 か所のプロァクから離れて ， 石刃が I 点分布する (第 11 ・ 12図 ) 。 出土層位は，いずれも IXc 層

を中心としており，地形の傾斜に沿っ て包含されている。

石器組成は，第 2 地点全体では，石刃 7 点，使用痕ある剥片 2 点， 石斧 6 点 ( 2 個体) ，剥片 4 点，石器

石材は，黒曜石 8 点，チャート 1 点，砂岩 6 点， f!馬 f/.話 4 点である。

ブロックごとにみると ， A ブロックは，石器組成は，石刃 4 点 ， 使用痕ある剥片 1 点，石斧 5 点 ( 1 個

体) ，石器石材は，黒曜石 5 点， 砂岩 5 点である 。 B ブロ ッ クは，石器組成は ， 石刃 2 点，使用痕ある剥片

1 点， 石斧 1 点 (A ブロックとは日IJ個体の破片) ，石器石材は，剥片 4 点，黒曜石 2 点，チャート 1 点，砂

岩 l 点， J.馬瑠 4 点である 。 単独出土は，黒曜石による石刃 1 点である 。

A.B 両ブロァクの問には ， 8m ほどの空白があるが，石器組成，同一母岩の共有，出土層準からみて，

同時期に形成されたと考えられる 。

2 ) 母岩の特徴と内容 (第 2 ・ 3 表)

本地点では，石器19点のうち 18点を対象として母岩分類した。 内訳は，黒曜石 3 母岩( 5 G ー①~③) , 

チャート 1 母岩 ( 5 H () ，砂岩 2 母岩 ( 5 G (, 5 H () , f馬瑠 1 母岩 ( 5 H ①) である 。

5G ① 漆黒色不透明の黒曜石である 。 白色で幅0 . 5mmの縞が平行して多数みられるが，爽雑物はほとん

ど含まれていない。 信州産と推定される。 同一母岩は，石刃 2 点，使用痕ある剥片 2 点で，総重量

は87. 1g である。

按合資料 ， 細かな破片等はなく，製品で構成されることから，すべて遺跡外で製作された搬入品

と考えられる 。

5G ー② 灰色半透明の地に，淡墨色のモヤがかかったような黒曜石である o <Þ l mmほどの白色の爽雑物を

少量含む。 信州産と推定される 。 同一母岩は石刃 2 点で，総重量;は39 . 4g である 。

5 G ③ 灰色半透明の地に，淡黒色のモヤがかかったような窯限石である 。 5G ー②母岩は，モヤがより

均質であるが，本母岩はモヤが編み目状になっており，異なっている。 φl 凹ほどの白色の爽雑物

が，わずかに含まれる 。 自然而は平滑で，磨りガラスのようである 。 小型の石刃 l 点の単独資料

(3.5g) である 。

5G ④ 淡灰褐色に風化した砂岩 (あるいはホルンフエルス ) である 。 全体に均質で，粒子は細かい。 同

一母岩は ， 石斧の破片 5 点 (接合 して 1 個体 ; 68. 5g) である 。 意図的に剥片を剥離したもので，

刃部再生作業に失敗したものであろう 。

5H -① 淡灰褐色半透明の地に，紫がかった淡黒灰色のモヤが入る王国務 (玉随) である 。 同一母岩は ， 小

型の石刃 I 点，中ー小型不定型の剥片 3 点で，総重量は8.6g である 。

5H ー② 。淡里灰色の粗悪な蛇紋岩である。 石斧の刃部再生に係る小型の剥片 1 点の単独資料 (1. Ig) であ

る 。
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第 1 f;! 旧石器時代

5H ③ 暗背灰色のチャートである 。 小型の石刃 1 点の単独資料 (7.4g) である。

上記以外に，黒1I1~石の剥片 1 }~がある 。 5 G ー②に似るが，小破片のため，同一lま択に認定しなかった。

以上，本プロ ック は，おおむね搬入品によ っ て形成されたと考えられる。 ただし. 5H ①母岩について

は，小規模な剥片生産が行われた可能性がある。

3 ) 出土遺物 (第13- 14図)

1-4 は，巣l耀石による 5Hー①母岩の石刃，使用捉ある剥片である 。 l は，比較的大型原手で粗製の石

刃である。 表面の多くは装而 (主要剥離函) と |日l一方向の剥離而によ っ て構成されるが，末端部には ， 逆方

向の剥離面が観察される 。 打而は，本石刃華IJ離時にはじけている。 表而右側縁全体に，細かな刃こぼれがあ

る 。 2 は ， 大型の石刃の末端音I\Hーである。 表面左側には，装簡とは逆}J I打jの剥南It而がある。 表fríi右側縁から

折れ面にかけて刃こぼれがあり ，分割ないしは欠損後に利用されたと考えられる 。 なお，表面全体には調11か

な傷が多いことから，長期にわたって保持されていたと想定される。

3 は，大型不定型の剥片をmいた使用痕ある景IJ片である。 表面は多方向からの不定型な剥再ffi而で構成され

ることから，石刃技法による打而形成，ないしは打面再生に係る最IJ片の可能性がある。 なお，本資料も 2 と

同様，表面に細かな傷がある 。 4 は，中型不定型の剥片を月一:J I，、た使用痕ある剥l片である。 表面は，おもに上

下両方向からの剥離面であり，幅広の石刃にもみえるが，裳面は，表而とは直交する方向の事IJ縦である 。 表

問中央の自然iìiiは平坦で. 1.原石は大型の角磯と想定される 。 打面は，組l片剥離l時に欠失している 。

5 ・ 6 は， 黒曜石による 5G-②母岩の石刃である。 5 は雪中型厚手で幅広の石刃である。 表而には，裏

面と同一方向の剥離而のほかに，裏面とは直交する方向の剥離面もあり，稜形成に伴う石核調整と石刃君IJ離

とが交互になされたと考えられる 。 打面は欠損する 。 なお，表面左側縁には，微調11 な剥離痕が散在する 。 6

は，中型で，横断面が三角形の石刃である 。

7 は，黒眼石による 5G-③母岩の小型の石刃である。 表面は，裏面と同一方向の剥離面と自然面とで構

第 2 表 第 2 地点出土造物組成表 (1 ) 母岩別組成表

母岩番号 石材 Kn Tr Ss Pi Bl Rf Uf Ax FI Ch Co 合計 傑 重量

5G ① 黒 H詰石 2 2 4 87.1 

5G ② 黒曜石 2 2 39.4 

5G ③ 黒昨日石 I 1 3.5 

5G ④ 砂 岩 5 5 68.5 

5H ー① T馬 地〈 1 3 4 8.6 

5 H ② 蛇紋 岩 1 1.1 

5 H ③ チャート 1 1 7.4 

その他 県附石 1 0.2 

合計 。 。 。 。 7 。 2 6 4 。 。 19 。 215.8 

第一 3 表 第 2 地点 1 11土造物組成表 ( 2 ) 一石材別組成表ー

石材 Kn Tr S5 Pi BI Rf Uf Ax FI Ch Co dロ"雪ロ↓l 磯 重量

黒 H極右 5 2 1 8 130.2 

チ ャ ート l 1 7.4 

砂 岩 5 5 68.5 

蛇紋岩 1 1.1 

3馬 硝 3 4 8.6 

合計 。 。 。 。 7 。 2 6 4 。 。 19 。 215.8 
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第 3 節石器群の分布と出土造物
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ro 1 1;1: 旧石器時代

成される。 打而は小さく，詳細lははっ きりしないが，制11かな調整のない複剥離打面と考えられる 。

8 は，チャートによる 5 H -③の小型の石刃である 。 末端部はウートラパッセになっており，石核の作業

面が比較的低かったことを示している。 打面は，非調繋の平坦な打而である。 表面右側面は，石刃剥離面で

はなく ， 石核の素材時の分割而のようである。 鋭利な表面左側縁に刃こぼれがみられる。

9 は ， 蛇紋岩による 5H-②母岩を用いた刃部縫製石斧の刃音1\再生剥片である 。 表面は方向が若干興なる

2 枚の研磨間で構成され， 打而は表[日と は70度の角度で交差する研磨面である 。 打而と表面の境界は鋭利な

直線をなすことから，石斧の刃部と想定される。

10 ' 11は，鴻硲 (玉随) による 5H ー①母岩の石刃，剥片である。 10は，上下両端に打而をもっ小型の石

核より剥離された石刃である。 ョ長蘭は， 上下両方向の剥雌而で構成されるが，左側面にはこれらとは直交す

る方向の節迎聞があり，石核素材 l時の分割而と考えられる 。 下端部に付着する打I菌は広く平坦であるが， 上

位の本石刃の打商は小さく，詳細lは不明である。 右側縁に刃こぼれがある。 11は，横長不定型の剥片である 。

表面には石核素材時のポジテ イプな面が広く残っ ており，これを裳而とは逆方向の剥離面が切っ ている 。 打

面は，線状になっている。

1 2は ， 砂岩による刃部磨製石斧である。 求心的に剥離した不定型の剥片 3 点と，大きく 2 点に割れた本体

と餅せて 5 点の接合資料である 。 刃部再生に伴う形状変更の過程で破1l'lし，機能が停止したと考えられ

る 。 なお，上半部は，研磨痕を切る剥離面によって広〈稜われていることから ， 形状変更に伴って，かなり

の枚数の剥片が剥離されたことがわかる。 また，本プロ ッ クに分布する剥片類が少ないことから，プロック

外で形状変更の作業が行われ， 一定の大きさのものに限って，プロック内に持ち込まれた可能性がある。

~ 

。明~
9 5H 団 2
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1.Ig 

てb

と二ヨミー

亡三〉
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第 3 節石総群の分布と出土造物

3 第 3 地点 (第15~ 1 9図，第 4 ・ 5 表)

1 ) 概要

第 3 地点は. 調査区の中央部にあり ， 第 2 地点の東側に隣接する (第 7 図)。 石総群の出土したグリァド

は ， 5 H44 ・ 53~55 ・ 64~66 . 74 ・ 75グリッドである 。

プロックの規模と形状は，長期h 15m，担[iM11 0m ほとの不墜円形の純凶に42点の治機 ・ 礁が散在する (第

15 . 16図) 。 出土層位は， IXa"百 と IXc 胞の境界付近を中心として . 60cmほどの高低差をもって包含されてい

る 。

石総組成は，石刃 6 点，使用痕ある剥片 1 A( ， 剥片28点，石核 6 点 ， 傑 1 11Z，石器石材は，安山岩1 6点，

頁岩 2 点， チャート 22点，潟稲 (玉|胞) 1 点， ~撃の石材は，砂岩 1 点である。

砂岩の礁は， 4 cm x 3 cm X O. 4cmほと'の小型の扇平諜の半分ほど巡存したものである。 被熱した形跡はな

く，性格不明である 。

2 ) 母岩の特徴と内容(第 4 ・ 5 表)

本地点では ， 石器41点のすべてを対象として母岩分類した。 内訳は，安山岩 3 母特 ( 5 H ( ~ () ， 頁

岩 2 母岩 (5 H ー⑦ ・⑧) ，チャート 6 母岩 ( 5 H ー⑪~⑬) ， 1.馬稲 2 母岩 ( 5 H ③ ・ ⑮)である 。

5 H ー④ 灰褐色に風化した安山岩である 。 φ0. 5mrnの爽雑物が散在する 。 自然而は紙ヤスリ状で，緩やか

な胸而をなす。 同一母岩は， 中型の石刃 ]Jfl ， 使用痕ある剥片 l 点，中 小型不定量'1の剥片 7 点，

剥片素材の石核 2 点で，総重量は 1 35 . 5g である 。

5 H-⑤ 淡赤紫色 (小豆色) に風化 した火成岩で，ここでは安山岩とした。 通常の安山岩と閃じ質感で，

φ 1 凹ほどの白色の爽雑物を含む。 自然面は，水磨されてなめらかな 111 1面をなしており，原石は円

礁であることがわかる。 ただし，大きさははっきりしない。 同一母岩は，小型不定型の剥片 1 点，

剥片素材の石核 3 点 (接合して 2 個体) で，総重量は130 . 7g である。

5H-⑥ 。 灰白色に風化した軟質の安山岩 ( トロトロ石)である。 中型不定型の那l片 l 点の単独資料 (1l . 5

g) である 。

5 H ー⑦ 緑がかった淡褐色~時制色に風化した，硬質綴密質な珪化した頁岩である。 産地ははっきりしな

いが，北関東産であろうか。 小砲の石刃 1 点の単独資料 (3 . 0g) である。

5H-③ :自然聞は赤みがかった褐色，内部は明灰緑色に風化した，硬質綴'il\'質な珪化した頁岩である 。 北

関東産と推定される 。 小型の石刃 1 点の単独資料 (3 . 4g) である。

5 H ー③ :青灰色の地に ， 褐色の斑が入る務硲である。 中型不整形の石刃 l 占の単独資料 (4.2g) である。

5H ⑩ 淡賞褐色半透明の鴻瑠である。 小型の石刃の頭部片 1 点の単独資料 (0 . 7g) である。

5H ⑪ 自然面は暗灰緑色，内部は灰緑色のチャ ート である。 同一母岩は ， 中型厚手の剥片 1 点，剥片素

材の小型の石核 1 点で，総重自;は57 . 3g である。

5H-⑫ ー通常部分は青灰色， fií'i耳目前は灰緑色のチャ ート である 。 中型の石刃 l 点の単独資料(12. 9g) で

ある 。

5 H ー⑬ : 灰白色半透明の地に，背灰色のモヤが入る良質なチャートである。 小型不定型の剥片 I 点の単独

資料 (0.8g) である 。

5 H -⑬ :灰白色の地に克黒色や黄耗j色の紡が入るチャートであ る 。 節理が発達しており，荒れた部分が

多い。 同一母岩は，中・小型不定型の剥片 2 点で，総重量は9 . 5g である 。

5H-⑬ : 日音青灰色のチャートである。 不定型の剥片 (破片) 1 点の単独資料 (2.3g) である。

5 H ー⑬ 灰緑色で灰白色の斑が入る粗悪なチャー ト である 。 同一母岩は中・小型不定型の剥片14点で，総

18 
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第 3 節石探群の分布と出土遺物
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第 1 r;� 旧石器l時代

重量一は 72.2g である 。 とくに，石賀が不良のため，破損品が多い。

接合資料は.A 中型不定型の剥片 3 点 (接合して 2 個体) が表裏で接合するもの.B 小型不定型の剥

片 2 点が接合して l 個体になるものがある 。

3 ) 出土造物 (第17-19図)

1 - 7 は，安山岩による 5H ー④母岩に帰属する石器群である 。 1 は，中出の石刃である 。 平坦打面で，

表聞を構成する剥離面は，おおむね裏面と同一方向である。 打面下には頭部澗整があり，打首1阿がこの石刃

の最大幅にはなっていない。 2 は 中型不定型の剥片を用いた使用痕ある剥j十である 。 表而は ， 多方向から

の剥離面で構成されており，剥片言申j 南11作業にあた っ て求心的な打点移動がなされたことがわかる 。 裳面に

は，石核裏I商の事l離面および自然面がウートラパ ッ セとして付着しており，素材耕l片を剥離した石核が，比

較的薄手の両面体であったと判断される。 裳而左側縁に，不規則な剥離痕がある。 3 は ， 表面が自然面と I

枚の剥離面で構成される中型の縦長剥片. 4 . 5 は，中型不定型の剥片である。 6 は， 表面が自然面，裏而

に作業面をもっ石核の欠損品である。 石核素材時の主要剥離面を作業面として， 上下から不定型の剥片を生

産している 。 7 も 6 と同様の石核で，完存品である 。 厚手の剥片を石核の素材とし ， 表而 (自然面側) の左

右で剥片を剥離した後，それぞれの剥紙面を打而，裏面を作業面として，左右から中型不定型の剥片を剥離

第 4 表 第 3 地点出土造物組成表(1 ) 母岩別組成表

母岩番号 石材 Kn Tr 55 Pi 81 Rf Uf Ax FI Ch Co 合言| 際 重量

5H-(1) 安山岩 1 7 2 11 135.5 

5 H ⑤ 安山岩 3 4 130. 7 

5H ⑥ 安山岩 l l 11. 5 

5 H-⑦ 頁 岩 1 1 3.0 

5H ③ 頁 岩 1 l 3.4 

5 H-⑨ E島 Z歯 l 1 4.2 

5H ⑮ }馬 Z出 l l 0.71 

5H-⑪ チャート l 2 57.3 

5H ⑫ チャート l 1 12.9 

5H ⑬ チャート 1 1 0.8 

5H ⑬ チャート 2 2 9.5 

5 H ⑬ チャート 1 1 2.3 

5 H- ⑮ チャート 14 14 72.2 

5HR ① 砂 主』“ま 。 5.5 

合計 。 。 。 。 6 。 1 。 28 ~6 41 1 449.5 

第 5 表 第 3 地点出土造物組成表 ( 2 ) 石材別組成表

石材 Kn Tr 55 Pi 81 Rf Uf Ax FI Ch Co 合計 際 重量

安山岩 9 5 16 277.7 

頁 岩 2 2 6.4 

チャート 19 21 155.0 

砂 岩 。 5.5 

1店 ~ 2 2 4.9 

合 計 。 。 。 。 6 。 。 28 。 6 41 l 449.5 
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第 l 牢旧石器時代

している。 作業面は，不定型の剥離面に草iわれており，素材時の主要剥離面は残されていない。

8 ・ 9 は，安山岩による 5H-⑤母岩の石核である。 いずれも 7 と同様，厚手の剥片を石核の素材とし

て，おもに主要剥離面側を作業面にあて，打点を各所に移動しながら，中型不定型の剥片を生産している。

10は， 頁岩による 5 H ⑦母岩の小型の石刃， 12は，頁岩による 5H ー③母岩の小型の石刃， 13は，チャー

トによる中型の石刃である 。 いずれも，単独資料の搬入品であるが，明瞭な刃こぼれ等は観察できない。 11

は，務瑠による 5H ⑨母岩を用いた石刃である 。

14 ・ 17は，チャートによる 5 H -⑪母岩の剥片 ・ 石核である。 14は，不定型厚手の剥片である。 左側面に

中・小型の剥離痕が連続するが，これは裏面 (主要剥離面) を切っているものではなく，左側面と裏面との

問に線状に残る打面から剥離されたものである。 表岡上部のものも含めて，石質が粧l晃t~なためか，剥離がス

ムーズに通っていない短めの剥離商が多い。 17は，厚手の剥片ないしは分自l際素材の石核である 。 表面右側

面に大きなネガティプな剥離面が， 左側面にポジティブな剥雌面があり，さらに ， こ のこつの剥離面を切っ

て，裏面下部にポジティプな剥離商があり，これらが石核素材時の剥片の表装に対応する可能性が高い。 表

裏の上端で，交互剥離によって小型不定型の剥片を剥離している 。

15 ・ 16は，チャートによる 5H ⑬母岩の中型不定型の剥片である 。 ほかの剥片類と同様，打点は一定し

ない。

18は，剥片 3 点 (接合して 2 個体; 19 ・ 20) の接合資料， 21は，中型薄手の不定型な剥片で，いずれも

チャートによる 5H ⑬母岩に帰属する 。 19 ・ 20は同ーの打面を用いて連続的に剥離されたものであるが，

表面は多方向からの剥離面で構成される。 不純物が扇状に入り，各所で偶発的な折れが生じている。 2 1の表

面も同線に多方向からの剥離国で構成されるが，裏面の打面付近には不規則な剥離痕が並んでおり，台形石

総として調整加工がなされたものかも知lれない。

4. 第 4 地点 (第20-2 1図)

1 )概要

第 4 地点は，調査区東側で，傾斜変換点から20m ほどの台地縁辺部に位置する。 石R~は， 51-50グリッ

A 
ちト叩

lXc 

。 印刷
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第 3 節 石器群の分布と出土遺物

ドの立川ローム階第 2 黒色帯下部から単独で出土した。

1 は，嶺同産の頁岩による不定型な剥片である 。 表闘は，裏面と同一方向の剥向It而と節理而で構成され

る 。 節理而は燈褐色，内部は灰緑色に風化しており，比較的珪化した石材である。

5 まとめ

本泣跡では，第 2 地点と第 3 地点において，立川ローム層医層に帰属する資料が出 一|ーした。 とくに，第 2

地点からは，信州産と推定される製|惚石を用いた石刃とそれに関連する資料を得ることができた。 類例の多

くはない資料であるので， 若干の検討を行い，まとめとしたい。

はじめに，第 2 地点から出土した黒l明石による石刃関連資料からは， ①石刃は，比較的大型である こと，

②打面前主主や頭部調整の有無については，欠損等によりはっきりしないが， 宇T面は，幅広の号制l片を多方向か

ら事Ij離して形成する複剥雌打面であること， ③両設打而により石刃生産を行っ ていること， ④石刃の剥離方

向と直交する剥離による側面調整をもつこと， ⑤作業而は小口等に限定されず，比較的広いこと，などの内

容がわかる 。 また ， 小型の剥片類や石核がみられないことから，本泣跡外で生産された石刃，剥 J十類が搬入

されたと考えられる 。 資料数が少ないうえに，ナイフ形石器等定型的な石擦も含まれていないため，細かな

対比は困難であるが，県内から出土している既存資料との関連について考えてみたい。

房総半島では，立川ローム層 IX層を出土!百準とする信州産黒曜石を用いた石刃石総1洋として，千葉市餅ヶ

崎泣跡第 H 文化層，市原市草刈六之台泣跡第 3 文化!将，同ヤジ山遺跡第 2 文化!弘束金市鉢ヶ谷遺跡第 5 地

点第 I 文化層などがあげられる。

上記諸遺跡のなかで，資料のまとま っている草刈六之台遺跡第 3 文化局では ， 信州麦TJ峠産や和田峠周辺

産による黒限石を用いて，大小の多磁多様な石刃を遺跡内で生産しており ， その一部は小型の基部調

整 2 租IJ縁調繋のナイフ形石総 (石総の長軸と素材の長紬は概ね一致し，基部に打而を残すものが多い) に

加工されている。 石刃技法は，複剥l 自tH而で，単設打面と両設打面の両者ーがある 。 打前調整，頭部調整，石

核の側而調整は，いずれも顕著ではない。 巣曜石以外には ， 北関東産と推定される頁岩を用いた大型の石刃

が搬入品として存在し，また，石斧や刃部再生最IJ片類，砥石も伴っている 。 出土層巾は IX )，日上官1\で ， 他の遺

跡も概ね同|時期と考えられる 。

つぎに， IX庖下部出土の石音寺群をみると，石刃関連資料は里日程石を用いた例が少なく ，北関東産と推定さ

れる各種頁i1系の石材が主流である 。 黒日程石については ， 安山岩とともに，横長昔前l片や不定型な剥片，それ

らを素材とした台形石器などに用いられることが多い。 こうした ， 台形石器等に用いられる黒曜石は，分析

fýlJ は多くはないが，柏市中山新田 I 遺跡下層では栃木県高原山産，草刈六之台造崩:第 2 文化層では東京都神

津尚産，成凶市南三里塚宮原第 1 遺跡では東京都干qli草島産を主体として，少量の栃木県高原山産が含まれる

という結巣が得られており，信州産はみあたらない。

IX廊下部出土の黒曜石による石刃については古里市古込遺跡で， 栃木県高原山産と推定される黒曜石を

用いた石刃関連資料が台形石器とともに出土している。 右刃技法は，分制された素材の小口前を作業面と

し，先細りの石刃を生産するものである 。 ，~.~ I聡石の原産地，石刃技法ともに，本遺跡と呉なる。

栃木県高原山産黒曜石を用いた石刃石総群は，柏市石揚遺跡において典型的にみられるとおり， 四層に ま

とま っており .IX層には少ない。

以上のとおり，医届出土の信州産黒略石による石刃石器群は，概ね医層上部に位置づけられ， 本遺跡の出

土例も，その脈絡で考えるべきかもしれない。 ただし現在整理中の資料ではあるが. iJJ武市四ツ塚遺跡で，

信州産黒曜石による石刃， 基部調整のナイフ形石器，平坦剥離による台形石器などをもっ石器群が出土して
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第 l ïi1 旧石総時代

おり，刃部磨製石斧が伴うことも含めて，医層下部の可能性が高い。 したがって，さらなる資料の検索と検

討のなかで，医層下部と医層上部における石刃石器群と 黒曜石との関連を考えてし、かねばならない。
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第 3 節石器群の分布と /ll土遺物

~主三』

く:CÞ

引。
14 

重芸員

。 (j : 2) 
工二二二Z二三

2 

10 

4 

W~ tJ 自由 出心

9 

呂、

~Q~ 
13 

16 

ミ言会

10αn 
18 

第22図 第 2 地点( 1 -9 ; IXc 層)と第 3 地点 (10- 18; lX a- lX c 層)の主要石器

28 



第 2 章 縄文時代

""'" D-05O 

j
H
Y
h
y
'
 

，

，

ρ
H
U
 

+ 
5H-55 

G仁

グ 0 - 188

0-209 牛
6G-5O + 

61 -55 

十
7F-05 市〆

。
(j : 1(00) 50m 

第23図縄文時代遺構配置図

第 I 節概要

陥穴が 9 基を検出した。

第 2 節陥穴

D -004 (第24図 )

調査区北東部に位置する 。 平面形は，プラン 底部とも円形を呈する。 長径1. 95m X 短径1. 90m X 深さ

0.81m を祖~る 。

本土坑は陥穴であると思われる 。

D -005 (第24図)

調査区北東部に位置する 。 平面形は，プラン 底部とも楕円形を呈する。 長径1. 30m X 短径O. 90m X 深さ

1. 20m を浪1 る 。

本土坑は陥穴である。
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第 2節陥穴

D -025 (第24図)

調査区北東部に位置する 。 平而形は，プラン ・ 底部とも隅丸長方形を呈する 。 長径1.93m X 短径1.30m X 

i菜さ 2.09m をiHlI る 。

本土坑は陥穴である 。

本遺構より砥石 1 点を図示した。 現存長5. 1cm. 幅3 . 2cm. 厚さ1. 30cm. 重量30 . 8g である 。

D -032 (第24図)

調査区中央部に位置する 。 平面形は，プラン ・ 底部とも隅丸長方形を呈する。 長径1. 75m X 短径1.25m X 

I束さ 1. 63m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -050 (第25図)

調査区西部に位置する 。 平面形は，プラン 底部とも椅円形を呈する。 長径3.35m X 短径0.46m X 深さ 0.88

m を測る 。

本土坑は陥穴である。

D -051 (第25図)

調査区中央部に位置する。平面形は ， プラン ー 底部とも楕円形を呈する 。 長径3. 60m X 短径1.Om X 深さ

1. 19m を測る 。

本土坑は|箱穴である 。

D -188 (第25図)

調査区西部に位置する。平面形は，プラン・底部ともやや楕円形を呈する。 長径O.83m X 短径O.70m X 深

さ 0.76m を測る 。

本土坑は陥穴である。

D-200 (第25図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン ・ 底部とも円形を皇する。 長径1.48m X 短径1.20m X 深さ 1.85 

m を測る。

本土坑は陥穴である。

D -209 (第25図)

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン 底部とも長楕円形を呈する 。 長径1.78m X 短径O.65m X 深

さ 0.64m を祖1I る 。

本土坑の性格は陥穴である。

30 



@ M 醐
④ 

ム/ C i\ι 
0-004 

且~29.g.α)m

6必侶，シ"

主 29.7曲m 八1

@ 
"'/ 

A 亡コ\ A' 

第 2 卒純文l時代

U) ~ 

ベ
0-005 

A 

凪川 D 田5

1 UÁ制色 ローム粒子ロ←ムプロック

2 酎色
3 晴樹色
4 暗前掲色
5 Uff 込j色

(小粒) 少祉
ロ ムプロァク {大粒) 少日

ゾフトロ ム混入
シノフトローム

3!'1よりゅlるくソフトローム
の胤域j

6 tn間色 ローム粒子多品ロームプロ
ツク(大粒)少量

7 時前尚色 ロームプロヅク (大粒) 多 lï~
8 附黄悩色 ソフトロ ム主体にロ ムプ

ロッ ク (中粒) 多量、締まり
あり

A 0-025 
言
毘 A' 

A 羽四m

0-025 

日
Cつ1

。 (j : 4) 1Dcπ、

A' 土層説明 0-田5

赤来緑地色
前倒色 盟問にロームプロック多量
出拡j色 ロム粒 f少量
ìll茶褐色 ロ ムプロック少量、ロ ム粒子鹿

A 

町下状 主_3 1.2曲m
ïlU長同色 ロ ムブロック自在

茶相色 ロムブロック ロ ーム粒子少量市
:(f 

灰茶鈎色 ID問より多少明るい

明茶出色 ローム粒 f がかたまっている
9 医間色
1 0 茶同色 多少前色、ロームプロック多量
Jl n~茶制色 ロームブロック (大粒) 適当証
12 "苦悩色 ロームプロック (大枚) 少量点イi
13 暗闘色 ロム粒 F沈点従
14 ìll茶褐色 ロ ムプロック (大粒) 少量点在
日期間色 ロム粒下鹿のT状
16 黄色 ロムブロックローム粒子砂

少l1t点在
17 茶筒色 出拙色某国よと単褐色土の交じり
18 出制色 ロ ← ム粒子少量

19 i炎茶柏色 多少黄色、ロームブロック多量 o 11 : 60) 
叩暗首相色黒褐色土少量古む l 
21 t且鎚色土

第24図 D -004 ・ 005 ・ 025 ・ 032実測図 ・ 出土遺物

0-032 

八'

3m 

31 



第 2節陥穴

④ 
日 077

ム (C二

9
 

削n
υ
 

叩o
 

nu 

A お 7凹"

⑥ 

ム~~

~32.3曲m A' 

⑧ 

A く主主b K

-.A- 32.2曲" A' 

A ぞ三三ラ
A ム 33澗m A 

⑧ 

A 。~
0-200 

~3L8田m A' 

土問説明 0-2凹

l 黄色
2 晴同色
3 附茶褐色
4 明貰同色
5 茶絢色
6 j官帽色
7 iIi茶同色 4聞の部がはがれ落ちている
8 明前世色
9 晴樹色

。 (J剖) 3m 

第25図 D-050 . 051 ・ 188 ・ 200 . 209実視~図

32 



第 3 章弥生時代

G仁
。Hd

寸5F -55
ート
5H らう

+';c 田

~丸〆
。 (J : 1.(00) 50門1

第26図 弥生時代遺構配置図

33 



第 3 章 弥生時代

第 l 節概要

住居跡13軒が出土した。 前査区中央部に点在している。

第 2 節 竪穴住居跡

H -021 (第27図)

調査区東南部に位置する。 M-009 と D-023に切られている。 規模は4 . 00m (推定) x 4. 25m を測り ， 形

状は附丸方形を呈する。

覆土は 4 屑に分層され， 人為的に埋め戻されている。 床面に焼土あり 。 壁高は約43cm (酋銭) を測る。

ピットは床而に 7 本検出された。 主柱穴は P ー 1 (径30cmx 32cm，深さ 64c回) ・ p - 2 (径33cmx 25cm，深

さ 68cm) ・ p- 3 (径38cmx 26cm，呆さ 61cm) ・ p- 4 (径27cmx 25cm，深さ 62cm) の 4 本が対角線上に配置

している。 梯子穴と考えられる p- 5 は(径34cmx 26cm，深さ 23cm) をiJll) る 。 p - 6 (径42cmx 35cm，深さ

14c阻) ・ p-7 (径 1 7cmx 1 7cm ， まさ 16cm) は補助ね穴である 。 炉は北壁付近より検出した。 単式炉が，な

しくずしに拡がった様相である 。 火床音1\はよく焼けている 。

本住居跡地、ら出土した遺物のうち，斐 1 点，石製品 4 点，計 5.'立を函l示した。

1 は土自iUi詩型2である。 底部のみ遺存する。 外面ヘラケズリ，底部に木業痕あり 。 残存総高2.5cm，底径6 . 8

cmを測る。

2 は用途不明の石である。 長さ 7 . 3cm ， 幅3 . 4cm ， I!l-さ 2 . 1cm，重量76.0g を胡1) る 。

3 は軽石である 。 長さ 7 . 90cm，幅9 . 00cm ， J厚さ ι90cm，重量56 . 5g を測る 。

4 は石製の紡錘車である。 径5.5cm，厚さ 2. 7cm，重量74 . 8g を測る 。

5 は火打ち石である。 長さ 1. 3cm，幅 1. 3cm , I事さ 0.9cm，重量2. 2g をiJll) る 。

H -022 (第 28 ・ 29図)

調査区中央部に位置する 。 規模は3.1 7mx 3. 63m を測り，形状は附丸方形を呈する 。

覆土は 71，荷に分層され，人為的に埋め戻されている。 壁高は約50cm (商壁) を測る 。

ピットは床面に 7 本検出された。 主柱穴は P-1 (径22cmx 29cm，深さ 57cm) . P -2 (径21cmx 28cm，深

さ 49cm) ・ P - 3 (径23cmx 25cm，深さ 54cm) . P -4 (径36cmx 32cm，深さ 58cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ， 炉と正対して位置する P - 5 は(径26cmx 32cm，深さ 28cm) を測る 。 P- 6 (径35cmx 26cm，深さ 10cm)

.p • 7 (後21cm x 19cm ， 深さ 20cm) は墜柱穴である。 炉は北壁付近より検出した。

本住居跡から出土した造物のうち，杯 1 点，鉢 l 点，楚 7 点，小型受 l 点，萱12点，手控土器 I 点，石製

品 1 点，計24点である 。

1 は土師器均:である。 口縁部~底部 11 3 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ 1) ，内面ナデ。 口径

13 . 6cm，器高5. 5cm，底径6 . 5cm を社!IJる 。

2 は鉢である 。 口縁部~胴部を 1 4 進存する。 複合口縁をもっ。 口縁部外面単節 LR 純文，外商胴部ヘ

ラケズリ，内面ナデ。 復元口径13.0cm，残存器高5.4cmを i旧1) る 。

3 は小型楚である 。 口縁部~底部 11 2 遺存する。 口縁部外面輪積痕を残す。 胴部外面 S 字結束文， 撚糸

文を施している 。 内面ナデ， 輪fì'î痕もみられる。 法畳は口径12. 0cm，器高1 1. 4cm，底径4. 6c皿を測る。

4 -8 はき盟である。 4 は口縁部-ij同部 1 / 2 遺存する。 折返口縁をもっ。 輪積痕を残している 。 外面は綴
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密にミガキあり 。 内面器面剥離のため調整不明。 法量は口径12 . 8cm，残存器高9 . 2cm をiJllJ る 。 5 は底部 2 5 

i宜存する。 外面ヘラケズリ，単節 RL 純文，内而ナデ。 底部に木葉痕有り 。 法量は残存*f高4 . 3cm，底径8. 0

cm を iJI ~ る 。 6 はほぼ完形である 。 口縁部と高台に輪積痕がみられる。 全体に雑な作りである 。 外而ヘラケズ

リ後ヘラミガキ， 内面ヘラミガキ。 底部に木築痕あり 。 法量は口径18 . 6cm ， *F高 1 6 . 7cm，底筏8. lcm を測る。

7 は胴部下端~底音1\ 1 4 遺存する 。 外而ヘラケズ リ， 内而ナデ。 法量は残存器高6.0cm ， l氏径8.0cm を測る 。

8 は口縁部~底部 112 遺存する。 口縁昔111瓜体波状抑圧，胴部円形竹筒文，胴部外商ヘラケズ リ， 口縁部内

蘭ヘラナデ，内面胴部ナデ。 法量は復元口径17 . 0cm，総高17 . 3cm，底径6 . 0cm をiJl lJ る 。

9 -15は査である。 9 は頚部 1 4 造有:する 。 ~部外而に貼 り付け文， へラケズリ ， 内面ナデ後ヘラミガ

キ。 法誌は残存器高4. 7c血を iß~ る 。 10は頭部~底部 1 2 遺存する。 頭部半裁竹管文，胴部山形状沈線文，残

存器高17 . 8cm，底径7 . 0cmを測る。 11 は胴部 1 2 遺存する。 胴部外面単節 RL 純文， 結束文，内面ナデ。 法

量は残存器高10.5cmを測る。 12は頚部~底部 1 5 遺存する 。 頚部波状の沈線文 胴昔11結束縄文，内面剥落

のため調整不明。 法量は残存器高62 . 0cm，復元底径18 . 6cmを測る 。 13は底部のみである。 法量は残存総高1. 9

cm ， 復元底径5 . 6cm ， 14は底部のみである 。 外商ヘラケズリ，内面ナデ。 底部に木業痕あり 。 法畳は残存器

高1. 8cm，底径4 . 0cm測る 。 1 5は底部のみで 1 / 2 泣存する。 外面ヘラケズ 1) ，内商ナデ。 底部に木業痕あり。

法歪は残存器高3 . 0cm，復元底径7 . 0cm を測る 。

1 6は手捜土器である 。 完形である 。 指頭痕，指ナデ。 法量は口径5 . 4cm，器高2 . 6cm ， J.氏径3. 2cmを測る 。

17は査底部のみである。 外国へラケズリ，内面ナデ。 残存器高2. 6cm，復元底径5 . 0cmである 。

18は誕の口縁片である。 口縁苦11外面輪積痕を残し，撚糸文を施している。 19は楚の口縁片である。 口縁部

外面に輪積痕を残し， 撚糸文を施している。

20-23は査である。 20は査の胴片である 。 外面頭部波状沈線文，腕部単節 RL 純文， 内面は器商事j離のた

め調整不明。 2 1は頚部片である 。 外商貼り付け文，単節 RL 縄文。 内面ナデ。 l;I;li扇赤彩。 22は頭部片である。

頚部外商結束文，単節 RL 縄文，貼り付け文，内面ナデ。 内面赤彩。 23は胴部片である 。 外商単節 RL 縄文，

結束文，内面器面剥離で調整不明。 外而一部赤彩か (結束文と結束文の問)。

24はほ石か。 長さ 6 . 8cm，幅3 . 7cm ， )手さ 0.5cm，重量25.1g を祖~る 。

H -023 (第30図)

調査区北東部に位置する 。 規模は5. 25m x 6. 35m を測り，形状は楕円形を呈する。

護士は l 層で人為的に埋め戻されている 。 壁高は約16cm (東壁) を ìßIJ る 。

ピ ッ トは床而に 14本検出された。主柱穴は P-1 (径42cmx 40c皿，深さ 74cm) . P -2 (径38cmx 32cm，深

さ 64cm) . P -3 (径31cmx 27cm，深さ 69cm) . P -4 (径37cmx 26cm，深さ 69cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ，炉と正対して位置する P - 5 は (径48cmx 29cm ， 深さ 41cm ) を測る。 補助柱穴は P- 6 (径55cmx 40cm , 

深さ 2 1 cm) ・ P- 7 (径44cmx 28cm ， 深さ 8cm) . P -8 (径25cmx 32cm ， 深さ llcm) ・ P- 9 (径24cmx 25cm, 

深さ 6 cm) ・ P- I0 (径 1 9cmx 2 1 cm，深さ 5 cm) . P ー ll (径l lcmx 1 3cm，深さ 21cm) . P -12 (筏29cmx 25cm, 

深さ 6 cm) ・ P- 1 3 (径17cmx 17cm，深さ 20cm) ・ P- 1 4 (径27cmx 18cm ， 深さ 17cm ) である 。 炉は北壁付近

より検出した。

本住居跡から出土した遺物のうち，翌~6 点，査 2 点 ， 計 8 点を図示した。

1 -6 はき臣である 。 1 は口縁部~頚部 11 4 遺存する。 口縁部原体波状押圧，内外商ナデ，内面に一部赤

彩か。 法量は復元口径21. Ocm，残存器高5.6cmを測る 。 2 は底部一部である。 外面へラケズリ ， 内面ナデ。

法量は残存器高3 . lcm ， 復元底径8. 4cmを測る。 3 は底部のみである。 外国ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は残
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存*号高2 . 6cm，底径7.6cmを測る。 4 は』岡部片である。 口縁部外国に輪車n痕残す。 外而へラケズリ，内市1ナデ。

5 は口縁片である。 口縁音1\外面に輪積痕残す。 内外商ナデ。 6 は口縁片である。 口縁部外聞に輪絞痕残す。

内面ナデ。

7 ・ 8 は筆である。 7 は底部 1 4 遺存する 。 法訟は残存~高3. 8cm，復元底径8. 4cm を訓Ijる 。 8 は底部片

である 。 外面へラケズ リ， 内而総Ifïi剥離のため調整不明u 法畳一は残存器商1. 7cm，復元底径8 . 0cmを測る 。

H -025 (第31 図)

調査区中央部に位置する。 規模は4 .50m x 4. 94m を訓1) り，形状は綿円形を呈する。

覆土は 8 府に分層され，人為的に埋め戻されている。 獲高は約40cm (内壁) を測る 。 周溝は， 断続的に南

墜を除いて，断続的に存在する 。 幅 12cm ， ì* さ 5 cmを測る 。

ピットは床前に34本検出 された。 主柱穴は P- 1 (径45cmx 38cm，深さ 80cm ) ・ P - 2 (径55cmx 26cm, ì泣

き 82cm) ・ P- 3 (径55cmx 28cm，深さ 74cm) . P -4 (径48cmx 42cm，深さ 79cm) の 4 本が対 jfj 線上に配さ

れ，炉と正対して位置する P- 5 (径25cmx 33cm，深さ 79cm) . P-6 は (径48x 7 1 cm，深さ 13cm) を測る 。

補助柱穴は P - 7 (径40cmx 28cm，深さ 19cm) ' P-8 (径42cm x 28cm ， ì止さ 50cm ) . P -9 (径28cmx 28cm, 

深さ 64cm ) ・ P-10 (径26cm x 26cm，深さ 4 叩) ・ P - ll (径28cm x 30cm , ì止さ 10cm) ・ P-12 (径24cm x 28cm, 

i止さ 54cm ) ・ P- 1 3 (径24cm x 28cm，深さ 51四) ・ P - 14 (径28cm x 28cm，深さ 4 cm) ・ P ー 1 5 (径42cm x 38cm , 

深さ 4 cm ) ・ P- 1 6 (径30cm x 20cm ， 深さ 3 cm) ・ P - 17 (径28cm x 32cm, ì* さ 43cm) ・ P-18 (筏20cm x 30cm , 

深さ 3 叩) ・ P- 19 (径24cm x 24cm ， 深さ 9 cm) ・ P -20 (径20cmx 26cm，深さ 5 cm) ・ P-21 (径24cm x 36cm , 

深さ 9 cm) ・ P-22 (径28cm x 38cm , ì* さ 5 cm) ・ P-23 (径24cmx 36cm ， 深さ 5 cm) ・ P -24 (径20cmx 20cm , 

深さ 10cm) ・ P-25 (径28cm x 40cm，深さ 6cm) . P -26 (径32cmx 60cm ， 深さ 9 cm) . P -27 (径28cm x 28cm , 

I奈さ 8 cm) ・ P -28 (径38cm x 38cm ， 深さ 6cm) . P -29 (径36cmx 28cm，深さ 6 cm) . P -30 (径24cm x 24cm , 

深さ 7 cm) ・ P-31 (径28cmx 30cm，深さ 8 cm) ・ P-32 (径28cmx 38cm，深さ IOcm) ・ P -33 (径20cm x 20cm , 

深さ 7 cm) ・ P-34 (径28cmx 36cm，深さ 5 cm) である。 炉は北壁付近より検出した。

本位居跡から出土した造物のうち ， 王監 4 点， 石製品 l 点 ， 青l' 5 点を図示した。

1 - 4 は裂である 。 1 は胴部~底部 1 6 遺存する 。 外国単~íl RL 純文 ， 内面iナデ。 法量は残存総高4 ， 7cm ，

復元底筏8. 0cm をìJll) る 。 2 は胴部片である。 単節 RL 純文，結束撚糸文，内面ナデ。 3 は斐の口縁片である。

口縁部ヨコナデ， 口縁部外商に貼り付け文， 外面単節 RL 純文，内面ナデ。 4 は口縁片である。 口縁部外面

に浅く薄〈原体波状抑圧がみとめられる 。 外面単節 RL 朝日文， 内面ナデ。

5 は砥石である 。 長さ 7 . 0cm，何6. l cm，厚さ 1. l cm，重量80 . 4g を社!I)る 。

H -039 (第32図)

調査区北東部に位置する 。 H-035に切られて規模は不明。

壁高は約20cm (東壁) を測る。 床面は全体に貼っている。

ピットは床而に l 本検出 された。 P-1 (径22cm x 22cm，深さ 55cm ) は主柱穴と考えられる。

本住居跡の造物は出土しなかった。

H -052 (第32図)

調査区北西部に位置する。 M-01 5 ， B -008に切られる 。 規模は4.55m x 4. 03m を測 り，形状は楕円形で

ある 。
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覆土は 7 !習に分府され，人為的に埋め戻されている 。 盛高は約30cm (刊j壁)を測る。

ピットは床面に 16本検出された。 主柱穴は p - 2 (径40cmx 35cm，深さ 50cm ) . P -4 (径30cmx 28cm，深

さ 50cm) ・ p- 6 (径35cmx 38cm ， 深さ 54cm) ・ p - 8 (径28cmx 30cm，深さ 48cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，炉と正対して位置する p- 5 は(径20cmx 30cm，深さ 16cm) を測る 。 p-1 (径33cmx 28cm，深さ 82cm)

. P-3 (径15cmx 18cm，深 さ 4 1cm) . P -7 (径22cmx 26cm，深さ llcm) は補助柱である 。 P ー 11 (径13cm

x 19cm，深さ 4cm) . P -12 (径15cmx 20cm，採さ 6 cm) ・ P-13 (径 1 3cmx 14cm，深さ 3 cm) ・ P ー 14 (径 15

cm x 17cm ， 深さ 4cm) . P -15 (径12cmx 14cm , ilii さ 3 cm) ・ P-16 (径 1 6cmx 15cm，深さ 4 cm) は補助柱か。

P-9 (径50cmx 61cm ， 深さ 20cm) . P-IO (径73cmx 62cm，深さ 15cm) は貯蔵穴である 。 炉は東壁付近より

検出した。

本住居跡地、ら出土した遺物のうち，翌~ 1 点 ， 石製品 3 点 ， 言14 点を図示した。

1 は愛である。 口縁部のみ逃存する。 口縁音11外部輪積痕残す。 外面ナデ後撚り戻し純文，内面ナデ。 法量

は口径22. 5cm，残存器高8. 5cmを測る。

2-4 は軽石である。 2 は長さ 8 . 1cm，幅6 . 4cm，厚さ 4 . 5cm ， 重量54.9g を測る。 3 は長さ 7 . 0cm，師6. 1 

cm ， 厚さ 4 . 5cm。 重量33 . 9g を祖Ijる 。 4 は長さ 6 . 5cm，帽8.8咽 ， I享さ 5 . 5cm ， 重量t46 . 7g を測る 。

H -054 (第33図)

調査区中央北部に位置する。 規模は5.05m x 6. 03m を測り，形状は|判丸方形を呈する。

覆土は 3 屑に分層され.人為的に埋め戻されている。 床面はほぼ全体に硬化面がみられる。 獲高は約30cm

(東壁) を測る 。 周溝は撹乱に切られているものの全周している 。 何2 1cm，深さ 2 cm を出1) る 。

ピットは床面に 16本検出された。 主柱穴は P- 1 (径45cmx 22cm , ilii さ 50cm) . P -2 (径33cmx 37cm，深

さ 57cm) ・ P - 3 (径59cmx 27cm，奈さ 52cm) . P -4 (径43cmx 21cm，深さ 61cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，炉と正対して位置する P- 5 は(径21cmx 22cm ， 深さ 19cm) を測る。 壁柱穴は P - 6 (径53cmx 48cm , 

深さ 19cm) . P -9 (径24cmx 19cm，深さ 33cm) . P ー1O(径26cmx 32cm，深さ 8cm) . P -11 (径33cmx 26cm, 

深さ 38cm) である 。 補助柱穴と思われるのは P ー 7 (径29cm x 27cm ， i.止さ 36cm) ・ P - 8 (径27cmx 23cm，深

さ 28cm) ・ P-12 (径55cmx 43cm，深さ 20cm) ・ P- 1 3 (径32cmx 26cm，深さ 7 cm) ・ P-14 (径23cmx 21cm , 

深さ 6cm) . P -15 (径23cmx 26cm，深さ 4 cm) P -16 (径約14cmx 29cm, ilii さ 5 cm ) である 。 炉は北壁付近

より検出した。

本住居跡の出土造物のうち，護 1 点，土製品 1 点，石製品 1 点，宮l' 3 点を図示した。

1 は挫の口縁片である 。 複合口縁をもっ。 外面羽状純文。 内面ナデ。

2 は砥石である。 長さ 3.1叩，幅3.8cm，厚さ1. 2cm，重量19.65g を測る 。

3 は土製紡錘車である。 径6 . 8cm，厚さ 2. 3cm，孔径0.9cm ， 重量11 1. Ig を測る 。

土製品 1 点は写真のみの掲載である。

H -055 (第34図)

調査区中央北部に位置する 。 H -047 ・ H-048 と M - 014と撹乱に切られる。 規模は4.98m x 4. 09m を視1)

り，形状は附丸方形と思われる 。

覆土は 3 層に分層され，人為的に埋め戻されている 。

炉の周辺に硬化面がみられる 。 床而に焼土検出。 墜高は約30cm (西壁) を測る 。 周溝は西壁および南壁よ

り検出された。 幅は26cm，深さ 4 叩を測る。
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ピットは床面に 7 本検出された。 主柱穴は P- 1 (径43cmx 43cm，深さ 50cm) ・ P- 2 (径31cm x 23cm，深

さ 46cm) ・ P- 3 (径41cmx 21 cm，深さ 6 1 cm ) , P -4 (径50cmx 24cm，深さ 53cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，炉と正対して位置する P - 5 は (径53cmx 26cm, 1止さ 17cm) を測る 。 補助柱穴は P-6 (径45cmx 36cm, 

深さ 9 cm) ・ P- 7 (径18cmx 19cm，深さ 2 1 cm ) である 。 炉は西壁付近より検出した。

本住居跡から出土した造物のうち，翌~2 点を図示した。

1- 2 は斐である 。 1 は口縁部-JJ岡部 11 3 遺存する 。 口縁部に輪積痕残す。 撚糸文 (~fj 音J\除く ) ， s 字結

束文，内面ナデ。 法量は復元口径12 ， 2cm ， 残存器高14 . 4cm を ifflJ る 。 2 は霊前日~底部 2 3 造有ーする 。 JJ同部上

端に 5 字結束文が巡り，胴部下端には主に撚糸文が施されているが 5 字結束文とナデが不定期に存在する。

内而ナデ。 法量は残存株高12 . 5cm，底筏7.0叩を iJ!IJる 。

H -057 (第35図)

調査区北西部に位置する 。 H - 056 と撹乱に切られている 。 規模は6 . 33m x 5. 88m を測り，形状は陥丸方

形を呈する 。

壁高は約30cm m壁) を測る 。 周溝は断続的に巡っている 。 問20cm，深さ 4 cmを測る。

ピットは床面に40本検出された。 主柱穴は P ー 1 (径45cmx 74cm，深さ 6 1cm) . P -2 (径28cmx 52cm，深

さ 54cm) . P -3 (径34cmx 60cm，深さ 61cm) ・ P- 4 (径40cmx 85cm，深さ 70cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ，炉と正対して位置する P - 5 は (径28cmx 36cm ， 深さ 32cm) を測る 。 補助柱穴は P- 6 (径20cmx 36cm , 

深さ 12cm) ・ P - 7 (径 1 8cmx 22cm，深さ 15cm) ・ P- 8 (径20cmx 20cm ， 深さ 6 cm) ・ P - 9 (径24cmx 26cm , 

深さ 7 cm) ・ P-10 (径30clIlx 32cm，深さ羽田) ・ P-ll (径34cmx 34cm，深さ 4 cm ) ・ P-12 (径14cmx 14cm, 

深さlOcm) ・ P - 13 (径35cmx 35cm，深さ 27cm ) ・ P-14 (径25cmx 35cm , i'!#. さ 12cm ) . P -15 (径35cmx 30cm, 

深さ llcm) ・ P-17 (径20cmx 25cm，深さ 24cm) ・ P-18 (径32clIlx 36cm，深さ 23cm) . P -19 (径30cmx 35cm , 

深さ 13cm) ・ P-20 (径28cmx 34cm，深さ 15cm) ・ P-21 (径22cmx 26cm，深さ 17cm) . P -22 (径40cmx 46cm, 

深さ 10cm) ・ P-23 (径 18cmx 18cm，深さ 24cm) . P -24 (径22cmx 32cm，深さ 29cm) . P -25 (径18cmx 22cm, 

深さ 40cm ) ・ P-26 (径20cmx 32cm，深さ 17cm) ・ P-27 (径20cmx 20cm ， 深さ 14cm) ・ P -28 (径34cmx 34cm , 

深さ llcm ) ・ P-29 (径40cmx 42cm，深さ 1 7cm) ・ P - 30 (径34cmx 34cm，深さ 17cm) ・ P-31 (径34cmx 34cm , 

深さ 8 叩) ・ P - 32 (径24cmx 28cm ， 深さ 13cm) ・ P-33 (径30cmx 34cm，深さ 13cm) ・ P-34 (径26cmx 26cm, 

j菜き 5 叩) ・ P- 35 (径28cmx 32cm，深さ 4 cm) ・ P-36 (径30cmx 36cm，菜さ 9 cm) 目 P-37 (径28cmx 32cm , 

深さ 8 cm) ・ P -38 (径20cmx 20cm，深さ llcm ) ・ P-39 (径20cmx 30cm，深さ 3 cm) ・ P-40 (径24cmx 32cm , 

深さlOcm ) である 。 P-16 (径66cmx 60叩，深さ 20cm) は貯蔵穴である。 炉は検出できなかった。

本住居跡から出土した遺物のうち，楚 7 点，壷 2 点，玉 1 点，計 10点を図示した。

1 ・ 2 は斐である 。 1 は底部のみである 。 撚糸文，内面ナデ，底部に木葉痕あり 。 法量は残存器高3 . 6cm, 

底径7 . 8cm を測る 。 2 は』同部のみ 1 1 2 遺存する 。 外商撚り戻 L縄文，内面ナデ。 法量は残存器高12.3cmを測

る 。

3 は表底部のみである。 外商ヘラケズリ，内面ナデ。法量は残存器高1. 8cm，底径3.4cmを測る 。

4 は斐片である 。 外面原体鋸歯状押圧文，羽状縄文，内面ナデ。

5 は壷片である。 鋸歯状に沈線区画し，上端に単節 LR 縄文， 結束文， 下端に単節 RL 縄文。 鋸歯状沈線

の部分に赤彩か。

6-9 は斐片である。 6 は外面単節 RL 縄文，口唇部単節 LR 縄文，内面ナデ。 7 は外面撚糸文，内面ナ

デ。 8 は外面撚り戻し縄文， s 字結束文が二条， 内面ナデ。 9 は外面撚り戻し縄文。 内面ナデ。
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10は土製管玉で完形である 。 長さ 2. 6cm，径O . 7岨，孔径O . 1cm ，重量1. 7g を測る 。

H -063 (第36図)

調査区西北部に位置する 。 H-062 , M -042に切られる 。 形状は不明である 。

床面には P-4 ， P - 5 の周辺に硬化面がみられる 。 壁高は約16cm (酋壁) を測る 。

ピットは床面に 6 本検出された。 王柱穴は P ー 1 (径40cmx 30cm，深さ 50cm ) . P -2 (径39cmx 40cm，深

さ 49cm) ・ P - 3 (径25cmx 24cm，深さ 1 0cm) である。 補助柱穴は p- 4 (径45cmx 82cm ， 深さ 30cm) . P 

5 (径3 1cm x 35cm，深さ 16cm ) である 。 p - 6 (径88cm x 82cm，深さ 18cm) は貯蔵穴か。 炉は検出されなかっ

守、

~。

本住居跡の出土した遺物のうち，斐 2 点，資 l 点 ， 土製品 l 点，言14 点を図示した。

1 ・ 2 は饗である 。 1 は胸部~底部 3 4 ;嵩存する 。 外面 S 字結束文二条，単節 RL 縄文， 内面ナデ， 輪

積痕あり 。 法量は現存ilif高 18.4cm ， 1ft;径7. 5cm を世Ijる 。 2 は片である 。 外面単節 RL 縄文， 内面ナデ。

3 は査の胴部片である 。 外面頭部および胴部結束縄文，縄文の縁に 5 字結束文。 内閣器商剥離。

4 は土製紡錘車で完形である 。 径6 . 8cm ， I早さ 2.6cm，孔径1. 1cm ，重:Iil: 140 . 2g を間Ijる 。

H -073 (第37図)

調査区中央部やや西よりに位置する 。 M-013に切られる。 規模は不明です。 形状は円形である 。

覆土は 2 層に分層され，人為的に埋め戻されている 。 壁高は約50cm (西壁) を測る 。

ピットは床面に 12本検出された。 p - 1 (径25cmx 28cm，深さ ll cm ) . p -2 (径20cmx 24cm，深さ 17cm )

p-3 (径35cmx 34cm，深さ llcm) . P -4 (径27cmx 18cm，深さ 9 cm) . P -5 (径30cmx 29cm，深さ 29cm)

P-6 (径28cmx 24cm ， 深さ 29cm) . P-10 (径30cmx 23cm，深さ 24cm) は，壁柱穴のように巡る 。 P ー 7 (径

18cm x 1 2crn，深さ 9目 Ocm) . P -8 (径13cmx 24cm，深さ 11cm) . P -9 (径 12crnx 10cm，深さ 9.0cm) は補助

柱か。 P-11 (径40cmx 35cm，深さ 9 . 0cm ) ・ P ー 1 2は (径36cmx 30cm，深さ 40cm) を測る 。

炉は東壁付近より検出した。

本住居跡から出土した造物は，流れ込みであったため，図示 しなかった。

H -104 (第37図)

調査区西北部に位置する 。 M - 020に切られ， M - 042と重複している 。 規模は3 .60m x 3. 43m を測り，形

状は隅丸方形を呈する。

床面は全体に貼っ ている 。 壁高は約 6 cm (東壁)を視1) る 。 周溝は M - 020に切られている 。 隔は19cm ， 深

さ 2 cm を測る 。

ピットは床面に 4 本検出された。 P-1 (径23cmx 24cm，深さ 9 cm ) ・ P-2 (径13cmx 11cm，深さ 4cm) 

P-3 (径20cmx 1 9cm，深さ 4 cm) が壁柱穴のように巡る。 P- 4 (径約44cmx 30cm，深さ 15cm) は貯蔵穴

か。 炉は西壁付近より検出した。

本住居助、からの出土遺物は流れ込みであったため，図示しなかった。

H-ll2 (第38図)

調査区中央部やや南よりに位置する 。 H -110, M -001, 041に切られる。 規模は3.17mx 3. 63m を測り ，

形状は楕円形と思われる。
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皇室高は約16cm (西壁) を祖IJ る 。 周溝は他遺構に切られる。 幅16cm，深さ 2 cmを測る。

ピッ トは床面に 6 本検出された。 P ー 1 (径24cmx 18cm，深さ 24cm) ・ p- 2 (径19cm x 1 6cm，深さ 19cm )

p-3 (径16cmx 16cm，深さ 19cm) ・ p - 4 (径 1 6cmx 18cm，深さ 26cm) ・ p - 5 (径18cm x 18cm，深 さ 47cm )

p-6 (径26c皿 x 26cm，深さ 72cm) のピットを検出した。 炉は検出できなかった。

本住居跡地、ら出土した遺物は流れ込みであったため，図示しなかっ た。
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第 4 章 古墳時代

第 1 節概 要

住居跡81軒，土坑基 6 基， 1荷 4 条を検出 した。

集落が拡大するとともに住居跡も調査区一帯に拡散する。

第 2 節 竪穴住居跡

H -001 (第40 ・ 4 1 図 )

調査区東部に位置する 。 規模は5 . 37m x 5. 45m を測り，形状は方形を呈する 。

覆土は人為的に埋め戻され 6 屑に分層される 。

床面は中央一帯に硬化範囲が認められる 。 壁高は約50cm (西壁)を測る 。 周溝はほぼ全周し，幅30cm，深

さ 2.5cmを ìJ!IJる 。

ピットは床面に 5 本検出された。王柱穴は P ー 1 (径28cmx 26cm ， 深さ 59cm) . p -2 (径34cmx 33cm，深

さ 59cm) . P -3 (径40cmx 35cm，深さ 6 1 cm ) ・ P-4 (径36cmx 37cm，深さ 54cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，炉と正対して位置する P- 5 は(径19cmx 1 7cm ， 深さ 9.2cm ) をìß. IJ る 。 カマドは検出されず，炉が西壁

側に検出された。 遺存状態は良好で，火床部東側がよく焼けている 。 各主柱穴の外側から周溝に向かつて 3

条の間仕切り溝が東西に走る 。 南壁側に貯蔵穴が検出され，径102cmx 62cm，深さ 22cmを i則り，楕円形を呈

する。 廃屋後に廃材の焼却処理を行っており，炭や焼土が散乱している。

本住居跡から出土した造物のうち，杯 5 点，鉢 1 点，翌!~ 2 点，土製品 2 点，石製品 1 点，計11点を図示し

た。

1 -5 は土師総杯である 。 1 はほぼ完形。 外面ヘラケズリ後口縁部ヨコナデ，内面ナデ。 内外面赤彩。 法

査は口径15 . 6cm ， 器高6 . 0cmを測る 。 底部は丸底。 2 は口縁部~底部が 2 / 3 遺存する 。 外商ヘラケズリ後口

縁部外面ヨコナデ。 内面ナデ。 内外面赤彩。 法量は口径15 . 1cm，器高6 . 1cm を測る。 底部は丸底。 3 は口縁

部~底音rsが 4 / 5 遺存する 。 外面ヘラケズリ ， 内面ナデ，内外面赤彩。 法量は口径16 . 6cm ， 器高6.8cm を祖Ijる 。

底部は丸!氏。 4 はほぼ完形である。 外面へラケズ 1人内面ナデ。 内外面赤彩。 法量は，口径14. 8cm，器高5.3

咽，底径6 . 6cmを測る。 5 は口縁部~底部が 1 / 3 遺存する 。 外国ヘラケズリ後ヘラミガキ，内面ヘラミガキ ，

口縁部内外岡ヨコナデ，内外而赤彩。 法量は口径14.6叩，器高6 . 7cmを測る 。 底部は丸底。

6 は土師器鉢で，口縁部~胴部 3 / 4 遺存する。 外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は口径15.6cm，残存器

高12 . 5cm を測る 。

7 は土師器地で口縁部-11同部 1/ 8 が造存する。 外而ヘラケズリ，外面赤彩， 内面口縁部のみ赤彩。 法量

は復元口径12. 2cm，残存器高5 . 5cmを測る 。 8 は土師告書愛で口縁部-JJ同部 1 / 2 が遺存する 。 外面へラケズ

リ，内面lナデ。 法量は口径1 7.6cm，残存高1 1. 8cmを測る 。

9 は軽石で，長さ 6 . 9cm ， 幅3 . 2cm，厚さ 2.5cm，重量6.82g である 。 10は土製品で有孔土製品である。 径

20.0cm，厚さ 0 . 9cm ， 両孔径約O.lcm，重量3 . 08go 11は有孔石製品で，長 さ 4 . 2cm，幅1. 9cm，厚さ 0 . 45cm ，

重量7 . 48g である 。

H -002 (第42図 )

調査区東部に位置する 。 H -003と重複する。規模は5 .07m x 5. 10m を測り，形状は方形を呈する。

覆土は人為的に埋め戻され 4 層に分層される 。
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第 4 宰古積時代

床面は全体に強く貼っている。 壁高は約52cmを測る (西壁) 。 周溝は，南東の一部を除いて会周しており ，

幅28cm，深さ 4. 5cmを測る 。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は p - 1 (径32cmx 37cm，深さ 57cm) ・ p-2 (径33cmx 34cm，深

さ 58cm) ・ p - 3 (径32cmx 32cm ， 深さ 18cm) . P -4 (径32cmx 35cm，深さ 42cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する P- 5 は (径25cmx 22cm，深さ 63cm) を測る 。 カマドは北壁中央部に位置し，

両袖部は残存し，山砂を玉とする構築土を用いる 。 床面中央部に焼土の痕が残る 。

本住居跡、から出土した遺物のうち，杯 3 点，蓋 2 点，高杯 3 点，望~2 点，玉 1 点，石製品 1 点，訂 12点を

図示した。

1 -3 は土師器杯である。 l は口縁部 1 / 4 -底部造存する。 外面ヘラケズリ後口縁部ヨコナデ，内面ナ

デ。 法量は復元口径で12 . 4cm，器高3.8cmを測る 。 底部は丸底。 2 は口縁部 1 / 4 -体音1\逃存する。 外面ヘラ

ケズリ後口縁部ヨコナデ，内面ナデ。 法量は復元口径14.0cm，残存器高2.5cm を測る。 3 は口縁部~底音1\ 1 ! 

3 澄存する 。 外面ヘラケズリ後口縁部ヨコナデ，内面ナデ，内外商赤彩。 法量は復元口径21. 8cm，器高7.1

cmを祖1 る 。

4 . 5 は須恵器蓋である。 4 はほぼ完形である 。 外面ロクロ成形，天井部回転ヘラケズリ 。 法量は口径7目 9

cm ， 器高2. 5cmを測る 。 5 は口縁音1\-天井部 3 4 遺存する。外面ロクロ成形，天井部回転ヘラケズリ 。 法量

は残存器高3.3cmを測る 。

6 -8 は土師器高杯である 。 6 は口縁部~体部 114 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，杯部ヘラケズ 1) ，内面

ヘラミガキ。 外面赤彩，内面黒色処理。 法量は復元口径で18. 0叩，残存器高4 . 9cmを測る 。 7 は脚部のみで

ある。 外面へラケズリ，裾部横方向のヘラナデ，内面ヘラケズリ後ヘラナデ。 法霊は残存器高7.5cm，復元

底径で12.6cm を測る。 8 は脚部 1 4 遺存する。 外面積方向と縦方向にヘラケズ 1) ，内面ヘラケズリ 。 法量

は残存総高5 . 8cm。 復元底径で12.0cmを測る 。

9 ・ 10は土師4Ni裂である 。 9 は口縁部~胴部 1 8 遺存する。 法量は復元口径16.0cm ， 残存器高13.0cm ，

胴上部横方向 ・ 中央縦方向のヘラケズリ，口縁部ヨコナデ。 10は口縁部~胴部 1 / 4 遺存する 。 内外面へラ

ケズリ後ヘラナデ，器面剥落が激しいため ， 胴部の調整は不明。 法量は口径21. 9cm，残存器高21. 5叩を測る。

11は砥石である。 長さ 6. 3cm，幅2.2cm ， 厚さ 1. 9cm，重量5 1. 69g である 。 12は土玉である。 径1. 90cm，厚

さ1. 60cm，孔径0.5cm，重量6 . 40g である 。

H -003 (第43 ・ 44図)

調査区東部に位置する。 H - 002に切られる。 規模は5. 57m x 5. 70m を測り，形状は方形を呈する 。

廃屋後焼却処分l.埋め戻され 3 層に分層される 。

床面は全体に硬化面がみられる 。 焼却の際の焼土が東側にみられる。 壁高は約40cmを測る 。 周 i茸は， H

002によって切られた部分を除き，ほ 1 ;1"全周 し，幅27cm，来さ 6.2cmを測る 。

ピットは床面に 4 本検出された。 主柱穴は F ー 1 (径28cmx 28cm，深さ 74cm) ・ P- 2 (径28cmx 23cm，深

さ 34cm) . P -3 (径30cmx 27cm，深さ 66cm) ・ P- 4 (径21cmx 28cm，深さ 49cm) の 4 本が対角線上に配さ

れる 。 炉は北壁中央付近に位置し，火床部はよく焼けている。 炉と正対して位置する貯蔵穴は，隅丸長方形

と思われるが規模は不明。

本住居跡から出土した造物のうち，杯 6 点，蓋 l 点， 高杯 l 点，土甘 2 点，斐 5 点，土製品 1 点，石製品 2

点，鉄製品 2 点，手握 1 点，計21点を図示した。

1 - 6 は土師器杯である 。 l はほぼ完形。 口縁部ヨコナデ，外面体部ヘラケズリ，内面ナデ。 内外面赤彩，
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外面一部すす附着。 法量は口径13 . 2cm，器高6.4cm，底部は丸底である 。 2 は口縁部~底部 3 / 4 逃存する。

外面ヘラケズリ後口縁部ヨコナデ 内面ナデ。 内外商赤彩。 法量は口径12.6cm，器高5.3cm ， J，氏径3 . 6cm を視Ij

る 。 3 は口縁部~底部 3 / 4;宜存する。 口縁部ヨコナデ，外面体部ヘラケズ 1) ，内面ナデ。 法主i口径16 . 0cm ，

器高5 . 7cm，底径5 . 80cmを調IJ る 。 4 は口縁部~底部 1 / 4 遺存する。 外而ヘラケズリ後口縁部ヨコナデ，内面

ナデ，内外面赤彩。法量は復元口径で14. 0cm，器高5.4cm，底部は丸底である 。 5 は口縁部~底部 3 / 4 造存

する。 外面ヘラケズリ後口縁告1\ ヨコナデ，内面ナデ， I人j外而赤彩，底部に線刻あり 。 法量は復元口径16 . 6cm ，

器高4. 9cm，底部は丸底である。 6 は口縁音1\-体部 2 5 追存する。 外而ヘラケズリ後口縁音1\ ヨコナデ，内面

ナデ，内外商赤彩。 法量は復元口径で13. 4cm，残存Ri高4 . 8cm，底部は丸底である。

7 は須怒格差である。天井部~口縁部 1 / 4 遺存する。 外而ロクロ成形。 法量は復元口径で12.0cm，残存

器高4.4cm を測る。

8 は土師r.器高均二の脚部である 。 脚部 11 4 造存する 。 外価ヘラケズリ 。 底部に孔が穿たれている。 外面脚

部赤彩。 法盆は残存器高3 . 5cm，復元底径で7.0cmを測る。

9 . 10は土師器地である。 9 はほぼ完形。 口縁から胴部上端ヘラナデ，外而胴部下端へラケズリ，口縁部

ヨコナデ。 内面指頭痕有り 。 外而と内面口縁部に赤彩。 法畳は口径10. Ocm , ~if高 10.9cm，底径6 . 3cmを損IJ る 。

10は完形。 口縁部~頚部縦方向のヘラミガキ，胴部横方向のヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ，内外面赤彩。

法量は口径10. 0cm，器高16.5cm，底径5.4cm を iRlJ る 。

11は土師務愛である。 ほぽ完形。 内外面口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラナデ， 内面ナデ。 法量は

口径14.4cm ， 器高20 .1cm ， 底径8.8cm を測る。

1 2は和泉式土師器斐である。仁l縁部~胴部 1 / 4 泣存する。 法量は復元口径17.6cm，残存総高23 . 80cm を測

る 。 口縁部外而に 2 段の輪積みがみられる 。 頚部外商無文。 口縁部と IJ同部の外面に撚糸文が施されている 。

内而ナデ。

13-15は土師器愛である。 13は口縁部~胴部 1 2 巡存する 。 外而ヘラケズリ，内面ナデ後口縁部ヘラミ

ガキ。 法歪は口径17.0cm，残存器高27. 5cm を iJ!IJ る 。 14はほぼ完形。 外商ヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ，

口縁部ヨコナデ。 法量は口径17 . 0cm，器高34. 0cm ， J，瓦径8 . 0cmを測る 。 1 5は口縁部 4 / 5 ， J洞昔日 1 / 3 遺存す

る。 外面ヘラケズリ，戸、1而ナデ。 法量は口径14.6cm ， 残存器高24.4cm を ililJ る 。

1 6は手控土器である。 口縁部~底部 11 2 造存する。 指頭痕有り 。 法訟は復元口径で9.2cm，器高4. 5cm , 

底径5 . 0cm を測る。

17は万子型模造品である。 長さ 9 . 70cm，幅2 . 5cm ， ]軍さ 0 . 45cm，重量は27.41g である 。 18は軽石である。

長さ 4.5cm ， lþffi4.8cm ， 厚さ 4.3cm，重量32.06g である 。 19は土製品の円維である。 112 逃存する。 現存径

2.9cm，厚さ 0 . 6cm，重量5 . 94g である。 20 ・ 21 は鉄総の刀子である 。 20は万子の刃から茎の部分である。現

存長4.7cm，幅0.7- 1. 1cm，厚さ O. 2-0. 25cm，重量2.93g である。 21は万子の茎の部分である。 現存長5 .70 

cm，幅O . 5cm-0. 55c皿，厚 さ O.2-0. 3cm，重量2. 91g である 。

H -004 (第45 ・ 46図)

調査区東部に位置する。 M -003 , M -005に切られる 。 規模は5.35m x 5. 36m を測り ，形状は方形を呈す

る。

覆土は 12層に分層され， 廃屋を焼却処分し，埋め戻している。

床面は中央一帝に硬化範囲が認められる 。 壁高は約70cmを測る(北壁) 。 周溝は全周し，帽24cm，深さ 5 . 5

cm を}則る 。
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ピットは床面に 4 本検出された。 主柱穴は p-1 (径31cmx 34c皿，深さ 88cm) . P-2 (径31cmx 39cm，深

さ 86cm ) . P -3 (径45cmx 43cm，深さ 78cm ) . P -4 (径32cmx 28cm，深さ 86cm) の 4 本が対角線上に配さ

れる 。 炉は 4 基検出された。 西側の壁付近の火床部はよく焼けていて使用痕もあるが，東側の壁付近及び床

而中央部やや西よりの火床部の使用痕と比べると使用期間は短い。 北西の壁付近の火床苦11は非常によく焼け

ていて ， 使用痕も著しい。 主柱穴 P-I -P-3 の外ßlIIから周溝に向かつて 4 条の|間仕切り構が北京と北西

に走る。 貯蔵穴は隅丸長方形を呈し ， 径68cmx 98cm，深さ 23cmを測る 。

本住居跡から出土した造物のうち，町、 4 点， !It 1 点，型~3 点，小楚 1 点，石製品 1 点，剖 10点を図示した。

1 -4 は土日市総杯である 。 1 はほぼ完形。 外而ヘラケズリ後ヘラナデ，内而ナデ， I人j外商赤彩。 法泣は口

径15 . 8cm，総高5.9cmを測る 。 底部は丸底である。 2 は口縁部~底部 2 3 遺存する。 外而ヘラケズリ，内面

ナデ，内外面赤彩。 法盆は復元口径で14.2cm，線高7.6cm，底部は丸底である。 3 はほぼ完形。 外而横方向

のヘラケズリ，内而ナデ， 仁I縁部ヨコナデ，内外商赤彩， Jj底部内面に赤彩による rxJ が施されている。 法

iJj:は口径 1 5 . 2cm，器高6. 7cm，底部は丸底である。 4 は口縁部~体部 1 4 遺存する。 内外而ヘラナデ，内外

商赤彩。 法誌は復元口径で16 . 6cm，残存器商6.0cmを測る。

5 は土師 ~if柑である。 口縁部 J 4 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラナデ， 内而ナデ，

内外而赤彩。 法量は復元口径で8. 6cm，残存株高5. 7cmを測る 。

6-8 は土師i帯型である。 6 は口縁部のみ 1 3 遣存する 。 口縁部外面ヘラケズリ後ヘラナデ。 Iλ， Î田口縁

苦11ヘラナデ。 法盆は復元口径で15 . 0cm，残存r.if~':i 4 . 9cm を ilill る 。 7 は口縁部~底部 3 4 泣存する。 口縁部ヨ

コナデー外商ヘラケズ') ，内面ヘラケズリがみ られる 。 内I日輪積痕あり 。 一部スス附者。 法iíl:は口径14.0cm ，

協高 15.8cm，底径6. 0cmを測る 。 B は口縁部~胴部 4 5 泣存する 。 外面ヘラケズ') ， 内而ヘラケズリがみら

れる 。 口縁部ヨコナデ。 法量は口径1 5.0cm，残存株高27 . 5cmを測る 。

9 は土師告書小斐である。 胴部~底部 2 3 泣存する。 外而ヘラケズリ，内面には輪獄痕がみられる。 法訟

は残存器XG3.0cm. 底径3 . 0cmを測る 。

10は軽石。 長さ 4 . 9cm，幅4.5cm ， J享さ1. 7cm . 重さ 83 . 0g を測る 。

H -005 (第47 . 48図)

間査区東北部に位置する。 M -006に切られる 。 規棋は5.25m x 5. 27m を測り，形状は方形を皐する。

磁土は 8 暗に分層され， 埋め戻される際に貝も廃楽された。

床而は中央一帯に硬化面が認められる。 壁高は約84cmを測る(西壁) 。 周溝は . W:側の一部を除き，ほぽ

全周 L，幅2lcm，深さ 6 cmを測る 。

ピ ッ トは床面に 5 本検出された。 主柱穴は Pー 1 (径57cmx 64cm，深さ 55cm) . P -2 (径7 1 cmx 54cm，深

さ 61cm) . P -3 (径62cmx 87cm，深さ 36cm) . P-4 (径7lcmx 72cm，深さ 38cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ， カマドと正対して位置する P- 5 は (径38cmx 44cm，深さ 36cm ) を測る 。 カ 7 ドは北壁束よりに位置し，

逃存状態は良好で，火床部はよく焼けている。

本住居跡から出土した遺物のうち，杯12点，高町、 3 点，柑 1 点，斐 5 点，甑 1 点， ifK 1 点， 石製品 2 点，

鉄製品 1 .I~I ， 計26点を図示した。

1 -10は土附器杯である。 1 はほぼ完形。 外而ヘラケズリ，内面ナデ。 法誌ーは口径1 1. Ocm，器商4.3cm ，

底部は丸底である。 2 は口縁部~底部 3 4 逃存する 。 外面ヘラケズリ後口縁部ヨコナデ，内而ナデ，内外

而赤彩。 法政は口径14.6四，器高4.5cm ， 底部は丸底である。 3 は口縁部~底部 1 / 2 遺存する 。 外商体部ヘ

ラケズリ，外面口縁部ヨコナデ，内面ヨコナデ，外面口縁部と内面に赤彩。 法益は復元口径で15.0cm ， 器高
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3. 0cmを測る。 4 は口縁部~底部 1 2 遺存する。 口縁部ヨコナデ， 外面体部ヘラケズリ後ヘラナデー内面ナ

デ，口縁部から体部内外面赤彩。 底部に rx J の線車IJが施されている。 法Jikは復元口径で16 . 8cm ， 帯雨6.0

cm，底部は丸lまである 。 5 は口縁部~底部 2 3 i世存する。 体部外国ヘラケズ') ，口縁部外而ヨコナデ， 内

面ナデ， 内外而赤彩。 法誌は復元口径でJ3 . 8cm，総高3. 9cm，底部は丸底である。 6 は口縁部~底部 1 3 遺

存する 。 外商ヘラケズリ後口縁部ヨコナデ， 内而ナデ，弘一 i誌は口径I J. 8cm，残存i時間4 . 7cmを測 る 。 7 は口

縁部~底部 ] 2 巡存する 。 外而ヘラケズリ後口縁部ヨコナデ， 内而ミガキ。 法量は口径I J. 6cm，総高3.l cm ，

底部は丸底である。 8 は口縁部~底部 1 4 地存する 。 口縁昔11 ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内而ナデ。 法誌

は復元口径で10.Ocm ， 残存器高4 . 4cmを測る 。 9 は口縁部一底部 1 2 地存する 。 外国ヘラケズリ後口縁部ヨ

コナデ，内面ヘラミガキ。 内外面黒色処理R。 法iù:は口径Jl . 8cm，器高3.3cmを測る 。 底部は丸J!!:である。 10

は口縁部~底部 1 4 遺存する 。 外商ヘラケズリ後ヘラミガキ，口縁部外面ヨコナデP後ヘラミガキ，内面ヘ

ラミガキ，内外而黒色処理。 法量は復元口径で13.4cm，残存器商4 . 0cmを測る。 底部は丸底である。

]]-13は土師器高亦である。 IIは脚部のみ 3 4 逃存する。 外面ヘラケズリ ， 内面輪fì~痕がみられる。 内

而一部赤彩か。 法1itは残存協高9 . 60cm，推定底筏13 . 0cmを測る。 1 2は脚部のみ 1 2 泣存する。 内外ヘラケ

ズリ 。 法量は残存器高6. 0cm，底径9. 8cm を iJIIJ る 。 13は脚部のみ 1 2 遺存する。 内外而ヘラケズ') ，法:raは

残存R器商5 . 2cm を拙u る 。

14は土師器対Itである。 頚部~底部] 2 巡存する。 外商ヘラケズリ後ヘラナデ，内而ナデ，外而赤彩.内

I町頭部赤彩。 法iíl:は残存器高1O. 8cm，底部6 . 0cm を拙u る 。

15- 1 9は土師器懇である。 15は口縁部~底部 1 2 ì\'l存する 。 外面l口縁部ヨコナデ， 頭部 ・ 胴部へラケズ

リ後ヘラミガキ，内面ナデ，内而輪積板あり 。 法iitは口径1 2 . 6cm，器高 14 . 8cm，底径6 . 2cmを測る。 16は口

縁部~胴音113 4 逃存する。 外面頭部・胴部ヘラケズリ，内而ナデ，内外面口縁部ヨコナデ。 法量は口径14 . 6

cm，残存総高13.5cmを測る 。 17は口縁部-1.胸部 1 4 逃存する。 内外商口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ後

ヘラミガキ。 内面へラミガキ。 法量は復元口径で15.0cm，残存器高15 . 8cm を iJIIJ る 。 1 8は口縁部-JJ岡部 1 4 

逃存する。 口縁部ヨコナデ，外面胴部ヘラケズリ 。 法益;は復元口径で17 . 0cm，残存器高8.5cm をilIlJ る 。 1 9は

口縁部~胴部 ] 3 遺存する 。 外聞ヘラケズリ， Iλlilliナデ， 口縁部ヨコナデ。 法盆は口径16. 8cm，残存器高

8. 3cmを測る 。

20は土師器阪である。 口縁部一胴部 1 3 泣存する。 外商ヘラケズリ後口縁部ヨコナデ，内面ナデ。 法量

は復元口径で29 . 7cm，残存器商16 . 2cmを測る 。

21 は須TJÏ-路蕊である。 胴部片 1 4 ì\'l存する 。 法誌は言j'iJIIJ不能である 。 綱部にハケ状の工具での調整か。

22 . 23は ~JUB1器杯である 。 ともに口径， 器商測定不能である。 同一個体の可能性がある。

24 . 25は砥石である。 24は長さ 5.9叩，幅3. 5cm，厚さ1. 7cm，重量42 . 5g である 。 25は長さ 10 . 3cm，幅5 . 2

cm , I!7-さ 3.5cm，重量205.7g である 。

26は火打ち金である。 長さ 4 . 0cm，幅3. 1 cm ， 厚さ 0 . 4cm，重量7.71g である 。

H - ∞6 (第49 ・ 50図)

淵j\'区東北部に位置する 。 規模は 5.04m x 4. 79m を測り ， 形状は方形を呈する。

磁土は 3 暗に分層される。 廃屋後，焼却し坦lめ戻した。

床[聞は中央一帯に硬化面が認められる。 周溝は切れている南壁と東壁を除いて巡らされている。 幅31cm ，

深さ 3.1cmを測る 。

ピットは床面に 4 本検出された。 主柱穴は p- 1 (径33叩 x 37四， 深さ 70cm) ・ p - 2 (径34cmx 40cm，深
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さ 64cm ) ・ p - 3 (径31cm x 29cm，深さ 50cm ) ・ P-4 (筏32cmx 2 7cm，深さ 70cm) の 4 本が対角線上に配さ

れる 。 炉は北盤側やや中央部に位tâ L，火床部はよく焼けている。 炉に正対して位mする貯蔵穴は径141cm

x 64cm，深さ 18cmを測り，隅丸長方形を呈する。

本住居跡から出土した造物のうち，珂;8 占，蓋 l 点，耳打点，楚 7 点，小~1 点，計18点を図示した。

1-7 は土師i器杯である 。 1 は口縁部~底部が一部欠111の 4 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケ

ズリ，内面ナデ，内外面赤彩。 法誌は口径15 .4cm，器苅4 . 9cm . 底部は丸底である。 2 は口縁部一底部 3 4 

遺存する。 口縁部ヨコナデ，外国へラケズリ 一部ヘラミガキ，内面ヘラミガキ。 内外而赤彩。 法益は口径13 . 2

cm，器高5. 0cm，底径7 . 0cm を調IJ る 。 3 は口縁部~底部 2 3 泣存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ ，

内面ナデ，内外面赤彩，内面は赤彩で 「一」 が施されている。 法量は口径14. 8cm , ~lf~jî5 . 5cm ， 底部は丸底

である 。 4 は口縁部~底部 1 2 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ，)， 1λl而ナデ，内外面赤彩。 法

立は復元口径13.0cm，器高6 . 3cm，底部5. 7cm を出IJ る 。 5 は口縁部~体部 3 8 造有ーする 。 口縁部ヨコナデ，

外面ヘラケズリ，内而ナデ，内外商赤彩。 法丞は復元口径1 5 . 6cm，残存器高6 . 1cmを測る 。 6 は口縁苦J\-体

部 3 8 遣存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ 1) ，内外而赤彩。 法盆は復元口径16 . 6cm，残存器商6. 1cm 

を測る。 7 は体部~底部 3 4 遺存する。 外面ヘラケズ 1) ，内面ナデ，内外而赤彩。 法量は残存器高6 . 5cm ，

底部丸底である。

8 は土仰器椀型材、である 。 口縁部~体苦J\ 1 4 j立存する。 口縁部ヨコナデ，外I面ヘラケズリ後ヘラナデ，

内而ナデ。 内外面赤彩。 法iitは復元口径13.0cm，残存昔話路7.0cmを測る 。

9 は須!t~昔話蓋片である 。 ロクロ成形，法iß:は復元口径12 . 4cm，残存器高4.0cmを測る 。

10は土師器開fである 。 胴部~底部 2 3 泣存する。 外而底部ヘラケズリ 。 内外而に指頭痕あり 。 内面胸部

下端赤彩，輪干11痕がみられる。 法設は残存器高5.7cm ， 底径6.0cmを測る 。

11 は土師23小裂である。 口縁部~胴部 1 2 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外国ヘラケズリ，内面ナデ，内

面に輪車~痕がみられる 。 法:w:は口径 1 1. 0cm，残存器商9 . 0cmを測る 。

12-18は土師ir.愛である 。 12は口縁部-IJ岡部 1 2 逃存する。 器面剥落のため制整不明。 法量は復元口径

1O . 8cm，残存器高1O.7cm を出IJ る 。 1 3は口縁部-IJ同部 4 5 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外商頚部ハケ後ヘラ

ナデ，胴部へラケズリ，内面ナデ。 法量は口径13 . 3cm，残存器高1 1. 7cm を調IJ る 。 14は口縁部~底部 1 2 泣

存する。仁l縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ， 1*1百iナデ，輪積痕がみられる。 法:illは口径 1 6 . 6四，器高 1 1. 2cm 

を社!IJ る 。 15は口縁部~胴部 1 2 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面へラケズリ，内面ナデ，内面に輪秘痕が

みられる。 法量は口径14 . 0cm，残存器高14 . 9cmを測る 。 16は頭部~底部 3 4 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，

外商ヘラケズリ，内而ナデ。 法iitは残存器高19.0cm，底径7.0cmを測る。 17は口縁部~胴部 1 2 遺存する。

口縁部ヨコナデ後外面ヘラケズリ，内而ナデ。 法誌は口径16 . 4cm，残存器高22 . 7cmを測る 。 18は口縁部~胸

部 1 5 u:t存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面1ナデ。 法髭は復元口径27 . 0cm，残存器高10.4cm

を測る 。

H -007 (第51 . 52 . 53図)

調査区東部に位位する。 規模は6 . 37m x 6. 25m を測り，形状は方形を呈する。

覆土は廃屋後焼却処分し，埋め戻された。 炭化材を含む焼土が住居跡内に点在する。

床にはカマド前面から中央~;~~に硬化I回が認められる。 壁高は約65cmを測る(北壁) 。 周溝は，中国30cm ，

深さ 6 . 5cmを測り，全周する。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は Pー 1 (径50叩 x 48cm，深さ 71cm) 'P -2 (径41cmx 45cm，深
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さ 61cm) ・ p - 3 (筏39cmx 44cm ， 深さ 77cm) ・ p - 4 (径46c皿 X48c皿，深さ 76cm) の 4 本が対f1J 線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する p - 5 は(径43cmx 36cm，深さ 50crn ) を測る。 カマドは北盤中央部に位置し

火床部はよく焼けている。 各主柱穴から周i昨に向かつ て 4 条の間仕切り構が東西に走る。

炉の北側に位置する貯蔵穴は径71cmx 60cm ， 深さ 34cmを測り，楕円形を呈する。

本住居跡から出土した造物のうち ， 杯15 ，1~(t 議 2 ，I~: . 高勾; 5 点， t甘 l 点， 整 5 .I.~:(，小~ l 点 ， 手tà1 1 点，

支脚 I 点，石製品 1 点，玉 1 点， 計33点を図示した。

1 - 1 2は土師器杯である。 l は口縁部~底部 3 4 il'l存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズ 1) ， 内I町ナ

デ。 内外而口縁部赤彩。 法111 は口径12.0cm ， 1器~'S 4 . 4cm. 底部は丸底である。 2 は口縁部~底部 3 4 遺存す

る 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，戸、Hffiナデ。 内外而体部上端赤彩。 法益は口径は13.4cm ， ~~4 . 4cm ， 

底部は丸l正である。 3 は完形。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズ 1) ，内面ナデ。 外面口縁部および内面赤彩。

法起;は口径12 . 8cm，器高4 . 4cm，底面は丸底である。 4 は口縁部~体部 4 5 遺存する。 口縁部ヨコナデ， 外

商ヘラケズリ，内面ナデ。 内外面赤彩。 法:hlは口径12.3cm，残存器高4 . 6cm を祖1) る 。 5 は口縁部-11底部 3 4 

泣存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後丁寧なヘラミガキ，内面ナデ後ヘラミガキ。 内外而煤色処理。

法訟は口径14 . 0cm. 器高5 . 2叩，底部は丸底である。 6 は口縁部~体部 1 4 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外

I而ヘラケズリ ，内面ナデ，内外而赤彩。 法f在は復元口径1 2 . 8cm，残存器高4 . 2cm. 底昔11は丸底である。 7 は

口縁昔11-底部 3 4 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ ，内面ナデ。 外而口縁部 内而赤彩。 法訟

は口径14.4cm ， 1*十両4.6cm，底部は丸底である。 8 は口縁昔11-底部 3 8 遺存する。 CI縁部ヨコナデ，外商ヘ

ラケズリ，内而ナデ。 内外国赤彩。 法話;は復元口径14. 0cm，日告t~3 . 5cm ， 底径14 . 0cmを測る 。 9 は口縁部~

底部 2 5 泣存する 。 口縁部ヨコナデ， 外而ヘラケズ，)， I人H商ナデ。 外商 内面体部上端赤彩。 法註は復元

口径1 3 目 8cm，残存i器高4 . 2cm ， 底部は丸底である。 10は口縁部~底部 4 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面

ヘラケズリ 。 内外面体部上端赤彩。 法盆は復元口径15.4cm，器高は4.4c皿，底部は丸底である 。

11 はほぼ完形。 口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ，外而ヘラケズ 1) ，内面ナデ後ヘラミガキ。 法訟は口径1 2.2

cm, ?呼応4 . 2cm ， 底部は丸底である。 1 2は口縁部~底部 1 2 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外ïfiiヘラケズ 1) , 

内而ナデ後ヘラミガキ。 内面黒色処理。 法iíi:は復元口径 1 2 . 8cm，残存器高4 . 3cm，底部は丸底である。

13 . 14は須恵器荒である。 1 3は天安| 部~口縁部 1 4 泣存する。 ロ クロ成形。 法誌は復元口径1 1. 6cm ， 残

存滞日4 . 1cm をiU~る 。 14は天井部一口縁部 1 8 巡存する 。 ロクロ成形。 法量は復元口径13.0cm ， 残存昔話高4 . 0

cm をiJll) る 。

1 5- 17は土師器杯である。 1 5は口縁部~体制1 1 2 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ後ヘラミ

ガキ，内聞ナデ。 法盆は口径1 4. 0cm，残存止平日4 . 5cm ， 底部は丸底である。 16はほぼ完形である。 口縁部ヨ

コナデ，外而ヘラケズリ ， 内而ナデ。 内外而体部上端赤彩。 法盈は口径10 . 4cm ， 帯誌は 7.5cm，底部は丸底

である。 1 7は口縁部~底部 4 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ ， 内面ナデ。 外商体部上端 ・

内而赤彩。 法起;は口径1 1. 8cm ， 器商は8 . 1cm，底部は丸IÎXである 。

18-20は土師総高停である。 18は口縁部~脚苦113 4 遺存する。 口縁部ヨコナデ，杯部 ・ 脚部ヘラケズリ ，

脚部へラミガキ。 外f(jj 内面杯部赤彩。 法量は復元口径15 . 4cm，器高 14. 7cm，底径10 . 7cmを測る 。 19は完形。

係部 ・ 脚部ヘラケズリ 。 外而 内而杯部赤彩。 法益は口径16 . 9cm ， 器高9 . 9cm，底筏12.5cmを測る 。 20は杯

部 4 5 迫存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ 1) ，内面ナデ。 内外商赤彩。 法益は口径17 . 0叩， 残存器

日5. 4cmを測る 。

21 . 22は土 ffip器商杯、の脚部のみである 。 21は外面ヘラケズリ 。 外面赤彩。 法量は残存器商6 . 1cmを測る 。

22は外而ヘラケズリ後ヘラミガキ，内而ナデ。 内外商赤彩。 法量は残存器高7.4cmを測る 。
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23は土日市器柑である 。 口縁部~底部 3 4 逃存する。 口縁部ヨコナデ，指頭痕あり 。 外面ヘラケズ') 後ヘ

ラナデ，内而ナデ。 法昆:は口径15.0cm，残存器高1 6 . 1cm を ìJIIJ る 。

24はほぼ完形の土師器小斐である。 口縁部ヨコナデ，胴部ヘラケズリ，内而ナデ。 法iitは口径14.8cm，器

高15 . 9cm，底径8. 0cmを測る 。

25-29は土師g~楚である 。 25は口縁部~底部 4 / 5 遣存する 。 CJ縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ，内面ナ

デ。 法量は口径1 6 . 4叩，器高30 . 6cm，底径9.0cmを測る 。 26は口縁部~胴部 1 3 i立存する 。 口縁部ヨコナテ二

外面ヘラケズリ，内而ナデ，内面に輪積痕がみられる。 法量は口径14. 4cm，残存器高は 10 . 7cmを測る 。 27は

口縁部~胴部 1 3 遣存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は口径14.6cm，残存器高

22 . 2cmを測る 。 28は口縁部~胴部 4 5 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は口

径16.7cm，残存器高23 . 6cmを測る 。 29は胴部~底部 1 6 造存する 。 外而へラケズリ，内面ナデ。 法量は残

存器高 1 1. 7cm，復元底径9 . 6cmを測る 。

30は手控土器。 口縁部~底部 )/2 造有ーする 。 指~Ji痕あり 。 法益は器高2 . 7cm を ìfllJ る 。

31は支脚である 。 現存長9.1cm ， 幅5 . 8cm，重量165.1g である 。

32は石製品で，磁石と思われる。 現脊長 1 1. 5cm，幅9.8cm，厚さ 4.4cm，重量802.7g である 。

33は土製品の勾玉である。 長さ 3.3cm，幅1. Ocm，厚さ 1. Ocm，孔径0.2cm，重量4.88g である 。

H-008 (第54図)

調査区東部に位置する。 M - 007に切られる。 ほとんどが立ち消えてるため全体の規模は不明。 形状は方

形であろうと思われる。

壁高は約50cmを測る (西壁)。 腐 ìfliは東部から西部のみ残存し，幅16cm，深さ 3.5cm を ìJIIJ る 。

ピットは床面に 6 本検出された。 主柱穴は p-1 (径36叩 x 29cm，深さ 78cm ) ー p- 2 (径34cmx 44cm，深

さ 56cm ) ー p- 3 (径40cm x 40cm，深さ 54cm ) ・ p - 4 (径36cm x 38cm，深さ 64cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ，炉と正対して位置する p- 5 は (径18cmx 23cm，深さ 14cm ) を測り， P-3 西側に位置する P - 6 は補

助柱と恩われ (径43cm x 41cm，深さ 48cm ) を ìJ!IJ る 。 カマドは検出されず，炉が東西壁中央付近に検出された。

火床部はよく焼けている。

本住居跡から出土した遺物のうち杯 2 点，鉄製品 I 点， 言 1- 3 点を図示した。

1 , 2 は土日市器旬、である 。 l は口縁音11-底部 3 / 4 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナ

デ。 内外面赤彩。 法量は口径12.6cm，器高は3. 9cm，底部は丸底である。 2 は完形である。 外面ヘラケズリ，

内面ナデ。 外而体部下端を除いて内外面赤彩。 法量は口径13.6cm，器高は8.0cm，底径4.6cm を祖IJ る 。

3 は鉄骨芸である 。 飾り金具か。 長さ 2 . 1 cm，幅1. 9cm , I享さ 0.2cm，重量2.3g である 。

H-009 (第 55 . 56図)

調査区東部に位置する。 H -010 と重複する 。 規模は6. 54m x 6. 33m を測り，形状は方形をであろう 。

磁土は廃屋後焼却処分し埋め戻される。

床は中央部を中心に硬化範囲が認められる。 壁高は約90聞を測る(北壁)。 周溝は，南東と南西の H-010

に切られる部分を，ほぽ全周し，幅28cm，深さ 5.4cmを測る 。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は P- 1 (径36cmx 40cm，深さ48cm) ・ P - 2 (径46cmx 50cm，深

さ 47cm ) . P -3 (径45cmx 41cm，深さ 49cm) . P -4 (径42凹 x 47cm，深さ 54cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ， カマドと正対して位置する P- 5 は (径35cmx 30四，深さ 23叩)を ìRIJ り，カマドは北壁中央に検出され，
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火床音1Iはよく焼けている。 カマドの東側に貯蔵穴が検出され，径106cmX 85cm. 深さ 29cm をiUlJ り，楕円形を

呈する。

本住居跡、から出土した遺物のうち杯 6 }A~，叢 1 点，高杯 1 !主，甑 1 点，鉄製品 l 点，計10点を図示した。

1-6 は土師器杯である 。 1 はほぼ完形。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後丁寧なヘラミガキ，内面ナ

デ後ヘラミガキ。 外面体昔1I赤彩。 法量は口径12.0cm. 株高6.5cm. 底部は丸底である 。 2 は口縁部~体音1I 2 

5 泣存する。 口縁部ヨコナデ，外国ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は復元口径12 . 4cm. 残存器高4. 2cm. 底部

は丸底である。 3 は口縁片 1 4 近存する。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズ 1) .内面ナデ。 外面赤彩。 法量

は復元口径15.0cm . 残存器高3目 I cm を iftlJ る 。 4 は口縁片 1 5 遺存する。 口縁部ヨコナデ，口縁片のため外面

調!I\!*リ別できず。 内面ナデ。 内外而赤彩。 法盆は復元口径13.0cm. 器高3.0cmを測る 。 5 は口縁部~体部 1

8 迫存ーする 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズ 1) .内面ナデ。 外面赤彩。 法量は復元口径13 . 0cm. 残存器高4.5

cmを測る 。 6 は体部~底部 1 4 遺存する。 外而ヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ。 内外面赤彩。 底部線刻。

法泣は残存器高3. 7cm. 底部は丸底である。

7 は須恵器蓋である 。 天井音11-口縁部 1 4 造存する。 ロクロ成形。 法量は復元口径1 1. 4cm. 残存器高4 . 1 

cmを測る 。

B は土師器高杯の脚部である 。 外国ヘラケズリ ， 内面ナデ。 外面赤彩。 法量は残存器商5 . 4cm. 底径12 . 6

cm を ìJIIJ る 。

9 は土師器甑である 。 4 5 泣存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラナデ，内面胴音Eハケメ 。

法量は口径26.5cm. 器高27 . 5cm. 底径9 . 7cmを測る。

10は鉄器で鉄族茎部である。 長さ 2.6cm. 幅0 . 4cm . 厚き 0.4cm. 重量1. 24g である。

H -010 (第57図)

調査区東部に位置する。 H-009に切 られる。 規模は5.45m X 5. 03m を測り，形状は方形を呈する 。

廃屋後焼却処理をし人為的に埋め戻している 。

床は炉を阻むようにやや全体に硬化蘭が広がっている 。 壁高は約46cmを測る (酉壁) 。 周溝は ， 南東側を

除いてほぼ全周し，幅20cm. 深さ 2.0cm を訓IJ る 。

ピットは床面に 4 本検出された。 主柱穴は p - 1 (径32cm X 35cm. 深さ 16cm) . p -2 (径32cm X 30cm. 深

さ 26cm) . P -3 (径28cm X 29cm. 深さ 4lcm) . P-4 (径30cm X 27cm . 深さ 47cm) の 4 本が対角線上に配さ

れる。 炉が北壁寄りに検出された。 火床昔日はよく焼けている。主柱穴 P- 3 と P- 4 の外側から周溝に向かつ

て 3 条の間仕切り溝が西に走る。

本住居跡から出土した造物のう ち杯 2 点， 墾 2 点，鉄製品 1 点，石製品 1 点，計 6 点を図示した。

1 ・ 2 は土師器杯である。 1 はほぼ完形である 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内而ナデ。 内外面赤

彩。 法置は口径15 . 8cm. 器高4 . 9cm. 底音15は丸底である 。 2 は口縁部~体部 2 5 遺存する。 外面ヘラケズリ，

内|而ナデ。 内外商赤彩。 法量は口径16.3cm. 残存器高5 . 7cm. 底部は丸底である。

3 は土師様愛である 。 底部 114 遺存する 。 外面へラケズリ，内面は器面が荒れているので判別不能。底

部木業振あり 。 法量は残存器高2.6cm. 復元底径で8.0cmを測る 。 4 は底部 1 / 4 遺存する。 外面ヘラケズリ，

内面ナデ。 底部木葉痕あり 。 法量は残存器高1. 5cm. 復元底径で9 . 4cm を測る。
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5 は軽石である。 長さ 15 . 6cm. 幅8.8cm. 厚さ 5.3cm. 重量283 . 2g である 。

6 は鉄器で釘か。 現存長5 . 6cm . 幅0.9cm. 厚さ 0.8cm. 重量6 . 5g である。
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H -011 (第58. 59図)

調査区北東部に位置する 。 撹乱が激しい。 規模は7.39m x 7. 07m を測り，形状は方形を呈する。

覆土は人為的に埋め戻されている 。

撹乱されてるも，床面の遺りは良好である 。 壁高は約40cm を測る 。 周i誌は，切れている束の部分を除いで

ほぼ全周する 。 幅26cm，深さ 8.5cmを測る。

ピットは床面に 5 本検出された。主柱穴は p- 1 (径25cmx 33cm ， 深さ 65cm ) . p -2 (径40四 x 33cm，深

さ 63cm) ・ p - 3 (径27咽 x 32咽，深さ 68cm) ・ p - 4 (径35cmx 30cm 深さ 74m) の 4 本が対角線上に配さ

れ， 南壁よりに位置する p - 5 は(径24cmx 29cm，深さ 29cm) を測り，カマドは北壁西よりに検出された。

火床部はよく焼けている。

本住居跡から出土した造物のうち杯11点， ~4 点， ~鉱 1 点，百十16点を図示した。

1-11は土師 Øif杯である 。 1 は口縁部~底音1\ 3 4 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナ

デ。 内外面底部を除いて赤彩。 法量は口径15.6cm ， r.:F高 5.4cm，底径4. 0cmを測る。 2 は口縁部~底部 3 4 

遺存する 。 外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内外面底部を除いて赤彩。 法量は口径12.4cm，器高4. 7cm ， 底部は

丸底である 。 3 は口縁音1;---体音1\ 2 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ，内外面赤彩。

底部は砥石に転用していた形跡あり 。 法量は口径17.8cm，残存器高5 . 1cm，底部は丸底である 。 4 は口縁部

~底部 3 / 4 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外国ヘラケスリ，内面ナデ。 内外面赤彩。 法量は口径14.8cm，器

高6.4cm，底部は丸底である。 5 は口縁部~底部 112遺存する 。 外面へラケズリ，内而ナデ。 内外面赤彩。

法量は復元口径13.4cm，器高5 . 4cm，底部は丸底である 。 6 は口縁部~底部 1 8 遺存する 。 外面へラケズリ 。

内外面赤彩。 法量は復元口径14. 8cm，残存器高4 . 0cmを測る 。 7 は口縁部~底部 2 / 5 逃存する 。 口縁部ヨコ

ナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ，内外而口縁から体音1\上端に赤彩。 底部は砥石に転用されていた形跡あり 。

法量は復元口径13.8cm，器高5 . 6cm，底部は丸底である 。 8 は口縁部~体部 1 / 6 進存する 。 口縁音1\ ヨコナデ，

外面へラケズリ，内面ナデ。 内外面赤彩。 法量は復元口径16.8cm，残存器高4. 3cmを測る。 9 は口縁部~体

部 1 / 8 遺存する 。 口縁音1\ ヨコナデ，外面ヘラケスリ，内面ナデ。 内外面赤彩。 法量は復元口径18.0cm，残

存器高4 . 0cmを測る 。 1 0は体部 2 5 遺存する 。 外面へラケズリ，内面ナデ。 法量は残存器高4 . 5cmを測る 。

11 は体部~底部 11 4 遺存する 。 外面ヘラケズリ，内面ナデ後ヘラミガキ。 内外面赤彩，内面線刻。

12- 15は土師総斐である。 1 2は口縁部~胴部 1 ' 2 造存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ ， 内面ハ

ケメ 。 内外面口縁部から頚音1\に赤彩。 法長は復元口径15.2cm，残存器高8.8cm を測る 。 l3は口縁部~胴部 1 /

3 遺存する 。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズ 1) ，内而ナデ，輪積痕あり 。 法量は復元口径17.0cm，残存器高

8. 0cm を測る。 14は頚部~胴部 1 / 2 遺存する。 外面器面剥離のため判別不能，内面白縁部ヨコナデ後胴部ヘ

ラナデ。 法量ーは残存器高9. 5cmを測る 。 15は胴部~底音1\ 1 / 5 遺存する 。 外面へラケズリ ，内而摩耗のため判

別不能。 法量は残存器高8 . 8cm，復元底径8.0cm を測る 。

16は土師器甑で胴部~底部 1 4 遺存する 。 外而ヘラケズリ，内面ヘラミガキ。 法長は器高4.3cm，底径7 . 6

cm を胡Ijる 。

軽石 1 点は写真のみの掲載である 。

H -013 (第59図)

調査区東北部に位置する。 H-012 , H -034 , H -035に切られる 。 規模は4.70m X 不明を測り，形状は方

形と恩われる 。

渡土は撹乱が激しくプランもはっきりしないが，人為的に埋められている。
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量産高は約30cmを測る(西壁) 。 周構は，西側の一部を検出し，幅18cm，深さ 4.5cm をiJ[lj る 。

ピッ トは床面に 5 本検出された。 主柱穴は p-1 (径30cmx 28cm，深さ 79cm) ・ p- 2 (径33cmx 38cm，深

さ 63cm) と考えられ， P-3 (径32cmx 40cm，深さ 22cm) は梯子穴か。 P - 4 (径35cmx 40cm ， 深さ 3.5cm ) . 

P-5 (径38cmx 62cm，深さ 12cm ) は用途不明。

本住居跡から出土した遺物のうち，昨 l 点，艶 2 点の計 3 点を図示した。

1 は土師昔話均、で口縁部~体部1/ 6 遣存する。 口縁部ヨコナデ，外而へラケズリ，内而ナデ。 lλl外I日赤彩。

法置は復元口径12.0cm，残存器高3.9cmを測 る 。

2 ・ 3 は土師器楚である。 2 は口縁部-Ij岡部 1 5 迂I存する。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズ 1) ，内面ナ

デ。 法泣は復元口径15.6cm。 残存器高8.0cm をiJ[lj る 。 3 は口縁部~胴部 2 3 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外

面ヘラケズリ後ヘラミガキ，内面ナデ。 法五tは復元口径13 . 8cm，残存器高23.3cmを測る。

H -014 (第60図)

制査区中央部に位世する。 M-045 と撹舌Lにより規模は不明である。 形状は方形であると忠われる。

覆土は 2 府に分居され，人為的に埋め戻されている。

床面は M -045で切られている部分以外，硬化聞がみられる。 壁高は約30cmを測 る (西日産)。 周溝は，北

壁から南肢にかけて検出され，幅30cm ， 深さ 9 . 5cm を首Ilj る 。

ピットは床而に 5 本検出された。 主柱穴は P-1 (径 103cm X 1l0cm，深 さ 62cm) . P -2 (径 1 00cmx 100 

cm，深さ 55cm ) ・ P - 3 (径不明 X 1l0cm，深さ 60cm ) ・ P- 4 (径91 cm X 96cm，深さ 58cm ) の 4 本が対角線上

に配され，炉と正対して位置する P- 5 は (径30cm X 30cm，深さ 14cm ) を測る 。 カ 7 ドは北盤中央に検出さ

れた。 火床部はよく焼けている。

本住居跡から出土した遺物は小片のため，図示できなかっ た。

H -016 (第60 ' 61図)

調査区中央部に位置する。 規模は5.20 (推定) m X 6. 50 (推定) m を測り，形状は方形と思われる。

周溝は，西側部分のみ検出 され， 幅17cm，深さ 3.0cmを測る 。

ピットは床而に不笠列であるが 4 本検出された。 主柱穴は P-1 (径57cm X 5 7cm，深さ 31 cm ) . P -2 (径

60cm X 82cm，深さ 15cm) . P -3 (径60叩 X 64cm，深 さ 32cm) . P -4 (径52cm X 55cm，深 さ羽田)を測る。

カマド，炉とも検出されず，間仕切 り構が 3 本検出された。 主柱穴以外のピ ットはこ の住居に伴わないと考

える 。

本住居跡から出土した遺物のうち杯 4 点， IZ珂~ 1 .J.~X. 鉄製品 3 点，計 8.'占を図示した。

l は aIUJ!.滞日杯である。 口縁部~脚部 1 2 遺存する 。 杯部ロクロ成形，下端部回転ヘラケズリ，脚部強

目 。 台形状の空かし三方あり 。 法量は復元口径9.6cm ， 残存器高6.7cm を祖Ijる 。

2 は土師~寺椀型杯である 。 口縁 1 8 遺存する。 外面口縁ヨコナデ後へラミガキ，外面体部ヘラケズリ，

内面ナデ。 内外面赤彩。 法盆は復元口径14 . 0cm，残存器商4 . Ocm を調Ijる 。

3 - 5 は土師~if杯口縁片である。 3 は口縁片，赤彩。 小片により法量計調Ij不能。 4 は口縁片，赤彩。 法量

計測不能。 5 は口縁片。 小片により法益計測不能。

6 - 8 は釘である。 6 は長さ 6. 7 cm，幅0 . 5cm ， 1写さ 0 . 5c皿，重量6 . 16g である 。 7 は長さ 4.4cm，幅O . 4cm ，

厚さ O . 5cm ， 重量2.9g である。 8 は長さ 2. 9cm，幅0.4cm，厚さ 0.5cm，重量1. 3g である。
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H -018 (第 61 図)

調査区東部に位置する。 H -0 17に切 られる 。 規模は調査区外により全体を把握できない。 形状は方形と

思われる。

覆土は 4 照に分局される。 第 1 屈と第 2 層は自扶堆積である。 第 3 層~第 6 府は人為的な埋め戻しであ

り，廃屋後，廃材を焼却処分した。

床面は炉を中心に硬化純闘が認められる。 壁高は約70cmを測る 。 周溝は，北国産と四盤側のみ検出され， 開

20四，深さ 3.5cmを測る。

ピットは床面に 2 本検出された。 主柱穴は p- 1 (径33cmx 32cm ， 深さ 69cm ) ・ p-2 (径33cmx 35cm，深

さ 73cm ) を測る。 カマドは検出されず，炉が北壁寄りに 1 基検出された。 主柱穴 p- 1 の付近から周溝に向

かつて 1 粂の間仕切り構が東西に走る。

臼玉が22点が焼土より出土した。 これは祭司として天引に吊して奉っていたものが廃虚後焼却処分の際，

ともに処分されたと考えられる。

本住居跡から出土した遺物のうち蓋]占，斐 l.9:，玉22 点，計24点を図示した。

l は須~!':捺蓋である 。 天井部~口縁部 1 5 遺存する。 ロクロ成形。 法量は復元口径12 . 0cm，残存R~高4 . 2

cm を ißIJ る 。

2 は土師協挫である。 口縁部~胴部 2 3 遺存する 。 口縁語11 ヨコナデ，外I町ヘラケズリ，内而ナデ。 法訟

は復元口径1 5 . 0cm，残存器高21. 8cmを測る 。

3 -24は石製品臼玉である。 3 は径0 . 5cm，厚さ 0.3cm，干し径0.15cm，重量0.09g である 。 4 は径0.5cm ，

!享さ 0.25cm，孔径0. 2-0目 25cm ， 重量0. 05g である 。 5 は径0. 5cm，厚さ 0.35cm，孔径0.2cm，重量0.12g で

ある。 6 は径0.5cm，厚さ 0. 3cm，干し径0.25-0 . 3cm，量五tO . lg である 。 7 は径0. 5cm ， J草さ 0 . 25cm，孔径0. 2

cm，重量0. 09g である 。 8 は径0 . 5cm ， I写さ 0 . 2cm，孔径0.1 5cm，重量O. Ig である 。 9 は径0. 5cm，厚さ 0.4

cm，孔径0. 2cm，重量O. 15g である 。 10は径0.5cm ， 1!7さ 0.3cm，孔筏0.2cm. 重五tO.13g である 。 11は筏0. 5

cm , J亨さ 0. 4 cm，孔径0. 2cm ，重fil:0 . 16g である 。 12は径0.4cm，厚さ0 . 2-0 . 4cm，干し径0.2cm，重量0. 12g で

ある 。 13は径O目 45cm，厚さ0 . 1-0 . 3cm，孔径0.15cm，重1JtO.07g である 。 14は径0 . 45cm，厚さ 0. 2-0.25叩，

孔径0. 2cm，重量0. 07g である。 1 5は径0 . 5cm，厚さ O .35-0. 45cm，孔径0.2cm，重盆0.12g であ る 。 16は径

0 . 5cm，厚さ 0.4cm，孔径0. 2cm，重量O. 15g である 。 17は筏0. 5cm ， 厚さ 0 . 4cm ， 孔径0 . 2四， 重量0. 4g であ

る 。 18は径0 . 5cm，厚さ 0 . 3cm，孔径0.2cm ， 重量O . 12g であ る 。 19は径0.5cm ， I!;! き 0 . 4cm，干し径0 . 2cm，重量

0. 16g である。 20は径0.5cm，厚さ 0.3cm，孔径0.2cm，重量O . lg である 。 21 は径0.5叩，厚さ 0. 3cm ， 孔径0 . 2

cm，重量0. 09g である。 22は径0. 45cm，厚さ0. 4cm，孔径0. 2-0.25cm，重量0. 14g である。 23は径0. 5cm ，

厚さ 0 . 3cm，干し径0 . 2cm，重量O . lg である。 24は径0.5cm ， I早さ 0 . 2-0 . 3cm，孔径0 . 2cm，重量0. 09g である。

H -019 (第 62 ・ 63図)

調査区東部に位置する。 H -032に切られる。 規模は5 . 18m x 5. 06m を社iIJり，形状は方形を呈する。

磁土は 5 胞に分倍される。 人為的に埋め戻されている。

床面は炉を中心に硬化範囲が認められる。 壁高は約80cmを測る(西壁) 。 周溝は全周 L，幅21cm，深 さ 4 . 1 

cmを測る 。

ピットは床而に 5 本検出された。 主柱穴は P-1 (径23cmx 21cm，深さ 62咽) . P-2 (径28cmx 28cm，深

さ 81cm ) ー P - 3 (径33cmx 25cm，深さ 17cm ) ・ P - 4 (径3 1cmx 37cm，深さ 64cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ， 炉と正対して位置する P- 5 は (径30cmx 28cm，菜さ 16cm) を測る 。 炉は東北壁中央に検出され， 裂の
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半分が伏せられていた。 間仕切り溝は東墜に I 本， 酋壁に 2 本，南側監査に 2 本，北壁に l 本住居跡の中心に

向けて計 6 本走る 。

本住居跡地、ら出土した造物のうち杯 3 点， ZE6 点，石製品 2 占， 計 11 占を図示した。

1 -3 は士郎器珂;である 。 1 は口縁部~体部 3 4 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラミ

ガキ。 内而ナデ。 外而体部上端 内而赤彩。 法量は口径13.8cm，残存器高4.6cmを測る。 2 は口縁部~体部

1 3 泣存する。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ，内面ナデ。 内外面赤彩。 法主は復元口径1 1. 4cm，残存

器高5 . 0cmを測る 。 3 は口縁部~底部 1 2 造存する。仁l縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラナデ，内而ナ

デ。 内外而赤彩。 法畳一は復元口径18.8cm ， 残存器高3 . 9cmを測る 。

4-9 は土師滞懇である。 4 は口縁音11-底部 3 4 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラミ

ガキ。 法益は口径1 3 . 0cm，残存器高15 . 8cmを測る 。 5 は口縁部~胴部 3 4 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外

面ヘラケズリ，内面ナデ。 胴部孔有り 。 法量は復元口径18.0cm，残存器高14 . 9cmを測る 。 6 は口縁部-J阿部

4 5 逃存する 。 口縁部，頭部ヨコナデ，外面ヘラケズ') ，ハケ，内而ナデ。 法量は復元口径15 . 0cm，残存

器高 18.5cmを測る 。 7 は口縁部~胴部 1 2 泣存する 。 外面ヘラケズ') ，内而に輪積痕がみられる。 法f誌は

口径14 . 0cm，器高17 . 7cm を ìJIIJ る 。 8 は口縁部~胴部 1 3 追存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ナ

デ，内面ナデ。 内面に輪積痕がみられる。 法起;は復元口径14 . 4cm，残存器高は21. 5cmを測る 。 9 は口縁部一

底部 3 4 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ') ，内面ナデ。 法註は口径15 . 2cm，器高28 . 2cm，底筏

8. 0cmを測る 。

10は砥石である 。 長さ 12.80cm，幅6.6叩，厚さ 2 . 2cm，重量348 . 9g。

11は石製の紡錘車である。 現存径3 . 4cm，厚さ 2.3cm，重量24 . 1g である。

H -020 (第64図)

調査区東部に位置する。 M-009 と 重複する 。 調査区外に切られ，全体の規模は不明である。 形状は方形

と思われる。

磁土は 2 居に分層される。 人為的に埋め戻されている。

床面は炉を阻むように硬化範囲が認められる。 壁高は約36叩を測る(束皇室)。 周溝は，北壁と東壁の一部

に検出し，幅27cm，深さ 3. 0cm を祖~る。

ピットは床面に 2 本検出された。 主柱穴は p- 1 (径27cmx 22cm，深さ 34cm ) ・ p- 2 (径30cmx 25cm，深

さ 39cm ) を測る 。 西盛付近に検出されたピットはグリットピットである。 炉は北監査付近中央に検出された。

本住居跡から出土した造物のうち杯 l 点， ZE1 点，計 2 点を図示した。

] は土師器杯である。 体部~底部 1 4 造存する 。 外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内外面赤彩。 法霊は残存

総高3 . 4cm を測る 。

2 は土師器斐，口縁部~胴部 1 4 泣存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は復元

口径15.0cm，残存器高4. 8叩を測る 。

H -024 (第64図)

調査区中央北部に位置する。 D -024に切られる。 規模は3.45m x 3. 25m と推測できる。 形状は方形を呈

する 。

覆土は l 層で，人為的に埋め戻されている。

床面はカマドの前面に硬化範囲が認められるが撹乱が激しく全容は不明。 壁高は約24cmを測る。周溝は，
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西壁部分が良好に追っており，北壁，商壁の周i梓は撹乱により破壊されていた。 幅12cm，深さ 3 . 0cm を測る 。

ピットは検出されなかった。 カマドは西盤中央に検出され， 撹乱で両制1が切られているものの残存してい

る 。 火床部はよく焼けている。

本住居跡、の出土遺物は，流れ込みであったため，図示しなかった。

H -026 (第65 ・ 66図)

調査区中央部に位置する 。 H -027 と重複する。 規模は6 .48m x 6. 23m を測り，形状は方形を呈する 。

覆土は 3 層に分層できる 。 廃屋後廃材を焼却処分し，人為的に埋め戻されている。

床面は逃存は良くないが，住居跡全体に硬化範闘が認められる 。 壁高は約30咽を測る 。 周溝は，ほほ全周

し，幅15cm，深さ 10.5cm を測る 。

ピットは床面に 4 本検出された。 主柱穴は P ー 1 (径27cmx 30cm ， 深さ 60cm ) . p -2 (径30cmx 33cm，深

さ 78c皿) . P-3 (径47cmx 36cm，深さ 12cm) . P -4 (径27cmx 29cm，深さ 82cm) の 4 本が対角線上に配さ

れる。 カマドは北壁中央に検出され， 撹乱で切られているが両袖は残存している。

本住居跡から出土した造物のうち杯 5 点， 高杯 l 点，鉢 1 点， 士甘 1 点 ， 翌~6 点 ， 手控 1 .'主 ， 計 1 5点を図示

した。

1 -5 は土師務停である。 l はほぼ完形。 口縁部ヨコナデ，外商へラケズリ，内面ナデ。 内外商赤彩。 法

量は口径13.2cm，器高5 . 2cm，底部は丸底である 。 2 はほぼ完形。 口縁部ヨコナデ，外面へラケズ 1) ，内面

ナデ。 内外面赤彩。 法量は口径14. 8cm，器高5 . 2cm，底部は丸底である。 3 は口縁部~底部 3 / 4 追存する。

口縁部ヨコナデ，外面へラケズリ後へラナデ，内面ナデ。 底苦1\木紫痕。 法益;は口径13 . 0cm ， 務高6 . 8cm ， 底

部丸底である 。 4 は口縁部~底部 2 / 5 造存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ，内外面赤

彩，底部木業痕。 法量は口径1 1. 8cm，器高5 . 3cm，底径3 . 8cmを測る 。

5 は土師器杯である。 仁l縁部~胴部 1 3 遺存する。仁l縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後へラミガキ， 内

面ナデ，内外商赤彩。 法量は復元口径1 1. Ocm，残存器高9.6cm を測る。

6 はほぼ完形の士郎器高杯である 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ。 内外面赤彩。

法量は口径21. 4cm，器高13.8cm，底径13.2cm を測る。

7 は土師器鉢である。 口縁部~胴音1\ 1/ 6 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内而ナデ。 外商

赤彩，内面黒色処理。 法量は復元口径18 . 0cm，残存器高8.2cm を測る。

8 は坊である。 頭部~胴部1/ 4 巡存する。 口縁部ヨコナデ， 外商ヘラケズリ，内面ナデ。 内外面赤彩。

法琵は残存器高9 . 4cm を iftlj る 。

9 - 13は土郎総裂である 。 9 は口縁部-J胸部1/ 2 逃存する 。 外面へラケズ 1) ， 内面ナデ。 内面に輪積痕

がみられる 。 法量は復元口径18.0cm，残存器高19.5叩を測る。 10は口縁郁~底部 1 / 2 造存する 。 外面ヘラ

ケズリ後ヘラミガキ，内商里色処理。 法量は口径12.8cm ， 111}高 23 . 8cm，底径6.4cmを測る。 11は頚部~底部

3 / 4 泣存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ ， 内面ナデ。 法量は残存音寺高21. 5cm，底径8 . 1 cm を測る。

12はほぼ完形である。口縁部ヨコナデ， 外面ヘラミガキ，内面ナデ。 法iiJ:は口径14.6cm ， 器商29 . 0cm，底径

6 . 9cm を測る 。 13はほぼ完形。 外面ヘラケズリ後ヘラナデ， 内面ナデ。 内面に輪積痕がみられる 。 法量は口

径14 . 7cm，器高31. 2c皿，底径8. 0cmを測る 。

14はほぽ完形の手捜土器である。 指頭痕あり 。 法設は口径4. 8cm，器高3 . 2cm，底面は丸底である 。

1 5は須恵告書斐の口縁片である 。
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H -027 (第 67図)

調査区中央部に位置する。 D -032と重複し ， H -026, D-031に切られる 。 規模は4.69m x 4. 85m を測り ，

形状は方形を呈する。

覆土は 3 陪に分層され，人為的に樫め戻される。 焼土は埋め戻しの際，混入したものであろう 。

床而は中央一帯に硬化範囲が認められる。 盤町は約30cmを測る 。 周溝は D-031部分を除き，ほほ全周し，

幅20cm，束さ 4 . 5cm を i則る 。

ピットは床而に 2 本検出され， p-1 (径2 1 cmx 18cm，採さ 7 . 5cm) ・ p - 2 (径36cm x 40cm，深 さ 64 cm )

を測る 。 カマドは北壁中央やや東寄りに検出され，撹乱によって両袖が切られている。 1m仕切り構が北壁か

ら 1 本，南壁から 2 本中央に向かつて走っている。

本住居跡地、ら出土した遺物のうち杯 4 点，鉢 l 点 ， 甑 I 点，鉄製品 1 点，計 7 点を図示した。

1 - 4 は土師器杯である。 l は口縁部~底部 4 5 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラナ

デ，内外商赤彩 (底部除く )。 法盆は口径1 4 . 0cm，器商6. lcm，底部丸l庄である 。 2 は口縁部~底部 3 4 遺

存する。 ロ縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ ， 内而ナデ。 内外面赤彩(底部除く )。 法蕊は口径16.2cm，器高

5 . 3cm ， 底部丸底である。 3 は体部~底部 3 4 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラナデ，内

而ナデ，内外商赤彩。 法歪は残存器tJj7 . 2cm，底部は丸底である。 4 は口縁部~底部 1 3 泣存する 。 口縁部

ヨコナデ，外而ヘラケズ 1) ，内面ナデ。 法政は復元口径13 . 6cm，器商7 . 5cm ， 復元底径6.6cm を ìJlIJ る 。

5 は土師器鉢である。 口縁部~底部 4 5 泣存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラナデ，内面

ナデ。 法訟は口径12.8cm，器高 1 1. 2cm ， 底径4 . 8cmを測る 。

6 はほぼ完形の土師器甑である。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ 1) ，内面ナデ。 法iil:は口径24 . 0cm，器高

17 . 4cm，底後8.5cmを出IJ る 。

7 は鉄骨量である 。 長さ 3. 4c皿，幅0.5cm，厚さ0.5cm，重量r 1. 94g である 。

H -028 (第68 ・ 69図)

調査区中央部に位置する。 南壁で H-067と重複する 。 規綴は 7 .63m x 7. 52m を i則り，形状は方形を呈す

る。

磁土は 7 層に分層され，人為的に埋め戻されている。

床而はカマド前面から主柱穴をつなぐように硬化純聞が認められる。 壁高は約36cmを測る 。 周Wçは，全周

L."幅20cm，深 さ 8c皿を測る 。

ピァトは床面に 5 本検出された。 主性穴は p - 1 (径40cmx 40cm，深さ 38cm) . P -2 (径50cmx 65cm，深

さ 54cm ) . P -3 (径41cmx 47cm，深さ 53cm ) . P -4 (径55cmx 55cm，深さ 66cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する P - 5 は (径28cmx 26cm，深さ 31cm) を測る。 カ 7 ドは北西壁中央に検出さ

れた。 火床部はよく焼けている。 カ 7 ド商側に貯蔵穴が検出され，径130cmx 180cm，深さ 70cmを測り，楕円

形を呈する 。

本住居跡から出土した造物のうち杯16点， 高杯 1 点，望~2 点， 甑 1 点， Z十20点を図示した。

1 - 1 6は土師器杯である。 l は口縁部が一部欠損するがほぼ完形である。 外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内

面赤彩。 法hlは口径12.0cm，器高4 . 6cm，底部は丸底である。 2 は口縁部~底部 4 / 5 遺存する 。 ロ縁部ヨコ

ナデ，外面ヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ。 内外国赤彩(体部下端除く ) 。 法盃は口径12.8cm，器ml4.7cm ，

J瓦径6 . 6cm をiJlU;る 。 3 は口縁部~底部 4 / 5 迫存する 。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズリ後ヘラナデ， 内面ナ

デ。 内外商赤彩(体部下端除く)。 法量は口径13.4cm，総高5 . 1cm，底部は丸底である。 4 はほぼ完形で，外
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而口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ，体部~底部ヘラケズ') ，内而ナデ。 外而体部上端 内面赤彩。 法長は口径

12.6cm，器高4.7cm，底部は丸底である 。 5 は口縁部~底部 1 / 4 泣存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ

リ後ヘラナデ，内面ナデ。 内外面赤彩(体部下端除く )。 法hlは復元口径14.0cm ， 器高5.0cmを測る 。 6 は口

縁部~底部 1/ 2 泣存する 。 口縁部ヨコナデ後へラミガキ9 外而ヘラケズリ後ヘラ ミガキ，内而ナデ後ヘラ

ミガキ。 内外面黒色処理。 法益は復元口径12 . 0cm，器高3.9cm，底部は丸底である。 7 は口縁部~底部 3 4 

造存する 。 口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ，外面ヘラケズリ後ヘラミガキ，内面ナデ後ヘラミガキ ， 内外而黒

色処理。 法量は口径13.0cm，器高4.6cm ， 底部丸底である 。 8 は口縁部~底部 1 6 逃存する 。 口縁部ヨコナ

デ，外面ヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ。 内外面赤彩 (底部下端除く )。 法畳は復元口径1 6 . 0cm，器高4 . 0

cm，底部は丸底である。 9 は口縁部~底部 11 2 泣存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラナデ町

内面ナデ。 内外国赤彩。 法量は復元口径13.2cm，残存務高3 . 0cm を担IJ る 。 10は口縁部~体昔J\ 1 2 泣存する 。

口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ。 内外而赤彩。 法益は復元口径13.0cm，器高3 . 1cm

を測る 。 11は口縁部~体部 1 / 4 遣存する 。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ。 内外

面赤彩。 法益は復元口径14 . 0cm，残存告書高3.4cmを測る 。 12は口縁部~底部 1/ 4 泣存する。 口縁部ヨコナデ

後ヘラミガキ，内外国体部丁寧なヘラミガキ。 内外商黒色処理。 法量は復元口径16.8cm，残存器高4. 7cm を

測る 。 13は口縁部-)良部 11 4 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ。 法量は

復元口径12.4cm，残存器高3. 7cmを測る 。 14は口縁部~底部 1 8 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ

リ後ヘラナデ，内面ナデ後丁寧なへラミガキ，内外国里色処理。 法量は復元口径12.6cm，残存器高3 . 6cm を

測る 。 15は口縁部~底部 3 / 4 泣存する 。 口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ，外面ヘラケズリ後丁寧なヘラミガ

キ，内面ナデ後ヘラミガキ，内外商黒色処理。 法訟は口径14.0cm，残存棒高6 . 8cm，底部は丸底である。 16

は口縁部~底部 2 / 3 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズ') 後ヘラナデ，内面ナデ。 内外面赤彩。 法

量は残存器高2. 9cm ， 底部は丸底である。

17は土師器高杯である。 杯部1/ 2 追存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ。

外面赤彩，内面黒色処理。 法畳は復元口径12.0cm，残存苦言高3.4cmを拙IJ る 。

18 . 19は士郎器楚である。 18は口縁部~胴音J\ 11 3 迫存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナ

デ，輪積痕あり 。 法量は口径14 . 6cm，残存器高12 . 0cmを測る 。 19は口縁部~胴部 3 / 4 遺存する 。 口縁部ヨ

コナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は口径15.2cm，残存器高14 . 4cmを測る 。

20は土師器甑である。 ほぽ完形である。 口縁部ヨコナデ，外聞ヘラケズ') ，内面ナデ。 法量は口径27 . 2cm ，

残存器高23 . 7cmを測る。

H ~ 029 (第70 ・ 7 1図)

調査区中央部に位置する。 規模は6.90m x 7. 05m を出IJ ~，形状は凸形を呈する 。

磁土は 8 層に分層され，人為的に埋め戻されている。 廃屋後廃材を焼却処分したと思われる。

床面はカマド前面と主柱穴を結ぶように硬化範囲が認められる。 壁高は約36cmを測る(北壁) 。 周溝は，

全周し，幅33cm，深さ 7 . 7cmを測る 。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は p ~ 1 (径68cmx 69cm，深さ 72cm) . p~ 2 (径57cmx 59cm，深

さ 79cm ) ー p ~ 3 (径50cmx 60cm，深さ 81cm ) . P ~ 4 (径53cm X 58cm，深さ 90cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する P~ 5 は (径37叩 X 35cm，深さ 36cm ) を測る。 カマドは北西壁中央より北寄

りに検出され，両袖残存で状態は比較的良好，火床部もよく焼けている。 各主柱穴に向かつて間仕切り溝が

l 本ずつ，言十 4 本が東西に走る。 東南壁中央に貯蔵穴が検出され，径96叩 X 103cm，深さ 68cmを測り，楕円
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形を呈する。

本住居跡から出土した造物のうち杯 9 点，高杯 l 点，楚 4 点， 甑 l 占，手短土器 5 点，支脚 4 点，石製品

2 点，玉 1 点， 板碑片 l 点，鉄製品 2 点， 01"3 0 点を図示した。

1 -9 は土師器旬、である。 1 はほぼ完形である。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 外而口縁

・内面体部上端赤彩。 法量は口径1 1. 2cm，器高5 ， 3cm ， 底部は丸底である。 2 は口縁部~底部 3 4 遺存する 。

口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ，内外面赤彩。 法丞は口径]4， Ocm，残存器高4， Ocmを測る 。 3

はほぼ完形。 口縁部ヨコナデ，外蘭ヘラケズリ，内面ナデ後ヘラミガキ。 法盆は口径14 ， 4cm，器高4.2cm ，

底部は丸底である。 4 はほぼ完形。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ ， 内而ナデ後ヘラミガキ ， 内外I回赤彩

(体部下端除く ) 。 法誌は口径15 ， Ocm，器高5 ， Ocm，底部は丸底である。 5 はほぼ完形である。 口縁部ヨコナ

デ，外商ヘラケズリ後へラナデ， 内面ナデ。 内外而赤彩(底而除く)。 法泣は口径12 ， 2cm ，日寺高4 ， 7cm，底部

は丸底である。 6 はほぼ完形である。 口縁部ヨコナデ， 外而ヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ。 法定は口径

14 ， 8cm，器高4 ， 9四，底部は丸底である。 7 は口縁部~底部 3 / 4 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ

リ，内面ナデ。 外面体部下端・内商体部上端赤彩。 法益は口径14 ， 6cm，器高5 ， 3叩，底部は丸底である。 8

は口縁部~体部下端 2 / 5 遺存する 。 外商ハケ後へラナデ，内面ナデ。 内外面赤彩。 法盈は口径1 5 ， 4cm，残

存器高5， 2cm ， 底部は丸底である 。 9 は椀型旬、で口縁部~底部 112 泣存する。 口縁部ヨコナデ，外而へラケ

ズリ後ナデ，内面ナデ。 内外面体部上端赤彩。 法量は復元口径12 ， 9cm，残存器高8. 2cm，底部は丸底である 。

10-13は土師器斐である。 10は口縁部~底部 1 2 造存する 。 口縁部ヨコナデ，外面口縁部輪積痕あり，

外面ヘラケズリ，内而ナデ。 法量復元口径12 ， 8cm，器高 15 ， 3cm，底径6， Ocmを測る 。 11は口縁部~胴部 3 4 

逃存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ，輪積痕がのこる。 法量は口径15 ， 4cm ， 残存器高13 ， 2

cmを il.IJ る 。 12は口縁部~胴部 112 遺存する 。 外面白縁部荒いヨコナデ，外商ヘラケズリ，内面口縁部ヨコ

ナデ，内閣輪積痕。 法誌は復元口径1 7 ， Ocm，残存器高18 ， 2cmを測る 。 13は口縁部~胴部下端 2 / 5 遺存する 。

口縁部ヨコナデ，外聞へラミガキ，内面ナデo 'f.去最は口径22 ， 5cm，残存器高22 ， 3cmを測る 。

14は土師器甑， 口縁部~底部 11 2 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外聞ヘラケズリ，内面ナデ。 法髭は復元

口径27 ， 2cm，器高24 ， Ocm，復元底径7， l cmを測る 。

15-19は土師器手短である。 1 5は口縁部~底部 1 2 i立存する 。 指頭痕あり 。 法:!lJ:は復元口径4 . 0cm ， 器高

4 . 0叩，底径3. 0cmを測る 。 16はほぼ完形。 指頭痕あり 。 法量は口径7.0cm，器高3.1cmである 。 17はほぼ完形。

指頭痕あり 。 法量は口径6 . 4叩，器高3. 4cm，復元底径6.0cmを測る 。 18は口縁部~底部 4 / 5 遺存する。外面

ヘラケズリ，内面指頭痕あり 。 法量は口径7 . 5cm，器高4. 2cm，底径6. 8cm を祖IJ る 。 19は口縁部~底部 11 2 遣

存する 。 指頭痕あり 。 法量は復元口径7.4cm，器高4.4cm，復元底径6.0cmを測る 。

20は土師器高杯の脚部のみである。 外商ヘラケズリ，内面黒色処理。 法置は残存器高2.4cmを測る 。

2 1 -24 は土製品の支脚である。 21 は現存長3.6cm，幅4 . 8cm，重量38.2g である 。 22は長さ 8. 8cm，幅4 . 1cm ，

厚さ 4 . 0cm，重量206g である 。 身も固く，つるんとした支脚である。 23は現存長10.2cm，幅5.7cm，厚さ 6.0

cm，重詰305 . Ig である 。 24は現存長14. 7c皿，幅8.2cm，厚さ 9.2cm，重量1097 . 9g である。

25は砥石である。 長さ 2.7cm，幅2 . 3cm，厚さ 1. 7叩，重量21. 7g である 。

26は板碑片である。 長さ 7.7cm，幅5 . 8c皿，厚き 0.9cm，重量51. 9g である 。

27は土玉である。 径1. 3cm，厚さ1. lcm，孔径0.4cm，重量1. 4g である 。

28は土製品の紡錘車である。 径3 . 6cm，厚さ 2. 5cm，孔径0. 8cm，重量31. 3g である 。

29は鉄鉱の茎である。 現存長5 . 4cm，幅0 . 5cm，厚さ 0. 5cm，重量3.09g である 。

30は刀子の茎の部分である。 現存長4. 7cm ， 幅O .65cm-1. lcm ， 厚さ O. 3cm，重量5. 03g である。
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H-030 (第72図)

調査区中央部に位置する。 規模は 7. 70m x 7. 80m を測り，形状は方形を呈する。

床面は中央一帯に硬化範囲が認められる。 壁高は約50cm を ìJIII る (西壁)。 周構は全周 L，幅27cm ， i~ さ 10

cm を祖II る 。

ピァトは床而に 5 本検出された。 主柱穴は p-1 (径74cmx 70cm，深さ 59cm ) . P -2 (径72cmx 74cm，深

さ 53cm) . P -3 (径70cmx 60cm，深さ 57cm) . P -4 (径83cmx 89cm ， 深さ 67cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する P - 5 は(径43cmx 39cm，深さ 4 . 0cm) を測る 。 カマドは北壁中央に検出さ

れ， 両袖残存で火床部はよく焼けている。 各主柱穴から周 ì'，Y~に向かつて 4 条の 1m仕切り講が東西に，南盛か

ら 2 本の間仕切り構が北南に走る。 カマドの東側に検出された貯蔵穴は， 径103cmx 80cm，深さ 33cm を ìJlII り ，

楕円形を呈する。

本住居跡から出土した造物のうち杯 5 点，高杯 1 点，支脚 l 点，石製品 l 点 ， 鉄製品 6 占，計14 占を図示

した。

1- 5 は土師i器均;である 。 l は口縁部~底部 4 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ，外面体部ヘ

ラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ後ヘラミガキ。 内外国議色処理。 法量は口径13 . 8cm，器t:î4 . 0cm ， 底部は丸

底である。 2 はロ縁部~底部 1 2 巡存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ') ，内而ナデ。 内外而赤彩。

法起;は復元口径1 3 . 0cm，器高4. 0cm，底而は丸底である 。 3 は口縁部~底部 2 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，

外国ヘラケズリ後ヘラナデ，内而ナデ。 外商口縁部 ・ 内而体部上端赤彩。 法iî，は復元口径9. 9cm，器日5.8cm ，

底部は丸底である。 4 は口縁部一底昔112 5 泣存する 。 口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ，外而ヘラケズリ後ヘ

ラナデ， P'Jlliíナデ後ヘラミガキ。 内外面県色処理。 法htは残存器高3. 8cm，底部は丸底である。 5 は口縁部

~底部 2 5 泣存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラナデ。 外面赤彩， 内面体部上端赤彩。 法誌

は復元口径14 . 0cm，残存器高7 . 3cm. 底部は丸底である。 6 は土師祷高杯片である。 7 は土製支脚である。

現存長5.6cm，帆5 . 0cm，厚さ 5.0cm ， m此 103 . 3g である。 8 は砥石である。 長さ 8.0cm ， 幅8.0cm ， J早さ 6 . 1 

cm，重量497 . 5g である 。

9 -14は鉄器である。 9 は釘である 。 現存長3. 8cm，帽O . 7cm，厚さ O . 7cm，重量5. 7g である 。 10は釘であ

る。 現存長5. 1cm，幅0 . 6cm，厚さ0.6cm，重量4.39g である 。 11は釘であ る 。 現存長7 . 5cm，幅0. 5cm，厚さ

0.5cm，重量5. 76g である 。 12は鉄鍛の茎である。 現存長4 . lcm，幅0 . 6叩，厚さ 0. 6cm，重量3. 42g である 。

13は鎌の先である 。 現存長4 . 3cm，幅1. 8cm，厚さ 0. 8cm ， 重詰 14 . 56g である 。 14は力子片である。 現存長2. 5

cm，幅1. Ocm , Ií] さ 0 . 6cm，主主i3. 70g である 。

H -031 (第73図)

調査区中央部に位位する。 M-001に切られる 。 規模は4 . 18m x 3. 98m を測り，形状は方形と恩われる 。

磁土は 2 胞に分屑され，人為的に坦!め戻されている 。

床面に硬化而は認められなかった。 壁日は約32咽を測る(西壁) 。 カマドは北壁中央やや西よりに検出さ

れ，袖部はなく，火床部の一部が検出された。

本住居跡地、ら出土した造物のうち，郎 1 占と斐 1 点，計 2 点を図示した。 i は土師滞杯である 。 口縁部~

底部 1 4 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は復元口径12.0cm，残存器寓5. 5cm ，

底部は丸底である。

2 は土師器製である 。 口縁部-1.底部 1 /3遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面へラケズリ， 内面ナデ， 輪積

痕がみられる。 法f誌は口径17.4cm，残存r.号高23.2四を測る。
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H-032 (第 74図)

調査区東部に位置する。 H -019と重複する。 規模は3.41m x 3. 47m を測り，形状は方形を呈する。

覆土は 4 府に分局され， 廃屋後廃材等を焼却I処分した後，埋め戻されている。

床面はカ マ ド周辺から p - 1 付近まで硬化範聞が認められる。 壁高は約66cmを測る (北壁)。 周溝は全周

し，申iiH4cm ， 架さ 4 . 0cm を ißlj る 。

ピッ トは床面に l 本検出された。 p-1 (径24cmx 21cm，深さ 5 cm ) を測る 。 カマドは束壁中央に検出さ

れ， H -019の墜を利用 して煙道苦11の立ち上がりを作っている。 カマド南寄りの貯蔵穴は，径60cm x 60cm , 

深さ 27cmを測り，不整円形を呈する 。

本住居跡から出土した造物のうち，珂; 1 点， Z語 5 点，鉢 1 点，柑 I 点，計 8 点を図示した。

I は土師器杯である。 口縁部~底部 3 4 jfi存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ 1) ，内面ナデ。 内外

面赤彩。 法i誌は口径14 . 0cm，器高4 . 5cm ， 1，底部は丸底である。

2 は土師器鉢である。 口縁部~胴部 1 4 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面へラケズ 1) ，内面ナデ，内面

に輪積痕がみられる。 法量は口径1 7 . 0cm ， 残存器商1 1. 2cmを測る。

3 は土日市器柑である 。 口縁部一部欠損のほぼ完形である。 口縁部 ヨ コナデ， 外面胴部~底部ヘラケズリ，

内面ナデ， 輪積痕がみられる。 内外面赤彩。 法誌は口径9. 2cm，器高14.0cm，底部は丸底である。

4 - 8 は土師器幾である。 4 はほぼ完形である。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ。

法lttは口径14. 4四， 器高23.9cm，底径6 . 8cmを測る 。 5 は口縁部~底部 1 / 2 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外

国ヘラケズリ，内面ナデ。 法益は口径13 . 2cm，線高20.1cm，底径8.0cmを測る 。 6 は口縁部-1洞部，底部欠

損の 4 / 5 逃存する。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ，内面ナデ， 輪積痕がみられる。 法量は口径14 . 2cm ，

残存器高21. 6cmを測る 。 7 は口縁部~底部 1 4 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ，

輪積痕がみられる。 法量は復元口径16.0cm，残存傑高15 . 9cmを測る。 8 は口縁部~胴部 1 6 遺宥ーする 。 口

縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ，内面ナデ， 輪干rc痕がみられる。 法量は復元口径16 . 2cm，筏存器市1 7 . 1cmを

副Ijる 。

H-033 (第 75図)

調査区中央北部に位置する。 撹乱に激しく破壊されている。 規模 形状 ・ 壁高ともに不明である。

ピットと炉の一部のみを検出 した。

ピットは床面に 4 本検出された。 主柱穴は p-1 (径25cmx 28cm，深さ 32cm ) . P -2 (径28cmx 30cm，深

さ 57cm ) ・ P- 3 (径38cmx 40cm，深さ 40cm ) ・ p - 4 (径34cmx 40cm，深さ 23cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れる 。 炉は東側で検出した。

本住居跡から出土した遺物のうち，杯 l 点 ， 支脚 1 点，石製品 1 点，計 3 点を図示した。

1 は杯の口縁片である。

2 は支脚である。 内外面ヘラケズリ 。 現存長9. 5cm，最大幅9.6叩， 重量206 . 6g である。 コ ッ プを逆さま

にしたような支脚で，中の空洞に砂を入れて使用していたと考えられる。

3 は砥石である。 長さ 3 . 5cm，幅3 . 0cm ， 厚さ 1. 5cm ， 重量27.7g である 。 人為的に穿った穴がある 。

H -034 (第 75図)

調査区北京都に位置する。 H -012 ， H -013, H -035 と重複する。 規模 ・ 形状ともに不明である。

磁土は H-013の覆土を埋め戻しに使用している。
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床面は撹乱が激しい。 壁高は約10叩を測る (%壁) 。 周百年は束盤の一部のみ検出され1 幅22cm. í京さ 4.5cm

を捌IJ る 。

カマドは右側袖部と火床部の一昔J\が残存している。 東壁がカマド部分で終わっており，南側に壁が延びる

のかもしれないが，撹乱によるためか検出できなかっ た。 ゆえに本住居跡のカマドは東盛コーナーより検出

されたような印象になっ た。

本住居跡から出土した遺物のうち杯 1 点 ， 石製品 l 点，計 2 点を図示した。

1 は土師器杯である。 口縁部~体部 1/ 5 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ，内而ナデ。 法訟

は復元口径13 . 8cm. 残存器高3.5cmを測る。

2 は砥石である。 長さ 5 . 2cm. 幅4 .1cm ， 厚さ1. 7cm. 重量45.5g である 。

H -035 (第76 . 77図)

調査区北東部に位位する。 H -012に切られ. H-013. H -034 と重複する 。 規様は6. 50m x 6. 65m を測り，

形状は方形を呈する。

床而はほぼ全体に硬化範囲が認められる 。 壁誌は約50cm をiJlU る(西壁) 。 周溝は . H -012に切られている

部分を除きほぽ全周し，幅30cm. 深さ 9.5cmを測る 。

ピァトは床面に 5 本検出された。 主柱穴は p - I (径70cmx 80cm. 深さ 75cm) . P -2 (径63cmx 12cm. 深

さ 64cm ) . P -3 (径74cmx 87cm. 深さ 66cm ) . P -4 (径70cmx 77叩，深さ 64cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する P - 5 は(径53cmx 55cm. 深さ 38cm ) を測る。 カマドは北壁中央に検出され，

H - 012に切られている。 各主柱穴に向かつて間]仕切り構が東西に 3 本走っている 。 南壁中央に検出された

貯蔵穴は，径85cmx 78叩，深さ 28cmを測り，円形を呈する。

本住居跡から出土した造物のうち ， 杯 4 点，高杯 I.'~. ~5 点，甑 2.占，鉢 1 点，柑 l 点，支脚 l 点，石

製品 2 ，12"計17点を図示した。

1- 4 は土師器杯である。 I は口縁部~底部 1 8 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内商ナ

デ。 法訟は復元口径1 2.0cm. 残存器高3 . I叩底部は丸底である。 2 は口縁音J\-底部 1/ 2 泣存する。 口縁部ヨ

コナデ， 外面ヘラケズ') .内面ナデ。 法量は復元口径13. 0cm. 総高3 . 5cm. 底部丸底である。 3 はロ縁部~

底部 I 4 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ ， 内面ナデ後ヘラミガキ。 内外面黒色処理。 法量は

復元口径13 . 0cm. 残存器高4 . 0cm. 復元底径4.0cmを測る 。 4 は口縁部~底部 1/ 8 遺存する 。 口縁部ヨコナ

デ，外商ヘラケズリ，内面ナデ。 法訟は復元口径13 . 0cm. 残存線高2.5cmを測る 。

5 は土師器高杯の脚部で上部のみ遺存する。 外商ヘラケズリ，内面ナデ。 法最は残存器寓4.lcmを測る。

6 は土師器鉢である。 口縁部~底部 1/ 2 造有ーする 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。法訟

は口径19 . 0叩，器商9 . lcm. 底径7 . 0cmを測る。

7 は土師器柑 (台付) である。 胴部~底部 I 5 泣存する。 内面ナデ。 法訟は残存器高1. 7c皿，底径3. 6cm

を測る 。

8 - 12は土師器懇である。 8 は口縁部~底部 1/ 2 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナ

デ。 法主;は復元口径I l. 0cm . 器高 11. 5cm. 底径6 . 4cmを測る 。 9 は口縁部~胴部 1/ 8 遺存する。 口縁部ヨコ

ナデ，外面ヘラケズリ ， 内面ナデ。 法誌は復元口径16 . 0c血，残存器高10. 7cmを測る。 10は口縁片である 。 口

縁部ヨコナデ。 法訟は復元口径16.0cm. 残存器商3. 9cmを測る 。 11は胴部~底部1/ 3 遺存する 。 外商ヘラケ

ズ') . 内面ナデ。 法f立は残存器高5.8cm. 底径7.0cmを測る 。 12は口縁部~胴部片である。 口縁部ヨコナデ，

外面ヘラケズリ，内面ナデ後ヘラ ミ ガキ。 法量は復元口径30.0cm. 残存器高1 1. 8cmを測る 。
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13 ・ 1 4は土師器甑である。 13は口縁部~胴部 3 / 4 遺存する 。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズ') ，内面ヘ

ラミガキ。 法記;は復元口径25 ， 4cm，残存器高18 ， Ocmを測る 。 14は胴部~底部 1 2 遺存する 。 口縁部ヨコナ

デ， 外面ヘラケズリ ， 内面ナデ。 法定は残存器高15 ， l cm，底径8 ， Ocmを測る 。

1 5は支脚である 。 現存長19 ， 4cm，幅8 ， 6cm ， 厚 さ 7 ， 7cm，重量1127 ， 3g である 。

1 6は砥石である 。 長さ 9 ， Ocm，幅6 ， 9cm，厚さ 2 ， 9cm ， 重量222 ， 7g である 。

17は敵石である 。 長さ 5 ， 8cm，幅6.1cm ， 厚さ 4 . 6cm ， 重量233 . 3g である 。

H -036 (第78図)

調査区中央部に位置する。 H -040, D -028, D -029と重複する 。 規模は6. 15m x 5. 90m を測り，形状は

方形を呈する。

覆土は 3 層に分層され， 人為的に埋め戻されている。 廃屋後焼却処理されていると思われる。

床面は住居跡全体に硬化範囲が認められる。 壁高は約60cmを測る (西壁) 。 周溝はカマド部分を除き全周

1...，幅20cm，深さ 4 . 5cmを測る 。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は p-1 (径34cmx 36cm，深さ 61cm) ・ p - 2 (径31 cmx 28cm ， 深

さ 70cm ) ・ p - 3 (径25cmx 30cm，深さ 120cm ) ・ p - 4 (径42cmx 35cm ， 深さ 84cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する p - 5 は (径28cmx 28叩，深さ 8. 7叩) を測る 。 カマドは北壁中央に検出さ

れた。 各主柱穴の外側から周溝に向かつ て 4 条の間仕切り溝が東西に走り， P-5 の両脇に 2 条走る 。 南東

の角に検出された貯蔵穴は，径11 3cmx 80叩，深さ 28cm を出IJ り，楕円形を呈する。

本住居跡から出土した遺物のうち，杯 5 点， 高杯 1 ，1，主，斐 1 点， 鉢 I 点 ， 手控 1 占， 計 9 占を図示した。

1- 5 は土飾器杯である。 1 は口縁音JI-底部 1 / 4 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ') ， 内面ナ

デ。 内外商赤彩。 法誌は復元口径12 . 0咽， 残存器高4 . 9cmを調u る 。 2 は口縁部~底部 4 5 遺存する 。 口縁部

ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ。 外面体部上端 ・ 内面体部赤彩。 法量は口径13 . 2cm，器高

5 . 7 cm，底部は丸底である。 3 は口縁部~底部 1/ 3 迫存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ ， 内面ナデ

後ヘラミガキ。 内外商赤彩。 法iifは口径14 . 0cm ， 残存器高6. 2cmを測る 。 4 は口縁部~底部 3 / 4 遺存する 。

口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラナデ， f大H面ナデ。 内外商体部上端赤彩。 法量は口径14 . 4cm，器高9 . 7 

cm，底径6 ， 3cmを測る 。 5 は口縁部~底部 1 ( 2 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ ， 内面ナデ。 内

外而赤彩。 法孟は復元口径16 . 0cm，残存r.号高4.5cm を測る 。

6 は土師器高杯である。 口縁部~底部 3 ( 4 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ ， 内面ナデ後ヘ

ラミガキ。 内外面赤彩。 法量は口径1 6 . 0cm，残存器高5 . 2cmを測る 。

7 は土師器鉢である。 口縁部~底部 1 ' 3 逃存する 。 外面口縁部ヘラナデ後ヘラミガキ。 外面ヘラケズリ ，

内面口縁部ヨコナデ，内問ナデ。 内外而赤彩。 法訟は復元口径20 . 0cm，残存器高7. 8cmを視IJ る 。

8 は土師待斐である。 口縁部~底部 4 ( 5 逃存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ') ，内面ナデ。 法:lJJ:

は口径15 . 2cm ， 苦手高24 . 8cm，復元底径6. 5cmを世IJ る 。

9 は手控土器である。 口縁部~底部 1/ 2 進存する。 外面ヘラケズ ') ，内面ナデ後指頭痕。 法量は復元口

径10 . 0cm ， 残存器高4.6cmを測る 。

H-038 (第79図)

調査区中央部に位置する。 H - 025 ， H - 041に切られ ， H -037 と重複する。 規模は5 .08m x 5. 05m を測り，

形状は方形を呈する 。
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覆土は10府に分層され， 人為的に埋め戻されている。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は P ー 1 (径42cm x 39cm. 深さ 8.5cm) . P -2 (径49crnx 37cm. 

深さ 37crn ) 'P - 3 (径32cmx 29cm. 深さ 25cm ) . P -4 (径29cmx 29cm. 深さ 24cm ) の 4 本が対角線上に配

され，カマドと正対して位mする P- 5 は(径31crnx 35cm . 深さ 1 6cm ) を測る 。 カマドは束壁中央から検出

され， 撹乱に切られている。

本住居跡から出土した造物のうち ， 杯 3 点， ~ 1 点，石製品 1 点，計 5 点を図示した。

1 - 3 は土師器月二である 。 1 は口縁部~底部 3 4 逃存する。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ 。 内外面

赤彩(外面底部除く) 。 法量は口径1 1. 8cm. 器高4. 5cm. 底部は丸底である。 2 は口縁部~底部 3 4 遺存す

る。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ') . 内面ナデ。 内外面赤彩 (体部下端除く ) 。 法量は復元口径13 . 8cm.

器高6 . 3叩， 底部は丸底である。 3 は口縁部~底部 2 3 泣存する。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズリ，内面

ナデ。 外間体部上端 ・ 内面赤彩。 法五lは復元口径1 9 . 0叩，探高7. 6叩， 底部は丸底である。

4 は土師器懇である。 口縁部~底部 3 4 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面器商剥落。

法起;は口径1 2.4cm. 器高 16. 7cm. 底径6 . 0cm を iJIIJ る 。

5 は勾玉の石製模造品である。 長さ 2 . 9cm. 幅2 . 0cm. J亨さ 0.65cm，重量5 . 54g である 。

H-040 (第80図)

調査区中央部に位置する。 H-036. D -029に切られる 。 規模は (5 . 10) m x 4. 86m を測り，形状は方形

を呈する。

覆土は 3 陪に分層され，人為的に埋め戻されている。

周構は，北壁，北東，南壁のみ検出し，幅16cm. 深さ 5 . 2crn を測る 。

ピットは床而に 5 本検出された。 主柱穴は P-1 (径33cm x 40cm. 深さ 72cm) . p -2 (径36cm x 40crn. 深

さ 75cm ) ・ p - 3 (径40cmx 51cm. 深さ 62cm ) . P -4 (径4 1 cmx 45cm . 深さ 68cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ，南壁よりに位置する P- 5 は(径24cm x 3 1 cm. 深さ 37cm) を測る 。 主柱穴 P - 1. P-2 の外側から周

溝に向かつて 2 条の間仕切り構が東西に走る。 H - 036 と本遺構の床面の高さは同じ。 D-029は本遺構より

新しい覆土であっ た。。

本住居跡から出土した造物のうち ， 杯 2 点，甑 l 点 ， 言 I 3 点を図示 した。

1. 2 は土師器杯である。 1 は土師器杯である。 口縁部~底部 3 4 遣存する。仁l縁部ヨコナデ，外面ヘ

ラケズリ，内閣ナデ。 法量は口径1 1. 8cm. 器十高 6 . 2cm. 底径6 . 5cmを測る。 2 は口縁部~体部 1/ 2 逃存する。

口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラミガキ，内聞ナデ。 法置は口径12 . 0cm. 残存器高8. 1cmを測る 。

3 は土師器甑である。 口縁部~胴部 2 5 迫存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，外面口縁部に輪

積み板がみられる。 頭部に穿孔あり 。 法益は復元口径17 . 0cm，残存器高1 2 . 7crn を測る 。

H -041 (第81 ・ 82 . 83図)

調査区中央部に位置する H -038. H-042. H-045. H-046. H-053. H -059 と重被する 。 規模は9.80

m x 9. 85m を測り ， 形状は方形を呈する。

覆土は 9 層に分局される。 廃屋後焼却処分をし，人為的に埋め戻されている。

床面は住居跡全域に硬化範闘が認められる。 壁高は約70cmを測る (西壁)。 周溝はカマド部分を除き全周

1..-.幅26叩，深さ 6. 4cmを測る 。

ピットは床面に 7 本検出された。主柱穴 P- 2-P-4 に付属する小さなピットは主柱穴に伴うピットと
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みなしピ ッ ト番号はふらなかった。 主柱穴は p- 1 (径92cmx 87cm，深さ 86crn ) . p -2 (径 100crnx 108cm , 

深さ 80crn) ・ p - 3 (径77cmx 92cm，深さ 77cm ) . P -4 (径100cmx 104cm，深さ 82cm ) の 4 本が対角線上に

配され，カマドと正対して位置する P- 5 は(径70cmx 62cm，深さ 40cm ) を測る 。

カマドは北壁中央から検出された。 火床部はよく焼けている。 各主柱穴の外側から周溝に向かつて 4 条の

間仕切り溝が東西に走る。 カマド西側に貯蔵穴が検出されている。 途中拡張したと思われる。一番カマドよ

りが元来の貯蔵穴である。 径1 57cmx 100crn，深さ 42cmを測り，不整楕円形を呈する。 P - 5 付近の焼土下か

ら P- 6 . 7 を検出 した。 位置的に P- 5 と同じ意味合いをもちそうだが，用途不明である。

本住居跡から出土した造物のうち ， 杯 9 点，高町、 l 点，受 9 点，壷 1 点，土製品 1 点，鉄製品 5 点，石製

品 3 点，計29点を図示した。

1-8 は土師器杯である。 l は口縁部~体部 4 / 5 造存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後へラナ

デ内面ナデ。法誌は口径13.1 crn，器高4.6cm，底部は丸底である。 2 は口縁部~底部 3 / 4 遣存する 。 外面ヘ

ラケズリ後口縁部ヨコナデ，内面口縁部ヨコナデ ー へラナデ後ヘラミガキ。 法主ーは口径12 . 9cm，残存器高4. 8

cm，底部は丸底である。 3 は口縁部~体部 1/ 6 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ，内面ナデ。

法記;は復元口径13 . 6叩，残存総高3.9cmを測る。 4 は口縁部~底部 2 / 3 泣存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘ

ラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ後ヘラミガキ。 内外面黒色処理。 外而底部に線刻あり 。 法益は口径1 3 . 2cm ，

器高3 . 7cm，底部は丸底である。 5 は口縁部~底部 3 / 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズリ ， 内面

ナデ。 内外而口縁部赤彩。 法盆は口径1 1. 8叩，器高3 . 8crn を iJlJI る。 6 は口縁部~底部 2 / 3 遺存する 。 口縁部

ヨコナデ，外国ヘラケズリ後ヘラナデ。 法置は口径15.0cm，器高2.8cm，底部は丸底である。 7 は口縁部一

底部 1/ 3 遺存する 。 外商口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ，体部ヘラケズリ後ヘラナデ，内面口縁部ヨコナデ

後ヘラミガキ ， 体部ヘラナテ・後ヘラミガキ。 法益は復元口径14 . 0叩，残存Rif高 6.4cm，底部は丸底である。

8 は口縁部~底部 3 / 4 泣存する 。 外面口縁部ヨコナデ，体部ヘラケズリ後ヘラナデ，内面口縁部ヨコナ

テ'後ヘラミガキ，体部ヘラナデ後ヘラミガキ。 内外而黒色処理。 法量は口径14 . 2cm，器高4. 2cm，底部は丸

底である。

9 は須Js器杯である。 口縁~底部 1/ 6 遣存する 。 ロクロ成形である。 法量は復元口径1 1. 2cm，残存器高

2. 9cm を閣Jj る 。

10は土師器高杯である。 坪部 11 5 遺存する。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズリ，内面ナデ後丁寧なヘラ

ミガキ。 外面赤彩。 内面黒色処理。 法盆は復元口径12 . 8crn，残存器高4. 4cmを測る 。

11-19は土師器楚である。 11は口縁部~胴部 1 /3 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ ， 内面ナ

デ。 法立は復元口径13.6cm ， 残存器高6.5cm を iJlJI る 。 12は口縁部~胴部1/ 3 泣存する 。 口縁部ヨコナデ，外

面ヘラケズリ，内面ナデ。 法訟は復元口径1 3 . 2crn，残存器高9.5cmを測る 。 13はほぼ完形 4 / 5 遺存する 。 口

縁部ヨコナデ，外面へラケ ズ') ，内面器面剥落。 法fEは口径13 . 3crn，器高10 . 6cm，底径6 . 6crn を測る 。 1 4は

口縁部-11岡部 1 2 遺存する 。 ロ縁部ヨコナデ，外而ヘラケ ズ') ，内面ナデ。 法量は口径14.4cm，残存器高

10.9cmを測る 。 15は口縁部~胴部上半 1/ 3 遺存する 。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズリ後ヘラナデ，内面

ナデ。 法盆は復元口径14. 0cm，残存器高8. 6cmを測る 。 16は口縁部~底部 2 / 3 迫存する。口縁部ヨコナデ，

外商ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は口径13.8cm，器高13 . 2cm，底径6 . 6crn を測る 。 17は口縁部~胴部下端 1/

2 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ後粗いヘラ ミガキ，内面ナデ。 法量は復元口径17 . 0crn，残存

器高30 . 5crn を測る 。 18は底部のみ 3 / 4 遺存する 。 法量は残存器高1. 8crn，底径6 . 3crn を測る 。 19は底部のみ

1/ 4 i宜存する 。 法:l1tは残存器高3 . 1 crn，復元底径7 . 4crn を測る 。

20は土師器査である。 口縁部~胴部上半1/ 3 遺存する 。 外面ヘラケズリ後ヘラナデ，内面粗いヘラナデ。
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法量は口径1 3 . 9cm . 残存器高10.5cm を iJ!IJ る 。

2 1-23は砥石である。長さ 3.0cm. 幅3 . 9cm. 厚さ 0 . 8cm . 重量20.5g である 。 22は長さ 2 . 6cm. 幅4. 7cm. 

厚さ 2 . 5cm. 重量4 1. I g である。 23は長さ 5 . 8叩，幅4 . 4cm. 厚さ1. 6cm. 重量69 目 9g である。

24は勾玉である 。 現存長1. 6cm. 幅1. Ocm. 厚さ 0 . 9叩， 重量1. Ig である 。

25 ・ 26は鉄鉱茎部である。 25は現存長2.5cm. 幅0 . 6cm. 厚さ 0.4cm. 重量 1. 7g である 。 26は現存長2.9叩，

幅0.9cm. 厚さ 0.4cm. 重量2.8g である。

27 ・ 28は釘である 。 27は現存長3.2cm. 幅0 . 4cm . 厚さ 0. 4cm. 重量1. 9g である 。 28は現存長7 . 7cm. 幅O . 7 

cm. 厚さ 0.8cm . 重量32 . 8g である 。

29は鉄鉱と思われる。 現存長6.9cm. 幅2.9cm. 厚さ 0 . 4cm. 32 . 3g である 。

H -042 (第8 1図)

調査区中央部に位置する 。 H -041に切られる 。 規模，形状は不明である 。

周溝と床面のみ検出された。 周病は幅16cm. 深さ 8.0cmを測る 。

遺物は出土しなかった。

H -043 (第83図)

調査区中央北部に位置する 。 M -012に切られ， 規模は不明であるが，形状は方形と考えられる 。

覆土は自然堆積で 3 層に分層される 。

床面は主柱穴を結ぶように硬化範囲が認められる。 壁高は約10cmを測る。 周i荷は，幅8 . 0cm. 深さ 4.0cm を

測る。

ピットは床面に 4 本検出された。 主柱穴は p- 1 (径34cmx 34cm. 深さ 36cm) . p -2 (径40cmx 40cm. 深

さ 99cm) ・ p- 3 (径62cmx 40cm . 深さ 59cm) . P -4 (径38cmx 40cm. 深さ 86cm) を測る。 炉が東側に検出

された。

本住居跡から出土した造物のうち，均; 1 点，土製品 I 点，鉄製品 l 点 ， 計 3 点を図示した。

l は土日iP器杯である 。 口縁部~底青1\ 3 / 4 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内外

面赤彩。 法量は口径14 . 4cm. 器高6 . 8cm. 底部は丸底である 。

2 は省玉形土製品である 。 長さ1. 7cm. 径O. 7cm. 孔径0.2cm. 重量0. 8g である。 中空になっている 。

3 は鉄鉱茎部と思われる。 長さ 4. lcm. I国1. lcm. 厚さ 0.4叩，重量3 . 3g である。

H -045 (第84図)

調査区中央音1\に位置する。 H-041. H -053に切られ. H -038. H -046 と重複する。 規模は6 . 35m x 6. 30 

m をìJ!IJり ， 形状は方形を呈する。

覆土は 2 層に分層される 。 廃屋後廃材を焼却処分され，人為的に埋め戻されている。

床面は住居跡全域に硬化範囲が認められる 。 壁高は約40cm を測る 。 周溝は幅26cm. 深さ 4. 5cmを測る 。

ピットは床面に 4 本検出された。主柱穴は P-1 (径27cmx 30咽，深さ 37cm) ・ P- 2 (径38佃 x 35cm. 深

さ 59cm) ・ P - 3 (径28cmx 3 1cm. 深さ 60cm) . P -4 (径25cmx 33叩，深さ 53cm) の 4 本が対角線上に配さ

れる 。 炉は西壁付近に検出された。 周溝から東向かつて 3 条の間仕切り溝が東西に走る。

本住居跡から出土した造物のうち，杯 1 点を図示した。

1 は土師器杯である 。 口縁音1\-体部 114 造存する。 口縁部ヨコナデ，外商へラケズリ ， 内面口縁部ヨコ
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ナデ後へラミガキ，体部ヘラナデ後ヘラミガキ。 法量は復元口径1 1. 6cm，残存器高3.1cmを測る 。

H -046 (第35図)

調査区中央部に位置する 。 H-041に切られ， H -045と重複する 。 規模は4.63m x 4. 65m を測り，形状は

方形を呈する 。

覆土は廃屋後焼却処分し，人為的に埋め戻されている。

床面は中央一帯に硬化範聞が認められる。 壁高は約36cmを測る 。 周溝はカマド部分と H -041に切られる

部分を除き，ほぽ全周し ， 幅25cm ， 深さ 6 . 5cm を測る 。

ピットは床面に 4 本検出 された。 主柱穴は p - 1 (径23cmx 23cm，深さ 69cm) . p -2 (径30cmx 32cm，深

さ 51cm ) . P -3 (径3 1 cmx 35cm，深さ 32cm) ・ P- 4 (径34cmx 34cm，深さ 3 1 cm ) を測る。 カマドは西壁中

央に検出された。 火J未部はよく焼けている。 南壁角に貯蔵穴が検出され，径30cmx 62cm，深さ 34cmを測り，

精円形を呈する。

本住居跡から出土した遺物のうち，珂杯~ 1 } 

1 は土師器勾杯:である 。 口縁部~体部 1 / 4 造存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法畳一

は復元口径12 . 4cm，残存器高3 . 5cmを測る 。

2 は土師音寺鉢である 。 口縁部~胴音1\ 2 / 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ， 外面へラケズリ，内面ナデ。法量

は復元口径15 . 0cm，残存器高8.7cmを iJ!1Jる 。

3 は土師器裂である 。 口縁部~月岡部 3 / 4 造存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ，輪積

痕がみられる 。 法量は口径14.0cm，残存器高 1 3 . 5cmを測る 。

土製品 ] 点は写真のみの掲載である。

H -047 (第86 ・ 37図)

調査区中央北部に位置する 。 規模は7 .38m x 7. 20m を ìWJ り，形状は方形を呈する 。

夜土は 3 層に分層される。 人為的に埋め戻されている 。

床面は中央一帯に硬化範閉が認められる。壁高は約20cm を祖IJ る 。 周 i非はカマド部分を除き全周し，幅18

cm，菜さ 5 . 7cmを損IJ る 。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は P-1 (径75cmx 34cm ， 深さ 90cm) ・ P - 2 (径73cmx 72cm，深

さ 87cm) . P -3 (径76cmx 32cm，深さ 79cm) . P -4 (径75cmx 73cm，深さ 90cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する P- 5 は (径38cmx 33cm，深さ 45cm) を測る 。 カマドは北壁中央に検出 され

た。 間仕切 り i梓が西壁から 2 本，東壁から 3 本，中央に向かつて走る 。

本住居跡から出土した造物のうち，杯 5 点 ， 斐 4 点，甑 l 点， 手控 I 点，支脚 1 点，石製品 3 点，玉32点，

鉄製品 1 山、，計48点を図示した。

1- 5 は土師器杯である 。 1 はほぼ完形である。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面口縁部ヨコナデ

後ヘラナデ， ヘラミガキ。 内面黒色処理。 法量は口径12.8cm ， 器高4.2cm ， 底部は丸底である 。 2 は口縁部

~底部 2 / 5 遺存する。仁l縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ。 法量は復元口径13.0cm ，

器高 3 . 7cm，底部は丸底である 。 3 は口縁部~底部 2 / 3 遺存する 。 口縁部 ヨコナデ，外面ヘラケズリ後へラ

ナデ，内面ナデ後ヘラミガキ。 法量は復元口径13 . 4cm，器高4.6cm，底部は丸底である。 4 は口縁部~底部

2 / 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外商へラケズリ，内面ナデ。 法量は復元口径14 . 0cm ， 器高4. 7cm，底部は

丸底である 。 5 は口縁部~底部 3 / 4 遺存する。口縁部ヨ コナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は口径
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17 . 8cm，器高9 . 1 cm，底径7 . 8cmを測る 。

6-9 は土自国器裂である。 6 は口縁部-J，底部 2 3 造存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ ， 内面ナ

デ。法益は口径14 . 4四 ， 器高 14 . 2cm，底径7 . 8cmを測る 。 7 は口縁部~底音1\3 4 逃存する 。 仁l縁部ヨコナデ，

外面ヘラケズリ，内面ナデか。 器商事1)務のため判別困難である。二次焼成の可能性あり 。 法盆は口径13 . 0cm ，

器高 15'.3cm，底径7 . 2cm を社!I) る 。 8 は口縁部~底部 3 / 4 逃存する。 口縁部ヨコナデ， 外商ヘラケズリ， r);H而

ナデ，法立は口径10.9cm，器高10 . 2cm . 底径5.8cm を測る。 9 は口縁部~底音1\3 4 造存する。 口縁部ヨコナ

デ，外而ヘラケズリ，内面ナデ。 法f置は口径14.6cm ， 添市 14.8cm ， 1ft.径7 . 4cmを祖1) る 。

1 0は土師器百五である。 口縁部- 1胸部下端 4 / 5 泣存する。 口縁者1\ ヨコ ナデ，外面ヘラケズ 1) ，内 l師ナデ。

法量は口径29.8cm，残存器高24. 0cm を ìlll) る 。

11はほぼ完形の手控土器である 。 外而ヘラケズ 1) ，内而指頭痕あり 。 法誌は口径5 . 5cm，探高2 . 2cm ， 底径

5.0c皿を ìßU る 。

1 2は支脚である 。 現存長14 . 5cm ， 1隔4.7cm ， ，事さ 4 . 0cm，重量292.9g である 。

13は砥石である 。 現存長3.7cm，幅4.3cm，厚さ1. 3cm，重量30 . 3g である 。

14は軽石である。 現存長4 . 4cm，幅4.1cm，原さ 2. 8cm，重量 1 2 . 8g である 。

1 5は打製石器である 。 長さ 7 . 3cm ，中国3 . 2cm，厚さ 2.0cm，重量74.3g である。

16 ・ 17は石製品の管玉である。 16は径0. 6cm，厚さ 0.4cm，孔径0.2cm，重量0. 23g である。 1 7は径0.6cm ，

厚さ 0. 4cm，孔径0. 2-0 . 3cm ， 重畳0. 2g である。

18-46は土製品の土玉である。 1 8は径0.8cm，厚さ 0.7cm，孔径0.1 cm ， 重量0. 31g である。 1 9は径O. 7cm , 

厚さ 0. 7cm，孔径0 . 1-0 . 15cm ， 重量0 . 5g である 。 20は径0.75cm ， I尋さ 0 . 6cm，孔径0 . 21cm，重量0 . 31g であ

る 。 21は径0 . 65cm，厚さ 0 . 8cm，孔径O. 15cm-0. 2cm ， 重量0 . 41g である 。 22は径O. 7cm，厚さ 0 . 6cm，孔径0 . 2

cm-0.35cm，重量0 . 41g である。 23は径0.8cm ， I享さ 0 . 7cm，孔径O. 1 cm，重量0 . 38g である。 24は径0.8cm ，

厚さ O . 7cm，孔径O . 2cm，重量O. 72g である 。 25は筏0 . 9cm ， I!.i' さ 0 . 7cm，孔径O .2cm-0. 3cm ，重量0.62g であ

る 。 26は径0. 8cm，厚さ 0.9cm ， 孔径O.25cm-0. 3cm，重量0.77g である。 27は径0.8cm ， J享さ O. 7cm ， 孔径O.15 

cm ， 重 iilO . 42g である 。 28は径0.85cm，厚さ 0 . 8cm，孔径O .2cm-0. 3cm，重立0 . 69g である 。 29は径1. Ocm , 

厚さ O. 7cm，孔径O.2cm-0. 3cm，重量O. 76g である。 30は径0.9cm，厚さ 0.8cm，孔径0 . 2-0.25cm，重量1. 11

E である 。 31は径O . 9cm，厚さ O. 7cm，孔径O. 2cm，重量0. 65g である 。 32は径0.9cm ， I早さ 0.7cm，孔径0 . 2-

0.25cm，重量0 . 68g である。 33は径O. 9cm，厚さ 0.9cm ，イL径O . lcm，霊長0 . 85g である 。 34は径0. 9cm，厚さ

0.9cm，孔径O.35cm-0. 5cm，重量0.85g である 。 35は径1. Ocm ， 厚さ 0. 8cm，孔径O .2cm-0. 3cm，重量0.66g

である 。 36 は径1. Ocm，厚さ O . 7cm，孔筏O .2cm-0. 3cm，重量O. 77g である 。 37は径0 . 9cm ， I厚さ 0 . 7cm ， 孔径

O. 25cm-0. 3cm ， 重量0.84g である。 38は径1. Ocm，厚さ 0 . 8cm，孔径0. 1四-0 . 2cm，重量0.8g である。 39は

径1. Ocm ， 厚さ 0.8cm，孔径O. 2cm ， 重量O. 73g である 。 40は径1. Ocm ， 厚さ 0. 9cm，孔径O .2cm-0. 3cm，重量

1. 13g である。 41は長さ 1. 8cm，径O. 9cm，孔径O.25cm-0. 3cm，重量2. Ig である 。 42は長さ1. 4cm，径1. Ocm , 

孔径0.2cm，重量1. 2g である 。 43は 長さ 1. 4cm，径0.9cm，孔径O.lcm，重量1. 2g である 。 44は径1. 2cm ， 厚

さ 1. Ocm，孔径O.2cm-0. 4cm，重量 1. 43g である 。 45は径1. 3cm，厚さ1. 2cm，孔径0.2cm ， 重量2.28g である 。

46は長さ 2 . 2cm，後0. 8cm ， 孔径O. 2cm，重量1. 9g である 。

47は土製品の勾玉である。 長さ 2 . 8cm，幅1. 1cm，厚さ1. 1cm ， 孔径O.lcm ， 重量3.77g である。

48は鋤の刃先か。 現存長5.0cm，幅1. 4cm，厚さ O. 2cm，重量8.1g である。

種子 2 点は写真のみの掲載である。
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H -048 (第88図)

調査区北西部に位置する 。 M - 014 ， H-055 と重複する 。 規模は5 .38m x 5. 65m を測り ， 形状は方形を呈

する。

廃屋後焼却処分された。

床面は全体に硬化範囲が認められる。 壁高は約20cmを測る。 周溝はカマド部分を除き全周し，幅21cm，深

さ 4.8cm を訓IJ る 。

ピットは床面に 6 本検出された。 主柱穴は p- 1 (径28cmx 36cm，深さ 88四) ・ p- 2 (径48cmx 38cm，深

さ 64cm) ・ p- 3 (筏30cmx 28cm，深さ 83cm) ・ p - 4 (径43cmx 47cm，深さ 96cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する p- 5 は (径26cmx 36cm，深さ 15cm) を測る。補助柱穴の p- 6 は径40cmx 

36cm ， 深さ 57cmを測る。 カマドは束壁中央に検出された。 東壁南寄りに貯蔵穴が検出され，径93cmx 90cm , 

深さ 44cm を mu ~ ， 不整楕円形を呈する。

本住居跡から出土した造物のうち，同; 5 点， ~3 点，対t 2 点，手控 1 点，計11点を図示 した。

1-5 は土師様杯である 。 l はほぼ完形である。 口縁部ヨコナデ， 外而ヘラケズリ ， 内而ナデ。 内外面赤

彩(底部除く) 。 法量は口径13.8cm，器高5 . 8cm，底部は丸底である。 2 は口縁部~底部 4 5 造存する。 口

縁部ヨコナデ，外面へラケズリ後ヘラナデ，内而ナデ。 内外面赤彩(底部除く) 。 法長は口径1 3 . 0cm，器高

5. lc国 ， 底部は丸Jまである。 3 は口縁部~底部 2 3 遺存する。 口縁音11 ヨコナデ，外ïtiîヘラケズリ後ヘラナデ，

内面ナデ。 内外国赤彩 (底部除く ) 。 法盆は口径13 . 2cm，器高5 . 2cm，底部は丸底である 。 4 は口縁部~底部

3 4 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ 1) ，内而ナデ。 内外面赤彩 (底部除く )。法量は口径14 . 8cm ，

線高5.2c皿，底部は丸底である。 5 は口縁部~底帝113 / 4 起i存する 。 口縁部ヨコナデ，外I雨ヘラケズリ，内而

ナデ。 内外面赤彩 (底部除く )。法量は口径15 . 2cm，器高5.9cm，底部は丸底である。

6 . 7 は土師音寺柑である。 6 はほぼ完形である 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内而ナデ。 内外爾赤

彩(内外而胴部下端除く) 。 法量一は口径1 1. 0cm ， 11寺高8.4cm を測る 。 7 は完形である。 口縁部ヨコナデ，外面

ヘラケズリ後へラナデ， 内面ナデ，内外価赤彩。 法量は口径1 1. 8cm，器高1 1. 4cm , Jま径7 . 0cmを測る。

8 - 10は土師総楚である 。 8 は口縁部~底部 1 2 遺存する 。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズリ，内面ナ

デ，輪ffl痕あり 。 法歪は口径14.8cm ， 苦手商32 . 7cm，底後6 . 8cm を測る 。 9 はほぼ完形である。 口縁部ヨコナ

デ，外商ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は口径1 6 . 4cm，器高24.8crn，底径7 . 0cm を測る 。 10は口縁部~胴部 4 /

5 造存する 。 口縁部ヨコナデ，外面へラケズリ，内面ナデ。 法量は口径1 8 . 0cm，残存器高17 . 5cm を測る。

11は完形の土師探手短である 。 外面指頭痕， p;Jí耐旨ナデ。 法量は口径4 . 6cm ， 器高2.6cmを ìffU る 。

H -049 (第89図)

調査区中央部に位置する。 B -0 1 6に切られ， M - 014 と重複する。 規模は4 .95m x 4. 97m を測り，形状は

方形を呈する。

磁土は 5 層に分層され，人為的に埋め戻されている。

床面はカマド前商と主柱穴を結ぶように硬化範囲が認められる 。 壁高は約36cm を測る。 周溝は ， カマド音11

分貯蔵穴 ， B-01 6に切られる部分を除いて全周し，幅18cm，深さ 5 cmを測る。

ピァトは床面に 4 本検出された。 主柱穴は p-1 (径44cmx 38cm，深さ 39cm) ・ p- 2 (径4 1 cmx 39cm，深

さ 47叩) ・ p- 3 (径40cmx 36cm，深さ 62cm) . P-4 (径35cmx 30cm，深さ 54cm) を測る。 カマドは北東壁

右側に検出された。 貯蔵穴は南東壁より検出した。

本住居跡から出土した造物のうち ， 蓋 1 点 ， 鉢 l 点 ， 石製品 2 点，言十 4 点を図示した。
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1 は須恵器蓋である 。 天井部~口縁部 1 / 4 遺存する。 ロクロ成形。 法量は復元口径1 1. Ocrn，残存器高3 . 9

crnを測る 。

2 は土師器鉢である 。 口縁音1\ 1 / 6 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ ，内面ナデ。 法量は復元

口径17 . 0crn，残存器高3.0crn を測る 。

3 ・ 4 は石製品の紡錘車である。 3 は径3 . 7crn，厚さ 2 . 2crn，孔径O . 6crn，重量27.9g である 。 4 は径4 目 5crn ，

厚さ 3 . 1crn，孔径0.7crn，重量32g である 。

H -050 (第90 ・ 9 1図)

調査区中央音1\に位置する。 規模は5.72m x 5. 80m を測り，形状は方形を呈する 。

覆土は 4 層に分層される。 人為的に埋め戻されている。

床面は中央一帯に硬化範囲が認められる 。 壁高は約60crn をiß， 11 る (西壁) 。 周溝は，カマド部分を除き全周

し，幅30cm，深さ 2 . 5crn を祖~ る 。

ピットは床面に 5 本検出された。主柱穴は P-1 (径 68crn X 88crn ， 深さ 67crn ) ・ P - 2 (径44crn X 46crn，深

さ 89crn ) . P -3 (径 55crn X 55crn，深さ 89crn) 目 P - 4 (径 58crn X 50crn，深さ 72crn) の 4 本が対角線上に配さ

れる。 カマドと正対して位置する P - 5 は (径25crn X 30crn，深さ 18crn ) を測る 。 カマドは北壁中央に検出さ

れた。 遺存状態は良好で，火床部東側がよく焼けている 。 主柱穴 P - 1 ， P - 2 , P -3 , P-4 外側から周

識に向かつて 4 条の間仕切り講が東西に走る 。 東壁北寄りに貯蔵穴が検出され，径80crn X 56crn，深さ 29crn を

測り ， 隅丸長方形を呈する 。

本住居跡から出土した遺物のうち，杯 5 点，斐 3 点，甑 I 点，手}!E 3 点，計12点を図示 した。

1 ~5 は土師器杯である 。 l は口縁部~底部 1 / 4 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナ

デ。 法量は復元口径7 .0叩， 音寺高2 . 4crn，復元底径4.0crn を測る 。 2 は口縁音I\~底部 3 / 4 遺存する 。 口縁部 ヨ

コナデ，外而ヘラケスリ，内面ナデ，外面 ・ 内面底部除いて赤彩。 法量は口径13.4crn，器高4.3cm，底部丸

底である 。 3 は口縁部~底部 3 / 4 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面へラケズリ，内面ナデ。 法量は口径14.4

cm，器高4 . 3cm，底部丸底である。 4 はほぼ完形である 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法

量は口径15 . 1cm，器高5.3crn，底部は丸底である。 5 は口縁部~底部 3 / 4 遺存する。口縁部ヨコナデ，外而

ヘラケズリ後ヘラミガキ，内面ナデ。 法量は残存器高7.4cm ， 底部は丸底である。

6~8 は士帥器主主である 。 6 は口縁部~胴部 4 / 5 逃存する。 口縁部ヨコナデ，外面へラケズリ，内面ナ

デ。 器商剥落少々 。 法量は口径13.5cm，残存器高9 目 4cmを測る 。 7 は口縁部~胴部 4 / 5 遺存する 。 口縁部ヨ

コナデ，内外面ヘラケズリ 。 法量は口径13 . 8cm，残存器高19.0cmを測る 。 8 はほぼ完形である 。 口縁部ヨコ

ナデ，外面へラケズリ，内面ナデ。 法量は口径18. 1cm，器高32 . 8cm，底径8.0cmを祖IJ る 。

9 は完形の土師器甑である 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 輪積痕あり 。 法量は口径25.9

crn，務高25 .2cm，底径7.4cm を測る 。

1O~ 12は手担土器である 。 10はほぼ完形。 指頭痕あり 。 法量は口径1. 8cm，器高1. 7cm，底径1. 8cmを担IJ る 。

11は口縁部~底部 3 / 4 造存する 。 外面へラケズリ，内面指頭痕あり 。 法量は口径4.0cm，器高3.3cmを損IJ る 。

12は口縁部~底部 3 / 4 遺存する。 内外指頭痕あり 。 法量は復元口径10.5cm，器高3 . 0cm ， 底径7.4cm を測る 。

H -051 (第91 ・ 92図)

調査区中央部に位置する 。 M - 014 ， H - 050に切られる 。 規模は5.51m X 5. 74m を測り，形状は方形を呈

する 。
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覆土は10屑に分層され，自然堆積である。

床面はカマド前面から硬化範囲が認められる。 壁高は約23cmを測る (北壁)。 周溝は，北側を除いて検出

され，幅1 6cm ， 採さ 4 cmを測る 。

ピットは床面に 4 本検出された。 主柱穴は p-1 (径70咽 x 65cm，深さ 78cm ) ・ p - 2 (径29cmx 27cm，深

さ 28cm) ・ p - 3 (径21 cm x 31cm，深さ 22岨) 'P -4 (径33cm x 29cm，深さ 95cm) の 4 本が対角線上に配さ

れる 。 カマドは南西壁中央に検出された。 南西壁隅付近の貯蔵穴は，径69cm x 65cm，深さ 49cmを測り，不整

長方形を呈する。

本住居跡から出土した造物のうち，杯 3 点，高杯 l 占， t甘 l 占、，斐 3 点，計 8 点を図示 した。

1 -3 は土師器杯である。 1 はほぼ完形。 口縁部ヨコナデ， 外而ヘラケズ') ，内而ナデ，内外面赤彩。 法

量は口径13.4cm，器高6.7cm，底部丸底である。 2 はほぼ完形。 口縁部ヨコナデ，外商へラケズリ，内而ナ

デ，内外面赤彩。 法量は口径14 . 4cm，器高5. 9cm，底部は丸底である。 3 は口縁部~底部 3 4 遺存する。 口

縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ，内外商赤彩 (外面体部下端 ・ 内面底部除く )。 法量は口径14 . 2

cm，器高6. 2cm ， 底部は丸底である。

4 は土師器高I干、である 。 口縁部~脚部 4 5 泣存する。 口縁部ヨコナデ，杯、部ヘラケズリ，内面ナデ，脚

部ヘラケズリ，内外面赤彩 (杯部下端除く )。 法量は口径 1 5 . 4cm，残存器高10 . 8c皿を測る 。 5 はほぼ完形の

土師様土甘である 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ，内外商赤彩 (外面胴部下端 ・内面底部除

く )。 法hlは口径1 1. 2cm，器高9 . 8cm，底部は丸底である。

6-8 は土師器愛である。 6 は口縁部~胴部 2 5 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ ， 内面ナ

デ。 法量は口径12 . 8cm，残存器高 1 1. 1cmを測る 。 7 は口縁部~胴部下端 4 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，

外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は口径22 . 6叩，残存器高20 . 2cmを測る 。 8 は口縁部~底部 1 2 遺存する。

口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は口径15 . 9cm。 器高27 . 4cm，底径7.0cmを測る 。

H-053 (第 92図)

調査区中央部に位置する。 H - 025 ， H -037 , H -038 , H -041, H -045 と重複する 。 規模は4.85m x 4. 88 

m を測り，形状は方形と思われる。

覆土は 1 J冒であり， H -038にほとんど破壊されている。 壁高は約30cmを測る (南壁) 。 周溝は重複部分を

除き全周し，幅24cm，深さ 5 cm を胡IJ る 。

ピットは床面に 4 本検出された。 主柱穴は p - 1 (径32cmx 37cm，深さ 51cm ) ・ p - 2 (径28cmx 38cm，深

さ 57cm ) ・ p - 3 (径31cm x 36cm，深さ 52cm) . P -4 (径28cm x 3 1cm，深さ 53cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れる 。 カマドは西壁中央に検出された。

造物は小片のため，図示できなかった。

H -056 (第 93 ・ 94図)

調査区西北部に位置する o H -057 と M-017を切り ， M -00 1 と重複する 。 規模は6.80m x 6. 95m を測り，

形状は方形を呈する。

覆土は 5 屑に分層される。 人為的に埋め戻されている。

床面は中央一帯に硬化範囲が認められる。 壁高は約50cmを測る 。 周溝はカマド部分と重複部分を除き全周

L，幅23cm，深さ 6 cmを測る 。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は P - 1 (径68cmx 44叩，深さ 61cm ) ・ P - 2 (径65cmx 63cm，深

82 



第 4 �;I 古噴時代

さ 64cm ) ・ p - 3 (径67cm X 60cm，深さ 55cm ) . p -4 (径68凹 X 67cm，深さ 74cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する p - 5 は(径50cm X 38cm，採さ 50cm) を iJliJ る 。 カマドは北壁中央に検出され

た。 主柱穴から周滑に向かつて間仕切り構が東に 2 本，西に 2 本走る 。 カマドの東寄りの貯蔵穴は，径89cm

X 80cm，栗 さ 23cmを測り，隅丸長方形を呈する。

本住居跡から出土した造物のうち，勾; 6 点，高均; 3 点，瓶 I 点， 支脚 1 点，玉 2 点，鉄製品 3 点，計 16 古

を図示した。

1 ~ 6 は土師器杯である。 1 は口縁部~底部 4 5 遺存する 。 口縁苦11 ヨコナデ，外国ヘラケズ') ， 内面ナ

デ後ヘラミガキ。 内面黒色処理。 法量は復元口径1 1. 3cm，器商3 . 4cm，底部は丸底である。 2 はほぼ完形。

口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナテ'後ヘラミガキ。 法lif は口径1O.9cm，器高4. 5cm，底部は丸底で

ある 。 3 は口縁部~底部 3 4 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外商へラケズ') ， ヘラナデ後ヘラミガキ。 内外

面黒色処理。 法量は復元口径1 1. 2cm ， 器高3. 7cm，底部は丸底である。 4 は口縁部~底部 1 2 造存する 。 体

部外面ヘラケズリ，口縁部ヨコナデ後へラミガキ，内面ナデ。 法量は復元口径12 . 2cm，器高3. 4cm ， 1.良部は

丸底である。 5 は口縁部~体部 1 4 逃存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内閣ナデ。 法量は復元

口径1 1. 6cm ， 残存苦手高2.8c血を調IJ る 。 6 はロ縁部~底部 1 2 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後

ヘラミガキ，内面ナデ後ヘラミガキ。 内而赤彩。 法盆は復元口径1 2 . 0cm ， 残存器高4 . 3cmを測る 。

7 ~ 9 は土師器高杯である。 7 は杯部 1 2 遺存する 。 内外面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ，外商杯部へ

ラケズリ ， I*J ïliiナデ後ヘラミガキ，内面黒色処理。 法誌は復元口径17 . 6cm，残存器高4.1 cmを測る 。 8 はほ

ぼ完形。 内外商口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ，外面河:部，脚部ヘラケズリ後一部ヘラミガキ，内面ナデ後ヘ

ラミガキ。 内面杯部黒色処理，外面赤彩。 法量は口径13 . 2cm，器高7. 5~8. Ocm ， 底径9 .4cmを測る 。 9 は脚

部 4 / 5 遺存する 。 外面ヘラケズリ後ヘラミガキ，内面ナデ。 法益は残存器高10 . 5cm，底径14. 0cmを測る 。

1 0は土師器甑である。 胴部~底部1/ 4 泣存する 。 外面ヘラケズリ ，内面粗いヘラナデ。 法:hlは残存器高

17 . 2cm，底径8. 8cm を illlJ る 。

11は支脚である。 現存長13 . 8cm，幅7 . 0cm ， J.草さ 7 . 0叩，重量600 . 0g である 。

12~14は鉄鍛である。 12は現存長2 . 6cm，幅0.6cm，厚さ 0 . 2cm ， 重量1. 29g である 。 1 3は茎部である。 長

さ 4 . 3cm，幅1. lcm ， 厚さ 0.3cm，重量3.37g である 。 14は茎部である。 長さ 6 . 7cm，幅0.6cm，厚さ 0.3cm，重

量5 . 2Zg である。

1 5は石製品勾玉である。 長さ 0.9cm，幅O . 7cm，厚さ 0. 6cm，孔径O.l cm，重量0 . 9g である 。

16は土製品勾玉である。 干し径跡がある 。 現存長3 . 1cm，幅1. Oc血，厚さ1. Ocm。 重量3.7g である 。

H -058 (第 94図)

調査区西北部に位置する。 M -015 ， D -036 と重複する。 規模，形状は不明である。

主柱穴は p - 2 (径70cm X 不明，深さ 99 . 8cm) ・ P-3 (径76cm x 径72cm，深さ 108.1凹)を出IJ る 。 P- 5 

は (径約44cm x 径48cm，深さ 18 .9cm) , P -6 (33cm X 10cm , 32cm) は補助柱穴と恩われる。

壁高は約40cm を測る 。 周溝は， 東 西側のみ検出し，幅15cm，深さ 3 cmを測る 。 壁と周溝はやや離れてお

り，南側の周溝は検出できなかった。 南壁中央の土坑は径11 0cm X 55cm，深さ 27cmを測り，隅丸方形を呈 L ，

入口に伴うものである。

本住居跡から出土した造物のうち ， 杯 7 点， 鉢 1 点， 手提 1 点，石製品 1 点，計10点を図示した。

1 ~7 は土師器杯である。 l は口縁部~体部1/10遣存する 。 口縁部ヨコナデ， 外面へラケズリ，内面ナ

デ。 内外面赤彩。 法量は復元口径12.Zcm，残存器高4. 5c皿を測る 。 2 は口縁部~体部1/10遺存する 。 口縁部
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ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内而赤彩。 外而も赤彩の痕跡はあるが剥離している。 法量は復元口

径14.8cm，残存器高3. 7cm を胡IJ る 。 3 は口縁部~体部1/10造存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内

面ナデ。 内外商赤彩。 法量は復元口径1 5 . 8cm，残存器高5.0cmを測る 。 4 は口縁部~体部 1 /10遺存する 。 口

縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内外国赤彩。 法量は復元口径15 . 4cm，残存器高5 . 0cmを測る 。

5 は口縁部~体部 1 / 8 逃存する 。 口縁部ヨコナデ， 外商へラケズ') ，内面ナデ， 内外而赤彩。 法量は復元

口径15.5cm，残存器高4 . 5cmを測る 。 6 は口縁部~体部 1/ 3 泣存する 。 口縁部ヨコナデ， 外商ヘラケズリ，

内面ナデ。 内外商赤彩。 法iAーは復元口径1 5 . 5cm，残存器高5. 5聞を測る 。 7 はほぼ完形。 口縁部ヨコナデ，

外商ヘラケズリ，内面ナデ。 内外面赤彩。 法訟は口径15 . 8cm，器高5.9cm，底部は丸底である。 8 はほぼ完

形の土師器地である。 []縁部ヨコナデ，外而へラケズリ，内面ナデ。 内外面赤彩 (内面胴部下端除く )。 法

量は口径1 1. 4cm，器高9. 3cm，底部は丸底である。

9 は手控土器である。 口縁部~底部 1/ 5 遺存する。 口径3 . 5cm，器高1. 6cmを測る 。

10は砥石である 。 長さ 9 . 8cm，幅7.2cm，厚さ 3. 4cm，重量335.lg である 。

H -059 (第81 . 83図)

調査区中央部に位置する。 H-041に切られるため，規模，形状は不明である。

周溝 床面の一部のみ検出した。 床はよく貼っ ていた。 壁高は約31cmを測る (北壁)。 周溝は北側のみ検

出し，幅18cm，深さ 5 . 0cmを測る 。

本住居跡から出土した遺物のうち，斐 l 点を図示 した。

l は土師器斐の口縁部~胴部 1/10遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は復元

口径15.0cm，残存持高7 . lcm を損o る 。

H-060 (第95図)

調査区西北部に位置する。 M - 043に切られる 。 規模は4.93m x 4. 85m を測り，形状は方形を呈する。

覆土は廃屋後廃材を消却処分し，人為的に埋め戻されている。

床面は中央一帯に硬化範囲が認められる。 壁高は約16cmを測る 。 周溝は西側のみ検出し，幅22cm，深さ 5

cm をìl.1Jる 。

ピァトは床面に 6 本検出された。 主柱穴は p-1 (径28cmx 25cm ， 深さ 14cm) 'P-2 (径26cmx 32cm，深

さ 6l cm) . P -3 (径24cm x 26cm，深さ 39cm ) . P -4 (径28cm x 26cm ， 深さ 32cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，南壁中央付近に位置する P - 5 は(径25cmx 25叩，深さ 13cm) を測り，南西の角付近に位置する P - 6 

は (径15cmx 16cm，深さ 6 cm ) を測る 。 カマドは M - 043に切られ残存せず。 南壁東寄りの貯蔵穴は，径83

cm x 55cm，深さ 50cmを測り，長方形を呈する 。

本住居跡から出土した造物のうち ， 均、 4 点，高町、 l 点，小斐 I 点，楚 2 点，甑 I 点，手控土器 l 点，計10

点を図示した。

1 - 4 は土師器杯である。 1 はほぼ完形である。口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ヘラミガキ，内面ナ

デ。 内面は被熱による剥離がみられる。 薄くではあるが内外面口縁部赤彩。 法量は口径1 3 . 5cm，器高5.6cm ，

底部は丸底である。 2 はほぼ完形である。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内外面赤彩 (体部

下端除く) 。 法量は口径16 . 0cm，器高6 . lcm，底部が丸底である。 3 は口縁部~底部1/ 5 遺存する。 口縁部

ヨコナデ，外商ヘラケズリ，内面ナデ。 法益;は復元口径1 2 . 7叩，残存器高5 . 6cmを祖o る 。 4 はほぼ完形であ

る 。 口縁部ヨコナデ，外面へラケズリ，内面ナデ。 法長は口径15.0cm，器高5. 5cm，底部は丸底である。
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5 は土師器高杯である 。 杯部~基部 1 / 5 遺存する 。 外国ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は残存器高4.5cmを

祖IJ る 。

6 は土師器小型斐である 。 口縁部~底部 4 / 5 遺存する 。 口縁音1\ ヨコナデ，外面へラケズリ，内面ナデ。

剥離面多数あり 。 法量は口径10.5cm. 器高10.6cm，底部は丸底である 。

7 ・ 8 は土師器愛である 。 7 は胴部~底音1\ 1/ 3 造存する 。 外面ヘラケズリ，内面荒いへラナデ。 法量は

残存器高12.0cm ， 底径6.2cmを測る 。 8 は胴部~底部 1 / 8 遺存する。器面剥l務および摩耗著しいため調整不

明。 法量は残存器高5. 5cm，底径7.0cmを測る 。

9 は土師器甑である。 口縁部~底部。 外面ヘラケスリ，内面ナデ。 法量は復元口径23.6cm，器高2 1. 2cm , 

底径8.0cm を ìßIJ る 。

10はほぼ完形の手控土器である。 法量は口径5.3cm ，器高4.0cm，底部は丸底である。

H -062 (第96図)

調査区西北部に位置する。 M -042 ， M - 043 , H - 063 と重複する 。 規模は4.91m x 4. 92m を測り，形状

は方形と思われる 。

覆土は 5 層に分層され，人為的に埋め戻されている 。

床面全体に硬化範囲が認められる 。 壁高は約50cmを測る (南壁)。 周溝は，調貸区外部分を除き全周 し，

幅21cm ， i菜さ 7 cmを 1則る 。

ピットは床面に 4 本検出された。 玉柱穴は p-1 (径81cmx 75四，深さ 49cm) ・ p- 2 (径68cmx 77cm，深

さ 45cm) ・ p- 3 (径77cmx 84cm，深さ 62叩) に配され， カマドと 正対して位置する p - 4 は (径32cmx 27cm , 

深さ 17cm) を測る 。 カマドは片袖のみ検出された。

本住居跡から出土した造物のうち杯 3 点， 主主 1 点，土製品 l 点，石製品 2 点，計 7 点を図示した。

1 ・ 2 は土問i器杯である。 1 は口縁部~底部 1/ 3 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナ

デ後ヘラミガキ。 法量は復元口径12.3cm，器高3.6cm，底部は丸底である。 2 は口縁部~底部 1/ 3 遺存する 。

ロクロ成形。 体部下端回転ヘラケズリ，底部静止糸切り後ヘラケズリ，内外面赤彩。 法量は復元口径12. 5cm , 

器高4.0cm，復元底径9.0cmを測る 。

3 は須恵器杯である。 口縁部~底部 1/ 4 遺存する 。 ロクロ成形。 体部下端回転ヘラケズリ，底部ヘラ切

り。 法量は復元口径12.6cm，棒高4.6cm，底径7.4cm を測る 。

4 は土師器斐である 。 口縁部~胴音1\ 2 / 3 遺存する 。 外面ヘラケズリ，口縁部ヨコナデ，内面ナデ，口縁

部ヨコナデ。 法量は口径14.5cm，残存器高13. 5cmを測る 。

5 ・ 6 は石製品である 。 5 は砥石である 。 長さ 7.7叩，幅1. 8cm，厚さ 0.6cm ， 重量14.1g を測る。 6 は石

皿である 。 長さ 9. 3cm，幅8.8cm，厚さ 3.9cm，重量438.4g を測る 。

7 は完形の土製紡錘車である。 径5.2cm，厚さ 2.6cm，孔径0 . 7cm，重量83.1g を測る 。

H -064 (第97図)

調査区西部に位置する。 H -071 ， D-037 , D-042に切られる 。 規模は5.95m x 5. 90m を測り，形状は方

形と思われる 。

覆土は廃屋後焼却処分され，人為的に埋め戻されている。

床面は中央一帯に硬化範囲が認められる。 壁高は約40cmを測る(東壁)。周溝は西壁一部を除いて検出さ

れ，幅23cm，深さ 3 cm を祖IJ る 。
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ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は p-1 (径40cmx 33cm，深さ 71cm ) ・ P-2 (径38cmx 35cm，深

さ 67cm) . P -3 (径38cmx 33cm，深さ 65cm ) ・ P - 4 (径40cm x 65cm，深さ 33cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ， 南壁付近に位位する P- 5 は(径26cmx 26cm，深さ 8 cm) を測る。 カマドの柑lは検出きれなかっ たが，

火床部が北壁寄りに検出された。 各主柱穴の外側から周溝に向かつ て 3 条の間仕切り構が東西に走る。 1M壁

西寄りの貯蔵穴は，径97cm x 74cm , i~ さ 36cmを測り ，隅丸長方形を呈する。

本住居跡から出土した遺物のうち杯 2 点を図示した。

1 は須店、総杯である。 口縁部~体制11 10遺存する 。 ロクロ成形。 外面下端1ll1 ;1~ヘラケズリ 。 法主iは復元

口径1 1. 8cm，残存~1f高3 . 8叩を測る 。

2 は土師務停である。 口縁部~底部 1 2 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズ 1) ，内面摩耗のため

調整不明。 法量は復元口径13 . 8叩，器高5.6cm，底部は丸底である。

H -067 (第98 . 99図)

調査区中央部に位置する。 H -028に切られる。 規模は不明 x 6 . 15m を測り，形状は方形と思われる。

覆土は 3 層に分層され，人為的に埋め戻されている 。

壁高は約30cmを測る。 周溝は切られる部分を除き全周l，.，幅20cm ， 深さ 3 cmを測る 。

ピットは床而に 4 本検出された。 主柱穴は P-1 (筏40cmx 38cm，深さ 81 cm) . P -2 (径35cmx 38cm，深

さ 87cm ) ・ P - 3 (径49cmx 44cm，深さ 89cm) . P -4 (径40cmx 41cm，深さ 92cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れる。 周溝から P-l ， P-3 , P-4 に向かつて 3 条の間仕切り泌が走る。 南東壁寄りの貯蔵穴は， 径90

cm x 68cm，深さ 24cm を祖IJ り，楕円形を呈する。

本住居跡から出土した造物のうち杯12.'!i.， 土甘 3 '占， :;:':r 1 点， "ﾆ 4 点，すり鉢 1 点，石製品 2 点，鉄製品 I

点，土製品 l 点，務猶 1 点， 計26点を図示した。

1 -8 は土師器杯である。]は口縁部~底部 112 遺存する 。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズリ ， 輪積痕

あり， I*Ji面ナデ。 法量は復元口径1 1. 8cm，器高4 . 9cm ， 底部は丸底である。 2 はほぼ完形である。 口縁部ヨ

コナデ，外国ヘラケズリ，内面ナデ，内外面赤彩 (外面体部下端除く ) 。 法誌は口径13 . 8cm，器高5. 7cm，底

径5. 2cmを測る 。 3 は口縁部~底部 2 3 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内面赤彩。

法量は口径1 3 . 7cm，器高5.2cm ， 底部は丸底である。 4 は口縁部~底部 1 2 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外

面へラケズリ， I大'lj面ナデ後ヘラミガキ。 法訟は復元口径13 . 4cm，器高4. 9cm，底部は丸底である。 5 は口縁

部~底部 2 3 泣存する 。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ，内面ナデ。内外面赤彩(外商体部下端除く ) 。

法量は復元口径14 . Jcm，器高5 . 3cm，底部は丸底である。 6 は完形である 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ

リ ， 内面ナデ。 内外商赤彩 (外而体部下端除く ) 。 法主iは口径14.3cm，器高6 . 2cm，底部は丸底である。 7 は

口縁部~底部 1 4 巡存する 。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内外面赤彩 (体部下端除く) 。

法量は復元口径13.8cm ， 器商3 . 3cm ， 底部は丸底である。 8 は口縁部~体部 113 逃存する。口縁部ヨコナデ，

外商ヘラケズリ ， 内面ナデ。 内外而赤彩 (外面体部下端除く ) 。 法誌は復元口径16.9cm，残存器高4 . 6cmを測

る 。

9 -12は土飾部椀型同;である 。 9 は口縁部~底部 2 3 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外国ヘラケズリ，内

面ナデ。 輪積痕あり 。 内外面赤彩 (外面体部下端 ・ 内面体部除く ) 法量は復元口径10.0cm，器高8. 6cm，底

径5 . l cmを測る 。 10は口縁部~底部 1 2 遺存する。口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ ，内面ナデ。 法訟は復

元口径1 1. 5cm，時高7 . 2cm，底径5目 2cmを測る 。 11はほぼ完形である。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，口

縁部ヨコナデ後内面ナデ。 内外商赤彩，内面底部に赤彩で rXJ 印あり 。 法量は口径14 . 4四，器高6. 9cm ，
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底部は丸底である 。 12は口縁部~体部 11 4 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外国へラケズリ，内面ナデ。 内外

面赤彩(内面体部下端除く) 。 法量は復元日径15.0cm，残存器高6目 5cmを測る 。

13-15は土師器I甘である 。 13は口縁部~体部 1 / 2 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズ リ，内面ナ

デ，輪積痕がみられる 。 内外商赤彩 (外面胴部下端 ・ 内面胴部除く ) 0 14はほぼ完形である。 口縁部ヨコナ

デ，外面ヘラケズリ後へラナデ，内外面赤彩 (外面底部・内面胴部除く) 。 法最は口径8 . 2cm ，告~高 13.0cm ，

底部は丸底である 。 1 5は口縁部~底部 6 / 8 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面へラケズ 1) ，内面ナデ。 内外

国赤彩 (外商胴部下端・内而胴部除く ) 。 法量は口径1O.3cm，器高12.6cm，底部は丸底である。

16- 18は土師器懇である 。 16は口縁部~胴部 1 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズ リ，内面に

輪積痕がみられる 。 法量は口径14 . 8cm，残存総高5 . 7cmを測る。 17は口縁部~胴音1\ 1 / 3 造有ーする 。 口縁部ヨ

コナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ，輪積痕がみられる。 法量は復元口径15 . 8cm ， 残存器高15. 0cm を測る 。

18は口縁部~底部 2 / 3 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ ，内面ナデ。 法量は復元口径14. 1cm , 

器高23 . 9cm，復元底径7.0cm を調Ijる 。

19は土師器霊である。 口縁部ヨコナデ， 外面へラケズ 1) ，内面ナデ。 法量は口径1 1. 8cm，器高 15.0cm，底

部は丸底である。

20は須恵器裂の胴部片である 。 外面に タタキ目とカキ目 ， 残存器高8.8cmである。

21は士郎器のすり鉢片である。

22は砥石である。 残存長4.0cm，幅3 . 8cm，厚さ 0. 5cm，重量14 . 2g である 。

23は1国務である。 長さ 9.8cm，幅6. 9cm，厚さ 6.1 cm，重量698 . 8g を測る。

24は軽石である。 長さ 8. 2cm，幅9. 8cm，厚さ 6 . 1cm，重量78. 4g である。

25は土製品で勾玉形模造品である。 長さ 3.6cm，幅1. Ocm，厚さ O. 9cm，重量3. 2g である 。

26の鉄製品は円形を呈すると思われる。 長さ 2 . 5cm ， 幅 1. Ocm，厚さ O. 1cm，重量2.0g である 。

H -069 (第 100図)

制査区中央北部に位tftする 。 H-072と重複する 。 規模は4.35m x 4. 10m を測り，形状は方形を呈する 。

援土は 3 層に分層され，人為的に埋め戻されている。

床面は貼り床で黒色ロームで固めである。 壁高は約36cmを測る。 薄い周溝がカマド部分を除いて幅 5 cm , 

深さ 2 . 5cm を測り， 全周する 。

ピ ッ トは床面に 5 本検出された。 主柱穴は p-1 (径38cmx 44cm，深さ 78cm) ・ p - 2 (径26cmx 27咽，深

さ 69cm) . P -3 (径27cmx 31cm，深さ 56叩) ' P-4 (径30cmx 22cm，深さ 51cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する P- 5 は (径30cmx 36cm，深 さ 15cm) を ißlj る 。 カマドは北壁中央に検出され

た。

本住居跡から出土した遺物のうち杯 1 点，受 1 点， 宣 l 点，支脚 1 点，鉄製品 l 点， 言十 5 点を図示した。

1 は土師器杯である 。 完形である 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズ リ，内面ナデ後ヘラミガキ。 法量は口

径12.4cm ， *十高3.7cm，底部は丸底である 。

2 は須恵器査の頚部片である。

3 は土師器愛である。 口縁部~胴部 11 6 遺存する。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズリ，内面白縁部ヨコ

ナデ後ヘラナデ。 法量は復元口径22.4cm，残存器高 10.7cmを測る 。

4 は支脚である。 残存長5.3cm，幅4.3cm，厚さ 4. 1cm，重量75. 1 g を測る。

5 は万子である 。 現存長1O.4cm，幅1. 5cm ， 厚さ 0 . 3cm，重量8. 9g を測る 。 茎部には木製柄が遺る 。
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H -071 (第 101図)

調査区西部に位置する 。 H-065 ， H-066 , D-040と重複する。 規模は不明，形状は長方形と思われる。

壁高は約30c皿を測る(南壁)。 周溝は検出きれなかった。。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は p- 1 (径26cmx 27cm，深さ 34cm) ・ p - 2 (径34cmx 33cm，深

さ 61cm) . p -3 (径40cmx 35cm，深 さ 73cm) ・ p - 4 (径30四 x 33cm，深さ 60cm) の 4 本が対角線上に配さ

れる 。 東壁付近に検出された p- 5 は(径35cmx 43cm，深さ 16cm) を測る 。 カマドは検出されなかった。

本住居跡から出土した遺物のうち杯 2 点を図示 した。

1 . 2 は土師器杯である。 l は口縁部~体部 1 4 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ヘ

ラミガキ。 内面赤彩。 法量は復元口径14.6c田，残存器高4. 3cm を出1)る 。 2 は体部~底部 1 / 2 i立存する。 外面

ヘラケズリ ， 内面ナデ。 内外面赤彩 (体部下端)。 法量は残存器高5.8cm，底部は丸底である 。

H -072 (第102図)

調査区中央北部に位置する 。 H-069と重複する 。 規模は5.37m x 5. 45m を測り，形状は方形を呈する 。

床面は中央一帯に硬化範囲が認められる 。 壁高は約20cm を測る 。 周溝は，貯蔵穴部分を除き，幅30cm，深

さ 2 . 5cm を祖1) 1)，全周する 。

ピットは床面に 7 本検出された。主柱穴は P-1 (径28cmx 26cm，深さ 59cm) ・ P-2 (径34cmx 33cm，深

さ 59cm) ・ P - 3 (径40cmx 35岨，深さ 61cm) ・ P - 4 (径36咽 x 37cm，深さ 54cm) の 4 本が対角線上に配さ

れる。 P- 5 (径19cmx 17cm，深さ 9 . 2cm ) ・ P - 6 (径44cmx 42cm，深さ 10 . 9cm) ・ P - 7 (径60cmx 48cm , 

深さ1O.9cm ) を測る。 カマドも炉も検出きれなかった。 造存状態は良好で，火床部東側がよく焼けている 。

南壁束寄りの貯蔵穴は，径150cmx 118cm，深さ 22cmを測り，楕円形を呈する。

本住居跡から出土した造物のうち杯 2 点，高杯 l 点，斐 1 点 ， 玉 2 点，石製品 2 点，計 8 点を図示した。

1 ・ 2 は土姉器杯である。 1 は口縁部~体部 1 / 4 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外国丁寧なミガキ，内面

ナデ。 内外国赤彩。 復元口径13.6cm，残存器高4 . 4c図;を測る 。 2 は口縁部~体部 114 遺存する。 口縁部ヨコ

ナデ，外面ヘラケズ ，) ，内面ナデ。 内外商赤彩。 法量は復元口径16.0cm ， 残存器高5 . 6cmを測る 。

3 は土師器高杯のミニチュ 7である。 脚部のみ遺存する。 外面ヘラケズリ，内而ヘラミガキ。 内面黒色処

理。 法長は残存器高2.7cm ， Jß主径4 . 4cmを測る。

4 は土師器愛である 。 口縁部~胴部 1 / 3 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量

は口径14 目 8cm，残存器高14.8cm を測る。

5 ・ 6 は打石である。 5 は長さ 5 . 2cm，幅10.3cm，厚き 4.2cm ， 重量294.3g である。 6 は長さ 8.2cm，幅10.5

cm ， 厚 さ 4 . 1cm，重量530.6g を測る 。

7 . 8 は石製臼玉である。 緑岩石と思われる 。 7 は径O. 3cm，厚さ 0.35cm，孔径O. 1cm，重量O. l1 g を測る 。

8 は径0.6cm，厚さ 0.4cm，孔径O. 1cm，重量0.21g を測る。

H -074 (第 103図)

調査区西部に位置する。 M-024に切られる 。 規模・形状ともに不明。 壁高は約10仰を測る (東壁) 。 周溝

は検出されなかった。

ピ ッ トは床面に 2 本検出された。 主柱穴は P ー 1 (径38cmx 45cm，深さ 51c皿) ・ P- 2 (径38cmx 45cm，深

さ 42cm) . P -3 (径37cmx 42cm，深さ 22cm) を測る。 カマドは検出されず，火床部が北壁に検出された。
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H -076 (第 104図)

調査区西部に位置する。 H-075, D -048. D -052 と重複する 。 規模，形状はともに不明である。

覆土は撹乱が激しい。

周溝は，北東の隅のみ検出され，幅12cm，深さ 3 cm を iWI る 。

ピットは床面に 7 本検出された。 主柱穴は P ー 1 (径 57cmx 60cm，深さ 74cm) . p -2 (径58叩 x 48cm，深

さ 50cm ) ・ p - 3 (径83cmx 60cm，深さ 47cm ) . P -4 (径67cmx 55cm，深さ 48cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れる 。 また. P-5 (径40cmx 52cm，深さ 10cm ) . p -6 (径57cmx 59cm . 深さ 11cm ) . P ー 7 (径66叩 x42cm) 

は補助柱穴と考えられる。 カマドは検出されず，火床部が北壁寄りに検出された。

本住居跡から出土した遺物のうち杯 2 占を図示した。

1 . 2 は土師器杯である。 1 は口縁部~底部 1 / 2 泣存する 。 口縁部ヨコナデ，外商へラケズリ，内面ナ

デ。 体部上端内外商赤彩。 法量は復元口径13 . 4cm，器高4 . 3cm. 底部は丸底である。 2 は口縁部~底部 4 / 5

泣存する。 口縁部ヨコナデ， 外而ヘラケズ') .内面ナデ。 内外而体部上端赤彩。 法量は口径12 . 9cm，器高5 . 6

C皿，底部は丸底である 。

H-077 (第 1 03図)

調査区西部に位置する。 D -047 ， D-049 , D- 050, D-053に切られる 。 規模は4.35m x 4. 35m を測り，

形状は方形と思われる。

壁高は約16cmを測る (東壁)。 周I再検出きれなかった。

ピットは床面に11本検出された。 主柱穴は P-1 (径45cmx 14. 2cm，深さ 14cm) ・ P- 2 (径45cmx 16. 8 

cm，深さ 16cm ) . P -3 (径40cm x 12. 3cm，深さ 13cm ) . P -4 (径50cmx 17. Ocm，深さ 27cm ) を出1I り，補助

柱穴は P - 5 (径35cmx 17cm，深さ 18cm ) , P -6 (径32cmx 15cm，深さ 15cm) , p-7 (径30叩 x 16cm. 深さ

16cm) , P -8 (径20叩 x 24cm，深さ 24cm ) , P -9 (径28cmx 12. 6cm，深さ 13cm ) , P -10 (径22cmx 13. 6cm , 

深さ 14cm) , P -11 (径30c血 x 61cm，深さ 21cm ) を測る 。 カマドは検出されず，南の隅に貯蔵穴が検出され，

径52cm x 83cm，深さ 27cmを測り，不整楕円形を呈する。

本住居跡から出土した造物のうち杯 3 点，手控 2 点，計 5 点を図示した。

1- 3 は土師諮問、である 。 l は口縁部~底部 1 / 2 i立存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ') ， 内面ナ

デ。 法畳は復元口径8. 8cm，器高4. lcm，復元底径3. 2cm を測る 。 2 は口縁部~底部 2 / 3 遺存する。口縁部ヨ

コナデ，外商ヘラケズリ ， 内閣ナデ。 内外商赤彩 (内面底部除く )。 法量は口径14 . 9四，器高5. l cm，底部は

丸底である。 3 は口縁部~底部 1/ 2 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズ') ，内面ナデ。 法量は復元

口径12 . 6cm，器高5 . 5cm，底部は丸底である 。

4 . 5 は手控土器である。 4 はほぼ完形である。 外面指頭痕，内面輪積痕あり 。 法量は口径5.5c皿， 器高

6.1cm，底径4. 0cm を祖1I る 。 5 はほぼ完形である。 ロ縁部ヨコナデ，外関ヘラケズ') ，内面荒いヘラナデ。 法

Hは口径8.8叩，器高6. lcm，底径3.0cm を祖1I る 。

H -078 (第 105 . 106図)

調査区西南部に位置する。 H -079と重複する 。 規模は5 .45m x 5. 55m を測り，形状は不整楕円形を皇す

る。

壁高は約40叩を測る(東壁)。 周溝は北壁と東壁のみ検出し，幅30cm，深さ 6 cmを測る 。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は P-I (径39cmx 45咽，深さ 28cm) ー P-2 (径44cmx 38叩，深
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き 2lcm) . p -3 (径39cm x 43cm，深さ 24cm ) . P -4 (径37叩 x 36cm，深さ 36cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ， P-5 は (径44cmx 5lcm，深さ 27cm ) をiJllJ る 。 カマドは検出されず，炉が中央やや南よりに検出された。

本住居跡から出土した遺物のうち郎 7 占， ~3 点，百五 2 ，主，手銀土器 1 点.支脚 l 点，玉 l 札鉄製品 I

点，計16点を図示した。

1-7 は土師器杯である。 1 は完;Jf~である 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ，内面ナデ。 内外而赤彩 (内

面体部下端除く ) ，外商の赤彩は一部はげている。 法11は口径14 . lcm，総高4 . 8cm ， ，.正吉11は丸底である。 2 は

完形である。 ロ縁部ヨコナデ，外国ヘラケズリ，内而ナデ。 法lll:は口径 1 3.5cm ， 器高5 . ] cm，底部は丸底で

ある 。 3 は口縁部~底部 4 5 遺存する。 口縁部ヨコナテ\外而ヘラケズリ，内面ナデ。 法盆は口径12 . 8cm ，

残存器高5.3cm，底部は丸底である 。 4 は口縁部から底部 3 4 造存する 。 口縁者11 ヨコナデ，外面ヘラケズリ ，

内面ナデ。 内外面赤彩 (外国底部，内面体部下端除く )。 法量は口径12.8cm. 7，;F向 5 cm，底部は丸底である。

5 は口縁部~底部 I 2 遣存する 。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズ') .内面ナデ。 内外商赤彩(外而Ik~部

内而体部下端除く ) 。 法:lltは口径 1 3 . 5叩. r，;F tfJ 5.2cm，底部は丸底である。 6 は口縁音11-底部 I 4 泣存する。

口縁部ヨコナデ，外I師ヘラケズリ，内面ナデ。 内外面赤彩 (底部除 <) 。 法起;は復元口径14 . 0cm，残存器73

4 . 3cm ， 底部は丸底である。 7 はほぼ完形である。 ロクロ成形。 底部回転糸切り 。 外面に 「大」 の辺住があ

る 。 法盆は口径12. 9cm，器高4.6cm ， 底径6 . 5cmを測る 。

8 は手控土器である。 ほぽ完形である。 外商ヘラケズ') ，内而ナデ，外而底部に木葉浜か。 法量は口径6 . 4

cm，器高2 . 5cm，底部は2 . 5cm を出IJ る 。

9-]]は土師器裂である。 9 は底部 I 5 遺存する 。 外国ヘラケズリ，内面ナデ。 残存総高2 . 2cm. 底径8.0

cmを測る。 10は胴部~底部 I 5 である 。 外商ヘラケズリ，内而ナデ。 残存協同5.3cm，底径6 . 0cmである 。

11 は口縁部~胴部 I 1 0逃存する。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズ') ，内面ナデ。 法iifは復元口径17.5cm ，

残存器市6. 0cmである 。

12 ・ 1 3は土師器甑である。 12は口縁部~底部 4 5 ill存する 。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズリ， Iλl而ナ

デ。 法誌は口径24 . 4cm ， l!if高 19 . 8cm ， Ii!<径7 . 5cmを測る 。 13は口縁部~胴部 1 4 遺存する。 口縁部ヨコナデ，

外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内而口縁部から頭部には輪和痕がみられる。 法iitは口径24 . 2cm，残存i阜商 17.0

cm をiJllJ る 。

14は支脚である。 長さ 10 . 5cm，幅3 . 8叩，1!，1き 4 . 5cm，重量306 . 6g である 。

1 5は釘である 。 長さ 5.9cm，何0.5cm，厚さ 0 . 4cm，重量4.5g である 。

16は土製包玉である。 長さ 2 . 7cm，径1. 2cm，孔径O. lcm，重量4 . 9g である 。

H-080 (第 106 . 1071ffi) 

調査区西部に位置する。 M-037に切られる 。 規模は5 .40m x 5. 09m を測り，形状は方形を呈する。

床面は中央一常に硬化純凶が認められる。 壁高は約40cmを測る m壁) 。 周 1昨は，カ 7 ド部分， M -037に

切られる部分を除き全期 L ， 師29cm，深さ 5 cmを測る。

ピ ッ トは床面に 5 本検出された。 主柱穴は P-I (径27cmx 23cm，深さ 50cm) ' P-2 (径29cmx 27cm ， 深

さ 45cm) . P -3 (径32cmx 3lcm，深さ 74cm) . P -4 (径30cmx 32cm，深 さ 74cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する P- 5 は (径25cmx 28cm ， 深さ 4 cm ) を測る。 カマドは北壁中央に，炉は住

居跡中央から検出された。 併用していたようだが，炉は使用されなくなってからの期間が長いと考えられる。

本住居跡地、ら出土した造物のうち杯 8 点 ， 間杯 l 点， ~2 占，玉 9 点，言i-20占を図示した。

1-8 は土師器昨である。 l は完形である。 口縁部ヨコナデ，外I町ヘラケズリ，内面口縁部ヨコナデ。 法
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設は口径13.8cm，器高5. 2cm，底部は丸1Î'iである 。 2 はほぼ完形である。 口縁部ヨコナデ，外而1ヘラケズリ

後ヘラミガキか，内面ナデ。 内外面赤彩。 法益は口径1 1. 2cm，器高5 . 2cm，底部は丸底である。 3 はほぼ完

形である 。 口縁部ヨコナデ，外面へラケズ') ，内面ナデ。 法量は口径14 . 7cm，器問5 . 1cm，底部は丸Jまであ

る 。 4 は口縁部-1Î'i部 4 5 泣存する 。 口縁部ヨコナデι 外而ヘラケズリ， r~Jfffi ナデ。 法i止は口径14 . 8cm ，

残存株高5. 7cmを測る 。 5 は口縁部-li.li.苦111 3 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ後ヘラナデ， I大l

而ナデ。 内外I町赤彩。 法置は復元口径1 2 . 9cm , R~~':j4 . Ocm，底部は丸底である。 6 は口縁部~底部 3 4 逃存

する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ，内而ナデ。 法!L<は口径13 . 0cm，昔話高5 . 8cm，底部は丸j氏である 。

7 は口縁部~体部 1 2 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ，内面iナデ。 内外国ij i，和彩。 法i止は口径

17 . 8cm，残存器高5.1cmを測る 。 8 は椀型杯で門縁部~底部 4 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ.外面ヘラケズ

リ後ヘラナデ， fkHl師ナデ。 法益は口径1 1. 8cm，株高8.8cm，底部は丸底である。

9 は土師器商停である。 脚部 1 3 迂I存する。 脚部外商ヘラケズ') ， 裾部外而ヨコナデ。 脚部内而ナデ。

脚部下端赤彩。 法主iは残存器7~7 . lcm，復元底径10. 2cmを測る 。

10 ・ 11 は土師器楚である。 10は口縁部~胴部 1 4 泣存する 。 口縁部ヨコナデ，外I面ヘラケズリ，内面ナ

デ。 法量は口径15.6cm，残存器高!O. Ocmを測る。 11は胸部~底部 1 4 遺存する。 外面ヘラケズリ， P-JÕ師ナ

デ， 輪積痕がみられる。 法量は残存協商16 . 2cm，成径7 . 5cmを測る 。

12-20は土玉である。 12は完形である。 径0.9cm，厚さ O . 7cm，孔径O. 1cm-0. 2cm. 丞fJ:0.6g を測る。 1 3

は完形である。 径0.8cm，厚さ 0. 85cm，孔径O. 1cm-0. 2cm , lIU;lO . 6g を測る 。 1 4は完形である。 径0.9cm ，

l厚き O . 7cm，孔径O. 15cm-0. 2cm，重iltO . 6g を測る 。 15は完形である。 径0 . 85cm ， J草さ 0 . 8cm，孔径O . 15cm , 

重j;iO . 8g を測る 。 16は完形である。 径1. Ocm，厚さ O. 7cm，孔径O. 2cm-0. 3cm，霊:@:O . 8g を測る。 1 7は完形

である。 径0 . 9cm ， 厚さ 0.8cm，孔径O. 1cm-0. 3cm , 1Il:JïlO. 8g を測る 。 18は完形である。 径0.9cm，厚さ O. 7 

cm，孔径O. 1cm-0. 2cm，重量0.6g を測る 。 19は完形である。 径0 . 8cm，厚さ 0.7cm，干し径O.2-0. 3cm，重窓

0. 6g を首111 る 。 20は完形である。 径0. 9cm ， J!;! さ O . 7cm，孔径0.lcm-0. 2cm，重量0. 6g を ìJIII る 。

H -081 (第 107 . 108図)

調査区中央部に位置する。 H-082 ， M - 042 , M - 043に切られ， D-059 , D-063と重複する 。 規模は不

明。 形状は方形と思われる。

J忠商は中央ー干f-iに硬化純聞が認められる。 披日は約 1 6cmを測る 。 周i昨は切られた部分を除き全周し，幅21

cm ， 深さ 5 cm を ilill る 。

ピ ッ トは床而に 5 本検出された。 主柱穴は Pー 1 (径32cmx 30cm，深さ 43cm ) ー p - 2 (径32cmx 33cm，深

さ 62cm ) . p -3 (径33cm x 3 1 cm，深さ 38cm ) . P -4 (径30cm x 3 1cm，深さ 61cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する P- 5 は (径25cmx 22cm，深さ 18c皿) を間IJ る 。 カマドは西壁中央に検出され，

H - 082に切 られる 。 商壁の東隅に貯蔵穴が検出され，径88cm x 78cm，深さ43cmを測り，円形を呈する 。

本住居跡から出土した遺物のうち杯 4 点，鉢 2 点，小斐 l 札斐 l 占，甑l.<'!:，手控土器 1 点， 計10点を

図示 した。

1 - 4 は土師器杯である。 1 は口縁部~底部 2 3 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ，内面ナ

デ。 lλl外而赤彩。 法ii1は口径12. 8cm , ~ff~~~5 . 5cm ， 底部は丸底である。 2 は口縁部~体部 1 3 逃存する 。 口

縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内外而赤彩。 法量は復元口径15.0cm ， 残存器問3 . 7cmを測る 。

3 は口縁部~底部 11 3 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ，内面ナデ。 内外国赤彩 (外I面体部下

端除く ) 。 法誌は復元口径16.0cm，残存器高4.4cmを測る。
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4 は土師器椀型杯である。 口縁音I\~底部 2 / 3 遺存する 。 口縁部ヨコナデ， 外而へラケズリ後ヘラナデ，

内面ナデ，内外面赤彩 (体部下端除く ) 。 法量は口径12 . 4四，器高9 . 2cm を祖iJる 。

5 , 6 は土師器鉢である。 5 はほぼ完形である。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面荒いヘラナデ。

内外面赤彩 (体部下端除く )。 法量は口径J 7 . 6cm ， T.寺高7 . 4 cmを測る。 6 は口縁部~底音1\ 3 / 4 遺存する。 縦

方向のヘラ ケズ 1) ，底部横方向のへラケズリ ， 内外面赤彩 (胴部下端除く) 。 法量は口径16 . 1cm，器高1 1.9 

cm，底径5目 8cm を i則る 。

7 は土師器小型愛である 。 口縁部~胴部 2 / 5 遺存する。 口縁部 ヨ コナデ，外而ヘラケズリか (摩滅によ

り詳細不明) 。 法量は口径12 . 3cm，器高9 . 0cm を測る 。

8 は土師器甑である 。 3 / 4 遺存する。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズリ ， 内面荒いへラナデ。 法量は口

径22 . 8cm ， 昔話高 1 6 . 0cm ， 底径5 . 5cm を祖iJる 。

9 はほぼ完形の手控土器である 。 内外面指頭痕。 法量は口径4. 9cm，器高2 . 6cmを測る 。

1 0は須恵器薬である 。 頭部のみ 1 /10遺存する。 ロクロ成形。 頚部隆帯直 F に櫛描き波状紋あり 。

H -082 (第 108 ・ 109図)

調査区中央部やや西よりに位置する 。 H-081, H -083と重複する 。 規模は6.20m x 6. 19m を測か 形状

は方形を呈する。

床面は全体に硬化範囲が認められる。 壁高は約36cmを測る 。 周溝は， カマド部分を除き 全周し ， 幅2 1cm ，

深さ 6 cmを担iJ る 。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は p - 1 (径45cmx 42cm，深さ 68cm ) . p -2 (径68cmx 82cm ， 深

さ 64cm) ・ p- 3 (径4 1cmx 7 3cm，深さ 63cm) . P -4 (径62cmx 103cm，深さ 89cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する P - 5 は (径49cmx 45cm，深さ 37cm) を視1);る 。 カマドは北壁中央に検出 され

た。

本住居跡から出土 した造物のうち杯 5 点 ， 主主 l 点，石製品 l 点，支脚 1 点 ， 計 8 点を図示 した。

1 ~ 5 は土師器杯である。 1 はほぼ完形である 。 口縁部ヨコナデ， 外面へラケズリ， 内而ナデ。 内外面赤

彩 (休部下端除く ) 。 法量は口径11 . 6cm ， 器高4 . 9cm，底部は丸底である 。 2 は口縁部~底音1\ 3 / 4 造存する。

口縁昔1\ ヨコナデ，外面体部ヘラケズリ 。 内面ナデ。 内外而赤彩 (体部下端除く ) 。 法量は復元口径13 . 3cm , 

器高5. 2cm，底部は丸底である 。 3 は口縁部~底部 1 /3 遺存する。 口縁部ヨコナデ，体音1\ヘラケズ リ ，内面

ナデ。 内外面赤彩 (底部除く )。 法量は復元口径13.3cm，器高6 . 0cm ， 底部は丸底である。 4 は口縁音I\~底部

11 2 造存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ヘラケズリ後ヘラナデ。 内外面赤彩 (外面体部下

端除く )。法量は復元口径1 1. 6cm，器高4 . 0cm ， 底部は丸底である 。 5 は口縁部~底部 1 /10遺存する 。 口縁

部ヨコナデ，外国ヘラケズリ， 内面ヘラミガキ。 法量は復元口径13 . 1 cm，残存器高2 . 9cmを測る。

6 は土師得懇である。 口縁部~底部 2 / 3 遺存する 。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズリ ， 内面ナデ。 法量

は口径18 . 2cm ， lt!f高 27 . 2cm，底径6 . 7cm を測る 。

7 は土製支脚である 。 長さ 10. 1 cm，幅5 . 5咽，重量122 . 2g を測る 。

8 は砥石か。 長さ 1 1. Ocm，幅8 . 0cm ， 厚 さ 1. 3cm ， 重量は 167 .4g を測る 。

H -083 (第 109 ・ 110 ・ 111図)

調査区中央部やや酋よりに位置する 。 H-082 ， M - 037に切 られる 。 規模は5 . 50 (推定) m X 5.50m と推

測できる。 形状は方形と思われる 。
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廃屋後廃材を焼却処分している。 焼土や炭を床而より検出した。

床而は中央ー干ifに硬化範囲が認められる。 t在日は約30cmを測る 。 周溝は他遺構に切られる部分とm壁中央

を除き，検出した。 幅22cm. 深さ 7 cmを測る 。 南壁の周溝は途中で断ち切れている。

ピットは床而に 6 本検出された。主柱穴は P-1 (径36cmx 33cm . 深さ 54cm ) . P -2 (径24cmx 27cm. 深

さ 23cm ) . P -3 (径34cmx 3 1 cm. 深さ 51cm) . P -4 (径30cmx 2 7cm . 深さ 70cm ) ・ P-5 (径35cmx 34cm. 

深さ 25cm ) . P -6 (径40cm x 35cm. 深さ 52cm) を測る 。 カマドは北壁中央に検出 された。 T有壁巾央付近に

検出された貯蔵穴は， 径129cmx 85cm . 深さ 37cmを測り，附丸長方形を呈する。

本住居跡から出土した遺物のうち杯 3 占，問問、]点，小鉢 l 点. ~5 点，甑 2jh，石製 11':"1 1 点， 計13 ，1.~1 を

図示した。

1 ・ 2 は土師器向、である 。 I は口縁部~底部 3 4 泣存する。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズ') . 内而ナ

デ。 内外而赤彩。 法量は復元口径 14 . 9cm. 器商5. 5cm を iJ11Jる 。 2 は口縁部~体部 2 3 逃存する。 口縁部ヨコ

ナデ，外而ヘラケズリ ， 内而ナデ。 内外而赤彩 (体部下端除く )。 法量は復元口径12.9cm. 残存待問5.5cm を

測る。

3 は土師Rä:高杯である 。 杯部 I 4 泣存する 。 仁l縁部ヨコナデ， 外国ヘラケズリ，内面ナデ，内外而赤彩。

このl時期の高杯町、部の特徴が顕著に現れている。 法泣は復元口径1 5 . 5cm. 残存器高7 . 8cm をiJllJ る 。

4 はほぼ完形の土師器小鉢である。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズリ，内而ナデ。 法fOJ:は口径8.2cm ， .?，:出

向 5.0cm . }，瓦筏4 . 0cmを測る 。

5 はほぼ完形の土師器コップ型杯である。 仁I縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ ， 内而ナデ， 内而体部下端に

輪積痕あり 。 法益は口径9. 2cm . 器高8 . 9cm . 底径4.0cm をiJllJ る 。

6-10は土師器斐である。 6 は口縁部のみ I 5 逃存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内閣荒い

へラナデ。 法量は口径15 . 7cm. 残存器商6. lcmを測る 。 7 は口縁部~底部 I 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，

外而ヘラケズリ 。 内面ナデ。 内面下端.~而斑状に剥l務。 法誌は復元口径13 . 0叩， T，寺高 21. 2cm. 復元底径6 . 8

cmを測る。 8 は口縁部~綱部 1 3 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は復元口

径16 . 2cm . 残存総高24 . 0cmを測る 。 9 は口縁部~胸部 1 2 遺存する。 口縁部ヨコナデ外而ヘラケズリ，内

面ナデ。 法fOJ:は口径17. 1cm. 残存総高23.4cmを測る。 10は口縁部~胴部 1 3 遺存する 。 口縁苦11 ヨコナデ，

外国ヘラケズリ，内而ナデ。 法量は口径20 . 8cm，残存fu-f ~1)日 . 9cmを測る 。

11 ・ 1 2は土師椛阪である。 11は口縁部~底苦11 3 4il:1存する 。 口縁部ヨコナデ， 外而ヘラケズ') ， 内閣ナ

デ。 法訟は口径25.7cm ， {器高28.6cm . 底筏7 . 0cm を出IJ る 。 1 2は口縁部-JJ岡部 2 3 泣存する 。 口縁部ヨコナデ，

外国ヘラケズリ，内面ナデ。 法益は口径22 . 2cm，株高22 . 0cm，復元底径9. 5cm を閣IJ る 。

13は砥石である。 長さ 8. 1cm，幅8 . lcm，厚さ 4 . 3cm，重量270 . 5g を測る。

H-084 (第 111 図)

調査区西南部に位置する。 規模 1;!:4 . 40 (推定) m X 3. 65m を測り，形状は椅円形を呈する。

周械は，東側を除いて検出した。 幅1 6cm，深さ 3 cmを測る 。

ピットは床面に I 本検出された。 主柱穴は P-I (筏60cm X 13. lcm，深さ 20cm) を測る。

炉が住居跡中央， 西よりに検出 された。

H-085 (第 112図)

調査区西部に位置する。 H-080. H -086 , M - 026と重複する 。 規模は5.25m X 5. 40m を測り，形状は方
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形を呈する。

床面全体に貼っている。 壁高は約30cm を測る 。 周溝はカマドと撹乱部分を除き全周し，幅19cm，深さ 7 叩

を iRlI る 。

ピットは床而に 5 本検出された。主柱穴は P-1 (径34cmx 68cm，深さ 58叩) • P-2 (径39cmx 38cm，深

さ 54cm) ・ P-3 (径50cmx 61cm，深さ 57cm) . P -4 (径68cmx 52cm，深さ 52cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する P- 5 は (径不明 x 30cm，深さ 1 0cm ) を測る 。 カマドは北西壁中央に検出さ

れた。 火床部はよく焼けている。

本住居跡から出土した遺物のうち. ~ 1 占，支脚 1 点，計 2 点を図示した。

1 は土師器愛である。 115 泣存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ ， 内而ナデ。 法量は復元口径17 . 0

cm ， 残存器高5 . 6cmを測る 。

2 は土製支脚である。 現存長10 . 7cm，幅8 . 0cm，厚さ 7 . 5cm ， 重量715 . 6g を測る 。

H -086 (第 11 3図)

調査区西部に位置する。 H -087 ， H-088, H-089 , H-09 1 と重複する 。 規模は8.OOm x 7. 90m を測り，

形状は方形であろう 。

廃屋後廃材を焼却処分している。 床面は全体に硬化範囲が認められる。 壁高はほとんどない。 周溝は切ら

れた部分を除いて検出され， 幅1 9cm，深さ 6 cmを測る 。

ピットは床面に 4 本検出 された。 主柱穴は P-1 (径53cm x 63叩 ， 深さ 75叩) ' P -2 (径58cm x 54cm，深

さ 90cm) . P -3 (径52cmx 53cm，深さ 60cm) ・ P-4 (径57cmx 64cm，深さ 88c血) の 4 本が対角線上に配さ

れる 。 カマドは西壁中央北よりに検出された。

本住居跡地、 ら出土した造物のうち，杯 3 点，鉢 I 点， 楚 2lt" 支脚 l 点，玉 2 点，計 9 点を図示した。

1 - 3 は土師器杯である。 l は口縁部~底部 1 / 2 遺存する。 口縁部ヨコナデ ， 外面ヘラケズ') ，内面ナ

デ。 内外面赤彩 (体部下端除く )。法f立は口径14 . 4cm，残存器高5 . 0叩を調1I る 。 2 は口縁部~底部 1 / 5 遺存

する 。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ。 内外面赤彩 (外面体部 ・ 内而体部下端除

く )。法量は復元口径14 . 0cm，器高4 . 6cm ， 底部は丸底である。 3 は口縁部~底部 2 / 3 遺存する 。 口縁部ヨ

コナデ，外面ヘラケズ') ， 内面ナデ。 内外面赤彩 (体部下端除く) 。 法孟は口径14 .1cm，器高6 . 0cm ， 底径4.8

cm を iJIII る 。

4 は土師器鉢である。 口縁部~体部 11 5 泣存する 。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ，内面ヘラケズ') , 

内外巻上痕遣す。 法起;は復元口径1 9 . l cm，残存器高8. 8cmを拙1I る 。

5 . 6 は土師器裂である。 5 は胴部~底部 112 造存する 。 外面ヘラケズリ，内面ヘラケズリ後ヘラナデ。

法益は残存器高12 . 0cmを測る 。 6 は口縁部 11 5 泣存する 。 口縁部ヨコナデ， 外而ヘラケズリ，内面ナデ。

法盆は復元口径18.8cm，残存器高7. 4cmを測る 。

7 は土製支脚である。 長さ 1 5 . 4cm，幅5 . 0cm ， 厚さ 5 . 4cm，重量542 . 8g を測る 。

8 . 9 は土玉である 。 8 は径0. 8叩，厚さ 0. 6cm，孔径0. 2叩，重量も 0. 2g である 。 9 は径1. 2cm，厚さ 0. 8

cm，孔径0.1叩-0 . 3cm，重量1. 22g である 。

H -087 (第 112図)

調査区西部に位置する。 H -080 ， H-085 , H- 086 , H-088 , H- 089 , M-037と重複する 。 規模は6 .10 

m x 6. 30m を測り ， 形状は方形であろう 。
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床面は全体に貼っている。 壁高はほとんどない。 周溝は， 重複部分を除いて検出され，阿17cm，深さ 4c皿

を測る。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は p-1 (径40cmx 30cm，深さ 53cm ) ・ p - 2 (径33cmx 35cm, i?li 

さ 76cm ) ・ p - 3 (径50cmx 55cm ， 深さ 57cm ) ・ P-4 (径37cmx 43cm，深さ 62cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ， P-5 は (径31c血 x 30cm，深さ 36cm) を測る。 カマドも炉もは検出されず， 東壁中央に貯蔵穴が検出さ

れ， 径92cmx 70cm，深さ 19四を測り ， 杓円形を呈する。 周辺の住居では一番古いと思われる。

本住居跡の造物は，小片であったため図示できなかった。

H-088 (第 114図)

調査区西部に位置する。 H-089 ， 0-072と重複する。 規模は5. 15m x 5. 15m を測り，形状は方形を呈する。

床面は全体に硬化簡がみられる。 壁高は20cmを測る。 周溝はカマド部分を除き全局1.-，幅22cm，深さ 4 cm 

を測る。

ピ ッ トは床面に 7 本検出された。 主柱穴は P-1 (径62cmx 52cm，深さ 77cm) ・ P - 2 (径43cmx 65cm，採

さ 70cm) ・ P- 3 (径66cmx 65cm，深さ 78cm ) ・ P-4 (径47cmx 69cm，深さ 62cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する P- 5 は(後34cm x 26cm ， 深さ 9 cm) を測る 。 P-6 (径35cm x 24cm，深さ

17cm) ・ P - 7 (径27cmx 35cm，深さ 14cm ) は用途不 IlfJ 。 カ 7 ドは北壁中央に検出された。 p - 2 から周滑に

向かつて 1 条の間仕切り溝が東西に走る。 北壁東寄りの貯蔵穴は，径70叩 x 64cm ， 深さ 46.7cm を ìJIIJ ~，附丸

方形を呈する 。

本住居跡地、ら出土した遺物のうち杯 6 点，高杯 2 点， ~1 点，玉 2 点，計 11点を図示 した。

1 - 4 は土師器停である。 ] は 3 4;立存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内外面赤

彩(外商底部 ・内閣体部除く ) 。 法量は口径14 .1cm，器高5.3cm，底部は丸底である。 2 はほぼ完形である。

口縁部ヨコナデ，外面へラ削り，内爾ナデ。 法量は口径14.9cm，骨量高3.8cm，底部は丸底である。 3 は口縁

部~底部 1 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズリ ， 内面ナデ。 法畳一は復元口径13.6cm，残存器高

3. 5 cm をìJllj る 。 4 は体部~底部 3 4 巡存する 。 外而体部下端ヘラケズリ，法量は残存器高4 . 0cm，底部は丸

底で小型である。

5 は椀型杯である。 口縁部~底部 1 2 遺存する 。 口縁部ヨ コナデ，外面ヘラケズ') ，内面ナデ。 外面赤

彩 (下端除く ) 。 法訟は復元口径8. 2cm，残存株高6.6cm を測る 。

6 は須!l~~語体である。 1 5 遺存する 。 ロクロ成形。 口縁部内面に返りがつく 。 法置は残存器商2.7cmを測

る。

7 ・ 8 は土師器高停である。 7 は杯部の一部と脚部上端のみである。 外商ヘラケズリ後ヘラナデ。 内面ナ

デ。 杯都議色処理。 法量は残存器高3.0cm を捌IJ る 。 8 は郎副iの一部と脚部のみである。 杯部 ・ 脚部外面ヘラ

ケズリ ， 内面ナデ。 法量は残存器高6.9cmを測る 。

9 は土師器斐である。 1 3 遺存する。 外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は残存器高10 . 2cmを測る。

10, 11 は土製勾玉である。 10は長さ 2.0cm，幅0.8cm，厚さ0. 7c札孔径0. 2cm，重量1. 79g を測る。 11は長

さ 2.0cm，幅0.9cm ， 厚さ 0.8cm，重量1. 49g を測る。

H -089 (第11 5図)

t間資区西部に位置する。 H -086 ， H-088 , H- 090, M-037と重複する 。 規模は7.50 (推定) mX7.50m 

を推測し，形状は方形と恩われる。
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周i梓は，重視部分とカマド部分を除いて全周 L，幅25cm ， 深さ 5 cm を訓I[ る 。

ピットは床面に 4 本検出された。 主柱穴は P-I (径50cmx 65cm ， 深さ 63cm) ・ P - 2 (径67cmx 75cm，深

さ 47cm) 'P-3 (径50cmx 45cm，深さ 52cm ) ・ P - 4 (径60cm X 不明，深さ 55cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れる。 周構に沿って補助柱穴15本を検出した。 P - 5 (筏25cm X 不明，深さ 7cm) , P -6 (径20cm X 不明 ，

深さ cm) ・ P-7 (筏26cm X 不明， 深さ 22cm ) ・ P - 8 (筏28cm x 不明，深さ IIcm ) ・ P - 9 (径20cm x 不明，

深さ 8cm) 'P -10 (径15cm X 14cm，深さ 9cm) 'P ー II (径27cm X 20cm，深 さ 7 cm) 'P -12 (径25cm X 不明，

深さ 8 cm ) ・ P - 13 (径21cm X 24cm，深さ 1 2cm ) ー P-14 (径 1 5cm X 不明，深 さ 9 cm ) ・ P-15 (径30cm X 不明，

深さ 8cm) ' P ー 1 6 (径32cm X 不明，深さ 4 cm) 'P -17 (径35cm X 不明，深さ 7 cm) ー P ー 18 (筏36cm X 不 fV [ ，

深さ 3 cm) ・ P -19 (径20叩×不明，深さ 5 cm ) を測る 。 カ 7 ドは北壁中央に検出された。

本住居跡から出土した遺物のうち杯 3 占 ， 葉 1 点 ， 手控 l 点 ， 玉 I 点，計 6 占を図示した。

1 -3 は土師格停である。 1 はほぼ完形。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズ')， Iλl茄ヘラミガキ。 法iil:は口

径12 ， 3cm ， 総高4 ， 7 cm，底部は丸底である。 2 は口縁部欠損 4 5 逃存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ

リおよびヘラミガキ ， 口縁部内面ヨコナデ後ヘラミガキ，法訟は口径14 ， 4cm，器商5 ， Ocm，底部は丸底であ

る。 3 は口縁部 1 4 遺存する。 口縁部外面ヨコナデ後ヘラミガキ，内面ヨコナデ後ヘラミガキ。 法訟は復

元口径14 ， 7cm，残存器高3， Ocmを測る 。

4 は須!~探叢である 。 天井部~口縁部 1 10遺存する 。 ロクロ成形。 法量は復元口径13 ， Ocm，残存t午前4 ， 4

cm を測 る 。

5 は手控土縦である。 1 ' 4 遺存する。 全体に指頭痕が顕著である。 法訟は復元口径5. 8cm，残存器~~~2 ， 5 

cm を祖I[ る 。

6 は土玉である。 径0 . 9cm ， 厚さ 0.5cm ， 孔径0.2cm ， 重量0 . 4g である。

H-090 (第 11 6図)

調査区南西部に位置する。 M-037 ， D-062, D-084 , D-085 , D -087 , D-088と重複する。 規模は

6. 60m X 6. 40 (推定) m と推測し，形状は方形と思われる。

周構は断続的に検出され，中国23cm，深さ 4 cmを測る。

ピットは床而に 4 本検出された。 主柱穴は P- 1 (径56cm X 44cm ， 深さ 62cm) . P -2 (径28cm X 24cm，深

さ 30cm ) . P -3 (径4 5cm X 51cm ， 深さ 96cm) ー P-4 (径4 1 cmx 44cm，深 さ 63cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れる 。 炉が酋壁寄りに 2 基検出された。

本住居跡地、ら 11\土した造物のうち杯 1 点と斐片 1 点， 計 2 点を図示した。

1 は土師器杯である。 口縁部~底部 2 3 遺存する。 外而ヘラケズリ後体部ヘラナデ，内面ナデ。 内外面

赤彩。 法lil:は口径1 5 . 2cm，器高5.9cm ， 底部は丸底である。

2 は土町IH*十誕の底昔11片である。 外而ヘラケズリ後ヘラナデ，内面ナデ。法量は残存器高2.1cm，底径4 . 9cm

を測る 。

H -091 (第 11 7図)

調査区西部に位置する。 H -086 ， H-088 , H-089 , D - 1I 2と重複する。 規模は5 . 50m x 5. 80m と推測l

L ，形状は方形と思われる。

床面はカマドjjtr面から中央部にかけて磁化範聞が認められる 。 周溝は断続的に検出され，幅18cm，深さ 3

cmを測る 。
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ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は Pー I (径42cmx 47cm，深さ 69cm ) . p -2 (径65叩 x 53cm. 深

さ 87cm) ・ p- 3 (径61cmx 52cm，深さ 85cm ) ・ p- 4 (径55cmx 60cm，深さ 83cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する p- 5 は (径25cmx 22cm ， 深さ 15咽)を測る 。 カマドは北西壁中央に検出さ

れた。

本住居居戸跡坤か‘ら出土した遺物のうち杯 2 .I，~:( ， 

1 , 2 は土師器杯である。 1 は口縁部~底部 2 3 遣存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズ') .内而ナ

デ。 内外面赤彩(体部下端除く) 。 法:w:は復元口径1 2.4cm ， illf高 5 . 5叩，底部は丸底である。 2 は口縁部欠損

4 / 5 泣存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内外面赤彩 (底部除く) 。 法王ìは口径14.4cm ，

器高5 . lcm，底部は丸底である。

3 は土師器小型裂である。 胴部~底部 I 5 巡存する。 外面ヘラケズリ，内面ナデ。 外閣総而剥離。 法量

は残存器高8. 5cm，底径4.6cmを測る。

4 , 5 は土師器斐である。 4 は口縁部~胴部 I 10逃存する。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ，内面ナ

デ。 法訟は口径14.0cm，残存器高8. 0cm を捌Ij る 。 5 は口縁部~胸部 I 3 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘ

ラケズリ，内面ナデ。 法量は復元口径16 . 8cm，残存桜町14.7cm を iHlj る 。

6 , 7 は土玉である。 6 は径0.9cm，厚さ 0.6cm，干し径0.lcm-0.3cm ， 重量0 . 56g を測る 。 7 は径0 . 9cm ，

厚さ O. 7cm，孔径O . 15cm，重量0.5g を測る 。

秘子 2 点は写其のみの掲載である。

H -092 (第118'119図)

調査区西部に位置する。 D - 068 ， D- 1I3, D- 1I9, D-120, D-121, D - 122と重複する 。 規模は5. 50

m x5.IOm を測り，形状は方形を呈する 。

床簡は中央一帯に硬化範囲が認められる。 壁高は約26cmを測る(東壁) 。 周溝は重複部分とカマド部分を

除き全悶 L，中高2lcm，深さ 5 cmを測る 。

ピットは床面に 4 本検出された。 主柱穴は P-I (径42cmx 38cm，深さ 66cm) . P -2 (径30cmx 32cm，採

さ 56cm ) ・ P - 3 (径22cmx 25cm，深さ 61cm) ・ P - 4 (径37c皿 x 42cm，深さ 60cm) の 4 本が対角線上に配さ

れる。 カマドは北西壁中央に検出された。

本住居跡から出土した造物のうち均; 5 点，鉢 1 点，高杯 1 点，小斐 l 点，受 1 点 ， M五 l 点，玉 l 点，石製

品 l 点，軽石]点，計13点を図示した。

1 -5 は土師協同:である 。 1 は口縁部一部欠損しているがほぼ完形。 口縁部ヨコナデ， 外国ヘラケズ') , 

内面ナデ。 内外面赤彩 (外面体部下端を除 く) 。 法:liJ:は口径 1 2.8cm，器高5.0cm，底部は丸底である。 2 は口

縁部~底部 1 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ，内面ナデ。 内外面赤彩。 法訟は復元口径13.6

cm，残存総高4.4cmを測る 。 3 は口縁部~底部 1 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。

内外商赤彩(外面底部除く)。 法量は復元口径13.8cm，残存器高5 . 6cm ， 底部は丸底である。 4 は 11 2 遺存

する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内外商赤彩。 法最は復元口径13.9cm，器高5.4cm，底

部は丸底である。 5 は口縁部一底部 2 / 3 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内外面

赤彩(外商体部下端除く) 。 法量は復元口径1 3 . 7cm，器高5 . 3cm，底部は丸底である。

6 は土師器鉢である。 口縁部~胴部 115 迫存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ') ，内面ナデ。 内外

面赤彩。 法盆は復元口径13 . 8cm，残存線高4.3cm を祖Ij る 。

7 は土師保高杯である。 脚部 115 遣存する 。 内外面ヘラケズ') 。 外面赤彩。 法量は残存器高4.8cmを測る 。
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8 は土師総小型箆である。 口縁部~底部 2 3 i立存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ，内而ナデ。

法量は口径12.8cm，務高1 6 . 5cm，底径6 . I cm を測る 。

9 は土師器裂である。 口縁部~底部 4 5 造存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内而ナデ。 法iíl:

は口径14 . 4cm，器高27 . 3cm，底径5.5cm を祖IJ る 。

10はほぼ完形の土師器甑である。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は口径18 . 8cm，器出

22 . 5cm，底径7 . 0cmを測る。

11は土製支脚である。 長さ 9. l cm，幅6.5cm ， 重量16 1. 2g を ìJllJ る 。

12は軽石である 。 長さ 9. 7cm，幅8.5cm，厚さ 6 . 0cm，重盆116 . 0g を測る 。

!3は石製の臼玉である。 径0.55cm，厚さ0.4cm ， 孔径0.2cm，重量O. lg を測る。

H -093 (第120 ・ 1 21図)

調査区中央部に位置する。 H -081, H -094 , M -032, M -042と重絞する 。 規般は6.63m x 6. 35m を測

り，形状は不整方形を呈する。

覆土は 4 層に分賭され，人為的に埋め戻されている。

床面は全体に硬化範囲が認められる。 量産高は約40cmを測る (西壁)。 周溝はほぼ全周l..，幅24cm，深さ 3

C血を I則る 。

ピットは床面に 7 本検出された。主柱穴は P-I (径30cmx 35cm，深さ 70cm) ・ P- 2 (径38cm x 25cm，深

さ 7 l cm ) . P -3 (径38cm x 34cm，深さ82cm ) . P -4 (径30cm x 38cm，深さ 79cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する P- 5 (径30c回 x 28cm，深さ 28cm ) . P -6 (径30cmx 25cm，深さ 9 cm) , P 

-3 と P- 4 の聞の P ー 7 (径32cmx 3lcm，深さ40cm ) を測る。 カマドは北壁中央に検出された。 本住居跡

中央より土玉が多量に検出された。

本住居跡地、ら出土した造物のうちI不 7 点，鉢 1 占，楚 1 点，手担土器 2 点，支脚 l 点，石製品 3 点， 玉21

点，計36点を図示 した。

1-7 は土師器杯である。 1 は完形。 口縁部ヨコナデ，ヘラケズリ後ナデ，内面ナデ。 内外面赤彩。 法盆

は口径10. 6叩，告書高4 . 8cm，底部は丸Ilである 。 2 は完形。 口縁部ヨコナデ，へラケズリ後ナデ，内面ナデ

か (中心部剥離で不明) 。 内外面赤彩 (底部除く )。 法量は口径10 . 9cm，器高5 . 2cm，底部は丸底である。 3

は口縁部~底部 1 3 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ，内面ナデ。 内外面赤彩。 法量は復元口

径10 . 4咽，残存i昨日5.l cmを測る 。 4 は口縁部~体部 1 6 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ') ，内

面ナデ。 内外面赤彩 (内面下端除く )。 法立は復元口径13 . 6cm，残存器高5 . 0cm をìJm る 。 5 は 1 2 遺存する。

口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内而ナデ。 内外商赤彩 (体部下端除く )。 法盆は復元口径14 . 0cm，器高

5.2cm，底部は丸底である。 6 は I 2 造存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ後ナデ，内面ナデ。 内外

商赤彩 (内面底部除く )。 法量は復元口径14 . 2cm ， 器高4 . 2cm，底部は丸底である。 7 は口縁部~体制1 1/ 5

泣存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ') ，内面ナデ。 法量は復元口径12.8cm，残存器高3. 9cm を測る 。

8 は土師器鉢である。 胴部~底部 1 5 遺存する。 外商ヘラケズリ，内面荒れていて調整不明。 法量は残

存器高7.8cmを測る。

9 は土師器斐である。 日縁部~胴部1/10遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法

は復元口径14.8cm，残存器高8. 5cmを測る。

10 ・ 11は手控土器である。 10は口縁部一部欠損しているがほぼ完形。 指頭痕あり 。 法量は口径3. 9crn，器

高1. 4cmを祖IJ る 。 11は口縁部~底部 4 / 5 遺存する。 指頭痕あり 。 法量は口径5.5cm，器高3.lcmを測る 。
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12は土製支脚である。 長さ 7. 3cm，幅6.2cm，厚さ 3.2cm，重量135 . 2g を測る 。

13 ・ 14は軽石である。 13は長さ 3 . 8cm，幅4.9cm ， 厚さ 2 . 0cm，重量6.0g を測る 。 14は長さ 4.7cm，幅4.6cm ，

厚さ 4.3cm，重量26 . 0g である。

15は石製紡錘車の完形である。 径3 . 4cm，厚さ1. 5cm，孔径0. 8cm，重量25 . 0g を測る 。

16-35は土玉である。 1 6は径0.7cm ， I早さ 0.4cm，孔筏0 . 2cm，重量O.lg を 祖1I る 。 17は径0 . 8cm ， 1早さ 0 . 4cm ，

孔径O . lcm-O. 2cm ， 重量0.2g を測る。 18は径0.7cm ， 1早さ 0.5cm，孔径0.2叩 ， 重iliO . 2g を測る 。 19は径0.8

cm , J.早さ O.5cm，孔径0. 2cm ， 重量0 . 3g を測る 。 20は径0.8cm ， I早さ 0.5cm，孔径0.2cm，並立0.2g を ì/lll る 。

21は径0. 8cm，厚さ O. 7cm，孔径0 . 2cm，重iõtO . 4g を測る。 22は径0.8cm，厚さ 0. 6cm，孔径0.2cm ， 重盆0 . 3g

を測る 。 23は径0.8cm，厚さO. 7cm，孔径O. lcm-O. 2cm，重量0.4 g を測る 。 24は径0. 9cm ， 1.平さ O . 7cm，孔径

0.2四-0.3cm，重量0. 4g を測る。 25は径0.9cm，厚さ 0.6cm，孔径0.2cm，重量0.5g を測る 。 26は径0 . 8cm ，

ll7 さ O. 7cm，孔径0. 2cm，重量0. 4g を測る 。 27は筏0 . 9cm ， I早さ 0 . 5cm，孔径0.2cm，重量0. 3g を測る。 28は

径0 . 9叩，厚さ0. 7cm，孔径0 . 3cm ， 重量0.3g を測る 。 29は径0.9cm，厚さ 0.6c皿，孔径O.2cm-0. 3cm，重量0.5

g を測る。 30は径1. Ocm ， 厚さ O. 7cm，孔径O. 1cm-0. 2cm，重量0. 4g を測る。 31 は径1. Ocm，厚さ O. 7cm，孔

径0.2cm，重量0.5g を測る 。 32は径0. 9cm，厚さ O. 7cm，孔径0. 2cm，重量0. 5g を測る 。 33は径1. Ocm，厚さ

0 . 7cm，干し径0 . 2cm，重量0. 4g を測る 。 34 は径1. 2cm，厚さ 0.8cm，孔径O. lcm-O. 3cm，重量0.8g を測る。 35

は径1. 3cm，厚さ 1. Ocm，孔径O.2cm-0. 3cm，重llJ:1. 16g を測る 。 36は土製勾玉である。 長さ 2.8cm ， I早さ 0 . 9

cm ， 孔径O .2cm-0. 3cm，重量5.1g を測る 。

H-094 (第 119図)

調査区南西部に位置する。 H -093 ， M-032 , M-037と重複する。 規模は不明 x5. 50m を ìUlI り，形状は

方形と思われる。

床而は D-225付近一部を除いて硬化範闘が認められる。 壁高は約50cmを測る (北壁) 。 周構は，西盛一部

を検出し，幅24cm，深さ 5 叩を測る。

ピットは床面に 2 本検出された。 主柱穴は p- 1 (径30cmx 25cm，深さ 34cm) . p -2 (径30cmx 34cm，深

さ 38cm ) を測る 。 カマドも炉も検出されなかった。

本住居跡から出土した造物のうち，手控土総 1 点， 'ﾆ 1 点， 言l' 2 "試を図示した。

1 は手控土器の高杯か。脚部1/ 2 泣存する 。 指llMliiあり 。 法iil:ーは残存器高2.9cm ， 底径4 . 8cm を制1I る 。

2 は土師保護である。 口縁部~胴部片である。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内而ナデ。 法i孟は復元

口径19 . 8cm ， 残存総高6.5cmを測る 。

H-095 (第 122図)

調査区西南部に位置する。 規模は5.OOm x 5. 60m を測り，形状は方形を呈する。

磁土は 5 層に分層され，廃屋後廃材を焼却処分した後，人為的に埋め戻されている。

床而は中央一帯に硬化範囲が認められる。 壁高は約40cmを測る 。 周溝は南東側を除き，ほIf全周 L，煽25

cm，歪さ 5 cmを測る 。

ピットは床面に 4 本検出された。主柱穴は p- 1 (径19cmx 21cm，深さ 42cm) ・ p - 2 (径34cmx 29cm，深

さ 25cm) . P -3 (径30cm x 32cm，深さ 15cm ) . P -4 (径80cmx 95cm，深さ 24cm) の 4 本が対角線上に配さ

れる。 カマドは破壊されてはいるが西盤中央より検出された。

本住居跡から出土した造物のうち杯 3 点，受 2 点，玉 4 点，支脚 I 点，計10点を図示した。

99 



第 2 節竪穴住居跡

1-3 は土師器杯である 。 l はほぼ完形である。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデか (赤彩の

ため単位方向不明)。 内外面赤彩(外面体部下端除く)。 法量は口径9. 5cm，器高5. 8cm ， 底部は丸底である。

2 は口縁部~底部 3 / 4 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ，内面ナデ。 内外商赤彩(内面底部除

く) 。 法量は口径13 . 0cm，器高8 . 3cm，底部は丸底である。 3 は 口縁部~体部 1 3 遺存する 。 口縁部ヨコナ

デ，外面ヘラケズリ 。 内面ナデ。 内外面赤彩。 法査は口径15.2cm，残存器高5 . 0cmを測る 。

4 . 5 は土師器聾である。 4 は胴部~底部 1 5 逃存する 。 外面ヘラケズ') ，内面ナデ。 法訟は残存器高

6 . 5cm ， 底径7 . 2cmを測る。 5 は口縁部~胴部 1 3 遺存する 。 口縁部ヨコナテ\外面ヘラケズリ，内面ナデ。

法量は口径1 3 . 8cm，残存器高10 . 5cmを測る 。

6 は土製支脚である。 法量は長さ 1 3 . 5cm，幅7 . 3cm，重量634 . 3g を測る 。

7 . 8 は石製臼玉である。 7 は緑岩石製である。 径0 . 5cm，厚さ 0 . 5cm，孔径O . 2cm，重量0. 1 g を測る 。 8

は緑岩石製である。 径O . 8cm，厚さ 0. 8cm，孔径0 . 3叩，重量0. 4g を祖IJ る 。

9 . 10は土玉である 。 9 は径0.8cm，厚さ 1. Ocm ， 孔径0.1cm，重量0 . 6g を測る 。 10は径1. Ocm，厚さ 0 . 4cm ，

孔径0 . 2叩，重量0.1 g を測る 。

H -096 (第 1 23図)

調査区南西部に位置する。 規模は不明， 形状は方形と思われる 。

壁高は約40四を測る 。 周構は，調査区外にかかるため北壁，束壁部分のみ検出され，幅22cm，深さ 2 cmを

測る。

ピットは床面に 2 本検出された。 主柱穴は P ← 1 (径45cmx 55cm，深さ 25cm) ・ p - 2 (径35cmx 39cm ， 深

さ 41 cm) を測る 。 補助柱穴は p - 3 (径5仇mx 50cm ， 罷さ 20cm) を測る 。 カマドは北壁に検出された。 火床

部はよく焼けている。

本住居跡から出土した造物のうち杯 2 点， 斐 2 点，鉄製品 l.\':(，計 5 点を図示した。

1 は須恵器杯である。 体部~底部 11 3 遺存する 。 ロクロ成形。 体部下端から底部は手持ちへラケズ ') 。

法長;は残存器高2. 0cm，底径7. 5cmを測る 。

2 は須恵器杯である。 口縁部から体部 1 / 5 遺存する 。 ロクロ成形，法量は復元口径14 . 0cm，残存器高1. 8

cmを測る 。

3 . 4 は土師器整である。 3 は口縁部~底部 ]/ 2 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ(器面は

かなり荒れている ) ，内面ナデ。 法量は復元口径20 . 4cm，残存器高29 . 2cm，底径12cmを測る 。

4 は口縁部~胴部 1110遺存する。 口縁部ヨコナデ， 外面へラケズリ，内面は荒れていて調整痕不明。 法

量は口径15.1cm ， 残存器高6 . 2cmを祖IJ る 。

5 は鉄製鎌の刃部である。 推測長さ 1 9 . 0cm，現存幅1.8cm-3. 3cm，厚さ 0.3cm，重量51. Og を測る 。

H -102 (第123 . 124図)

調査区中央南部に位置する。 M-040と重複する 。 規模は5 .OOm Xι70m を測り ， 形状は方形を皇する 。

覆土は 7 層に分層され，人為的に埋め戻されている。

床面は全体に硬化範闘が認められる。 壁高は約76cmを測る 。 周溝は ， カマド部分を除き全周 L，幅28cm ，

深さ 3 cmを測る 。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は p - 1 (径91cmX 75cm ， 深さ 45cm) ・ p- 2 (径53cmX 65cm，深

さ 69cm ) . p -3 (径67cmX 72cm，深さ42cm) ・ p - 4 (径41cmx 39cm，深さ 59cm) の 4 本が対角線上に配 さ
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れ， カマ ドと正対して位置する p - 5 は(径45cmx 42cm ， 深さ 59cm) を測る 。 カマドは北壁中央に検出され

た。

本住居跡地、 ら 出土した造物のうち杯 2 点， ~ 1 点， 玉 l 点， 鉄製品 l 点 ， 計 5 点を図示した。

1 , 2 は土師器耳、である 。 l は 1/ 2 遺存する 。 口縁部ヨコナデ， 外商ヘラケズリ，内面ナデ。 法丑は口

径13 . 6叩，器高3 . 4cm ， 底部は丸底である。 2 は 1/ 3 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ，内面ヘ

ラミガキ。 法量は口径15. 1 cm，器高6.0cm ， 底部は丸底である。

3 は土師器斐である。 底部1/1 0遺存する。 外面ヘラケズリ，内面剥離で調整不明。 法益は残存器高3. 8cm ，

底径9 . 5cmを測る 。

4 は土玉である。 径1. l cm ， 厚さ O . 7cm，孔径0. 2cm，重量0. 4g を測る 。

5 は鉄鉱の茎の一部分である。 現存長3.3cm，幅0 . 5叩， I草さ 0.3cm，重量 3. 0g を測る

H -105 (第 124図)

調査区中央南部に位置する。 D-215に切られる 。 規模は6. 70m x 6. 40m を測り，形状は方形を呈する 。

覆土は廃屋後， 柱内などを除き焼却し， その後人為的に埋め戻されている。

床面は全体に硬化範闘が認められる。 壁高は約40叩を胡Ij る 。 周溝は，南東，南西の隅とカマド部分を除き，

ほほ全周 l，幅21cm，深さ 5 cmを測る 。

ピットは床面に 4 本検出された。主柱穴は P ー 1 (径38cmx 43cm ， 深さ 81cm ) . p -2 (径39cmx 4 1 cm，深

さ 81cm ) ・ p - 3 (径30cmx 31cm，深さ 85cm ) . P -4 (径43cmx 33cm，深さ 95cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れる 。 カマドは東壁中央より南よりに検出された。

本住居跡から出土した遺物のうち杯 3 点，玉 1 点，計 4 点を図示した。

1 - 3 は土師器係。 1 は口縁部~体部 1/ 2 巡存。 外面ヘラケズリ，内面ナデ後ミガキ。 内外面赤彩 (体

部下端除く)法量は復元口径13.6cm，残存器高5.0cmを測る 。 2 は完形，外商ヘラケズリ，内面ナデ。 法量

は口径15cm，器高5 . 8cmを測る。 3 はロ縁部~底部1/ 2 遣存。 外面ヘラケズ') ，内面ナデ。 内外面赤彩。法

益は復元口径16 . 0cm，器高4.9cm を ìßlj る 。

4 は土玉である 。 径1. 1四， 厚さ 0.9cm ， 孔径0 . 2cm，重詰 1. 04g を調Ij る 。

H -106 (第 125図)

調査区南西部に位置する。 H-103 , H -108, H -109 , M -032と重複する。 規模は5.54m x 5. 70m を祖Ij

l 形状は方形を呈する。

覆土は 2 層に分屑され， 人為的に埋め戻されている。

周溝は， 重複部分を除き全周 l，幅18cm，深さ 4 cmを測る 。

ピットは床面に 4 本検出された。 主柱穴は P-1 (径45叩 x 32cm，深さ 58cm ) . P -2 (径30cmx 29cm，深

さ 63cm ) ・ P- 3 (径30cmx 32cm，深さ 66cm ) ・ P - 4 (径33cmx 40cm，深さ 76cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れる。 炉が西壁寄りに検出された。 周溝から主柱穴に向かつて 3 条の間仕切り講が東西に走る。

本住居跡地、ら出土した造物のうち杯 l 点， 鉢 I 点，鉄製品 1 点，計 3 点を図示した。

l は土師器椀型杯である。 口縁部~底部1/ 4 を遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ リ ，内面ナデ。

内外面赤彩 (内面体部除く )。 法量は復元口径1 1. 8cm，残存器高6. 9四を測る 。

2 は土師器鉢である。 口縁部~胴部 1/ 4 を遺存する 。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズ リ， 内面ナデ。 内

外面赤彩 (内面胴部除く )。 法草;は復元口径1 4 . 4cm ， 残存器高4. 6cmを測る。
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3 は鉄鉱である 。 現存長3.1cm，幅2 . 4crn，厚さ 0.4叩，重量2.80cmを測る 。

H -107 (第 126図)

調査区中央南部に位置する。 H - 101 , H - 102, M -040 と重複する 。 規模は4.75m x 4. 40 (推定) m を出IJ

1 形状は方形と思われる。

覆土は 4 層に分層され，廃屋後廃材を焼却処分した後，人為的に埋め戻されている。

床面は中央一帯に硬化範囲が認められる。監査高は約30cmを測る (東壁)。 周溝は，重複部分を除き全周 l ，

幅25cm，深さ 3 cmを測る 。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は p-1 (径41cmx 40cm，深さ 47cm ) ・ p - 2 (径42cmx 44凹，深

さ 54cm ) ・ p - 3 (径31cmx 33cm，深さ 55cm ) ・ p - 4 (径44cmx 35cm，深さ 49cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ， P-5 は (径26cmx 31cm，深さ 55cm ) を測る 。

本住居跡地、ら出土した遺物のうち土師器杯 4.\'1:を図示した 。

1 は土師器杯で完形。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ') ，内面ナデか (内面剥離で調整不明)。 法量は口

径14 . 0cm，器高5.6四，底部丸底である。 2 はほぼ完形。 口縁部ヨコナデ，外国ヘラケズリ，内面は剥離で

調整不明。 法量は口径14.3cm，器高6.2cm，底部は丸底である。 3 は口縁部一底部 4 / 5 遺存する 。 口縁部ヨ

コナデ，外函ヘラケズリ，内面ナデ。法置は口径14.1cm，器高7.5cm，底部は丸底である。 4 はほぼ完形。

口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は口径16.5cm，器高7.4cm，底部は丸底である。

H -1l0 (第 127 . 128図)

調査区中央部に位置する。 H - l11 ， H - 1l2, M - OO l, M - 008, D - 204と重複する。 規模は7 . 50m x 7. 50 

m を測り，形状は方形を呈する 。

床面の硬化範囲は認められない。 周溝は，重複部分とカマド部分を除き全周し，幅14cm，深さ 6 cmを測る 。

ピットは床面に 4 本検出された。 主柱穴は P-1 (径47cmx 46cm，深さ 60cm ) ・ P - 2 (径43叩 x 39cm，深

さ 100cm ) 'P-3 (径42凹 x 44cm，深さ 86cm) . P-4 (径45cmx 55四，深さ 91cm) の 4 本が対角線上に配さ

れる 。 カマドは北壁中央に検出された。 東南壁寄りに貯蔵穴が検出され，径118cmx 84c血を測り，楕円形を

呈する 。

本住居跡から出土した造物のうち杯 2 占，強 l 点，甑 2 占， 玉 I 点，石 l 占，支脚 1 占， 計 8 点を図示し

た。

1, 2 は土師器杯である。 l は口縁部~底部 114 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外国ヘラケズリ，内面ナ

デ。 内外商赤彩 (体部下端除く )。 法量は復元口径14.0cm，器高4.6cm，底部は丸底である。 2 は口縁部~体

部 114 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ') ，内面ナデ。 内外面赤彩法註は復元口径15.0cm，残存

器高4.6cmを測る 。

3 は土師器斐である。 口縁部~月岡部 11 4 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量

は復元口径12 . 6叩，残存器高7.5cmを測る 。

4 . 5 は土師器甑である。 4 は口縁部~底部 11 2 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナ

デ。 法量は復元口径25.0cm，器高21. 7cm，底径6.8叩を測る 。 5 は口縁部~胸部 3 / 8 遺存する。 外面ヘラケ

ズリ，内面ナデ。 法量は復元口径26.0cm，残存器高20 . 9cmを測る 。

6 は土製支脚である。 現存長12.9cm，幅7.6cm，厚さ 7.2cm，重量415.4g を測る 。

7 は石器である。 現存長3.8cm，幅4.4cm，厚さ 3.5cm，重量79.3g を iHIJ る 。
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8 は土玉である 。 径0 . 8叩， 厚さ 0.8cm. 孔径0.2cm，重量0 . 5g を ifllJ る 。

H -111 (第 128図)

調査区中央部に位置する。 H -110 ， M - 008と重複する 。 規模は4.70 (推定) m X 4. 70 (推定) m を iJW り，

形状は方形と思われる。

廃屋後廃材を焼却処分している。 周溝は，南壁と東壁のみ検出され，幅14cm，深さ 2 cmを測る 。

ピットは床面に 4 本検出された。 主柱穴は p - 1 (径21cm X 22c皿，深さ 27cm ) ・ p-2 (径40cm X 37cm，深

さ 78cm ) ・ p- 3 (径羽田 X 29cm，深さ 74叩) • p-4 (径30cm X 25c皿，深さ 78cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れる 。 東壁寄りに貯蔵穴が検出され，径75cm X 63cm，深さ 27cmを測り，円形を呈する。

本住居跡から出土した遺物のうち，高杯 1 点 ， 手控土器 l 点，計 2 点を図示した。

l は土師器高杯である。 杯部 11 5 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリおよびヘラミガキ，内面

ナデ。 法量は復元口径13 . 0cm，残存器高4.5cmを測る 。

2 は手控土器である。 11 4 泣存する。 指頭痕あり 。 法1H:は復元口径6 . 0cm，器高4 . 0叩， 底径3 . 3cmを測る 。

H -114 (第 129図)

調査区東南部に位置する。 規模は 1. 50 (推定) m X 2. 40 (推定) m を測り，形状は方形と恩われる。

周溝は， 西壁と南壁の一部を検出し，幅lOcm ， i~ さ 2 cmを測る。

ピットは床面に 3 本検出された。 主柱穴は p- 2 (径40叩 X 43cm，深さ 47cm ) . P -4 (径40cm X 15cm，深

さ 79cm) を検出し，カマドと正対する位置にある P- 5 は (径50cm X 49cm，深さ 15cm ) を測る 。

本住居跡から出土した造物のうち杯 5 点，王監 l 点，鉢 1 点，甑 2 点， 玉 l.~，計10点を図示した。

1 -4 は土師器杯である。 1 は口縁部~底部 4 / 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ') ，内面ナ

デ。 内外面赤彩 (外面下端除く )。 法量は口径14.0cm ， 総高4 . 5cm，底部は丸底である。 2 はロ縁部~底部 I

/ 2 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は復元口径13.4cm，残存器高4. 6cmを測る。

3 はほぼ完形。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内外商赤彩。 法量は口径14.5四，器高4.2cm ，

底部は丸底である。 4 は口縁部~体部 11 4 泣存する。 外面体部へラケズリ，内閣ナデ。 内外面赤彩。 法量

は復元口径15.0叩，残存器高3目 6cmを測る 。

5 は土師器椀型杯である。口縁部~体部 11 4 造存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。

内外面赤彩 (外面体部下端 内面底部除く )。 法益は復元口径13.0cm，器高8.0cm，底部は丸底である。

6 は土師器鉢である。 1 / 5 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法長は復元口径24.0

cm，残存器高7. 3cmを測る 。

7 は土師器艶である。 底部欠損で 4 / 5 造存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 法量は

口径15.6cm，残存器高25.5cm を祖Ijる 。

8 ・ 9 は土師器甑である。 8 はほぼ完形である。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ， 内面ナデ。 法量は口

径24 . 8cm，器高23. 1四，底径7.0cmを測る 。 9 は口縁部~底部 4 / 5 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケ

ズリ，内面ナデ。 法量は口径32 . 0四，器高 19.4cm，底径7.2叩を測る 。

10は土玉である。 径1. 2cm，厚さ 0.9cm，孔径O. 3cm-0. 4cm，重量 1. 3g を測る 。
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第 3 節 土 坑

第 3 節土坑 (古噴)

D -028 (第 1 30図)

調査区中央部に位世する。 H -036が重複している。 平面形は ， プラン ー 底部とも不明である。 長径0. 92

m X 短径 (0 . 42) m X 深さ 0.31m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -029 (第 1 30図)

調査区中央部に位置する。 H - 036 , 040が重複する 。 平而形は，プラン 底部とも楕円形を呈する 。 長径

1. 1m X 短径0. 8m x 深さ 0 . 37m を社iIJる 。

本土:\itの性婚は不明である。

D-030 (第 130図)

調査区中央部に位置する。 平面形は，プラン ・ 底部とも円形を呈する 。 長径O.83m X 短径O . 70m X 深さ 0 . 27

m を illlJ る 。

本土坑の性格は不明である。

D -035 (第 130図)

調査区中央部に位置する。 平百l形は，プラン 底部とも円形を呈する 。 長径1. 1m X 短径1. 1m x 深さ 0 . 54

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -193 (第130図)

調査区北部に位置する。 調査区域外， D -194に切られている。 平面形は，プラン 底部とも椅円形を呈

する 。 長径1. 16m x 短径 (0 . 75 ) m x 深さ 0 . 18m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -194 (第 130図)

調査区北部に位置する。 平面形は，プラン ・ 底部とも隅丸長方形を呈する 。 長径1.Om X 短径O . 75m X 深

さ 0 . 39m を測る。

本土坑の性格は不明である。
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第 5 章 奈良・平安時代
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第 5 章奈良 ・ 平安時代

第 Uíl 概要

住居跡14軒 ， 掘立柱建物 2 軒，土坑13基 ， I昨 4 条が検出された。 住居跡の数は減少し，住居も小型化して

くる 。 問主E区の北側や南側に点在している。

第 2 節竪穴住居跡

H -012 (第 1 32医1)

自1査区東北部に位位する。 H -013 ， H- 034 , H -035に切られる。 規模は3.65m x 4. 08m を iJlII り ， 形状は

正方形を呈している。

覆土は 3 府に分帰される。

カマド周辺からほぼ全体に硬化範囲である。 周溝は，撹百Lで切られる南側以外全周 L ， 幅22cm ， 深さ 9.2

cmを祖1I る 。

ピットは床簡に I 本検出 された。 主柱穴はなく ，入り口付近に検出された ピットのみである。 p- 1 (径

41cm x 55cm ， 深さ 4 1cm ) を測る 。 カ 7 ドは北京暗中央部に位111 L ，火床部は検出されなかった。

本住居跡から出土した造物のうち，均; 4 点， Z盟 1 .1.~X ， {弧 ] }~(.玉 l 点，鉄製品 1 点，百 1- 8 点を図示した。

1- 4 は土日市部杯である 。 I は口縁から底部の 1 3 が遺存する。 ロクロ成形で3 底部下端手持ちへラケ

ズ リ， 底部には「長子天」の袋容が施されている。 法王iは復元口径1 1. 8cm，残存器問4 . 0cm，復元1ft径5 .4cm

を測る 。 2 は口縁から体部の 1 5 泣存する。 口縁部ヨコナデ後体部外而ヘラケズリ，体部内町ヘラミガキ，

ìl' くはなっているが内外に黒色処理がみとめられる。 法lû:は復元口径1 3.0cm，残存器高3.0cmを訓1I る 。 3 は

口縁部から体部 1 5 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラミガキ，内面ナデが施されている。 復元口径12 . 4

cm ， 残存鶴市4 . 0cmを測る 。 4 は口縁から体部の 1 4 逃存する。 ロクロ成形である。 復元口径13 . 0cm，残存

音寺町2.7cmを測る。

5 は土師器斐である。 口縁から胴部の 1 3 逃存する 。 口縁部ヨ コナデ，体部外商ヘラケズリ，内而ナデ，

外而赤彩。 復元日後13 . 4cm ， 残存器高12.2cmを測る 。

6 は土師1*十甑である 。 口縁から底部の 3 4 が泣存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ ，内面ヘラケ

ズリ 。 仁l 径26 . 8cm ， 器高27 . 0cm，底径8 . 0cmを測る 。

7 は土主である。 径2.1cm，幅1. 7cm，干し径0 . 2cm，重詰6.7g である 。

8 は鉄JItである 。 完形である。 長さ 32 . 5cm，厚さ 0. 5cm，重さ 168.5g である。

H -015 (第 1 33図)

制査区東部に位置する。 D -026, M -007に切られる。 規模は3.45m x 3. 42m を測り，形状は方形を皇す

る。

磁土は 3 暗に分層される。 2 . 3 層の山砂はカマドを壊した際に飛んだと思われる。

硬化範聞が認められる。 壁高は約20cm を iJIII る 。 周構は，北壁を除いて全周 L ， 幅 18cm ， 深さ 3 . 7cmを測る 。

ピ ッ トは床而に l 本検出された。 p - 1 (径23cmx 24cm ， 深さ 20四)を測り，梯子穴と考えられる。 カマ

ドは M -007に右起きれ，北壁中央に火床部が検出された。

本住居跡から出土した造物のうち ， 杯 3 点， 石製品 1 点，鉄製品 l 点，計 5 点を図示した。

1 -3 は土師~寺町、である 。 1 は口縁から底部の 1 4 が泣存する。 口縁部ヨ コナデ，外商ヘラケズリ後へ
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第 2 節竪穴住居跡

ラミガキ，内而ナデ後ヘラミガキを施されている。 法訟は復元口径12 . 0cm. 残存総高3.4cm. 復元JÎf径8 . 0cm

を訓1) る 。 2 . 3 は土師器杯口縁片で，内外部に赤彩が施されている。

4 は砥石である。 長さ 7.lcm. 幅8.8cm . 1.早さ 4.4cm. 重さ 455.4g を測る 。

5 は鉄製の紡錘車である。 直径5 . 7cm，厚さ 0.5cm，重さ 17.69g を測る 。

H -017 (第 134図)

制査区東南部に位置する。 H-018， M -004に切られる 。 形状は正方形と思われる。

覆土は 3 陪に分層され人為的に埋め戻されている 。

床而は中央一帯に硬化範囲が認められる。 壁高は約30cmを測る (西壁)。 周溝は，北部の隅部分のみ検出

された。 幅23cm，深さ 6 . 0cm を祖1) る 。

ピ ッ トは床面に 2 本検出された。 主柱穴は p-1 (径80cmx 60cm，深さ 94cm) を測る。 p - 2 は補助柱と

思われ(径25cmx 20cm，深さ 20cm ) を測る 。 カ 7 ドは北壁中央に検出され，両袖残存でよく焼けている。

本住居跡地、ら出土した造物のうち，杯 4l'!" 高杯 I 点，小吏 1 点， 計 6 点を図示した。

1 - 4 は土師器杯である。 1 は口縁から底部の 4 5 が遺存する。 口縁部ヨコナデ，外聞ヘラケズ') . 内

面ナデ。 法訟は口径12.0cm，器市4 . 4cm ， I立径4 . 0cm をiJll) る 。 2 はロ縁から底部の 4 5 が遺存する。 口縁部

ヨコナデ，外商ヘラケズリ，内面ナデ後ヘラミガキ。 法iiJ:は口径1 2 . 8cm，器高4.0cm，底径は丸底である。

3 はほぼ完形である。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ，内而ナデが施されている。 法訟は口径12 . 8cm，器

商4 . 2cm，底径は丸底である。 4 はほぼ完形である。 架図式土器である。 外而ヘラケズリ，内而ナデ後ミガ

キか。 法註は口径12 . 4cm，器高4.0cm，底部は丸底である。

5 は土師器高杯である。 杯部から脚部の 1 3 が遺存する。 杯都内面ナデ，脚部外面ヘラケズリ，脚部内

面ヘラナデが施されている。 残存器高7.4cmを測る。

6 は土師綜小型斐である。 口縁から底部の 4 5 が遺存する。 口縁部内外面ヨコナデ後ヘラミガキ，胴部

外商ヘラケズ') ，内面ナデ。 法量は口径1I . 4cm，総高9.0cm，底径5.4cm を胡1) る 。

H -037 (第 134図)

間査区中央部に位置する o H -038, H -053と重複する。 規模は2 .85m x 2. 86m を ìW) り，形状は正方形を

呈する 。

磁土は 4 府に分層され，人為的に桜め戻されている。

床面はカマド周辺から南壁にむかつて硬化範囲が認められる。 壁高は約36cmを祖1) る 。 周溝はカマド部分と

南東の角を除き全周し，幅17cm，深さ 4.2cmを測る 。

ピァトは床面に 1 本検出され， p -1 (径25cmx 29cm，深さ IOc四)を測る 。 カ 7 ドは北壁中央に検出され

た。 両袖は残存しよく焼けている。

本住居跡地、ら出土した遺物のうち，珂: 1 ，~，斐 2 点，手控土器 l 点，陶器 1 点 ， 土製品 1 点，計 5 点を図

示 した。

l は土附器杯である。 口縁から底部の 1 3 が遺存する。 ロ縁部ヨコナデ，外面へラケズリ，内面ナデ。

復元口径15.8cm，器高5.4cm，復元底径7 . 3cmを測る 。

2 と 3 は土師器斐である。 2 は口縁部から胴部の 3 / 4 が遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ ，

内而ナデ。 口径13 . 4cm，残存器高7 . 3cmを測る。 3 は口縁部から胴部の 11 4 が遺存する 。 口縁部ヨコナデ，

外而ヘラケズリ，内面ナデ。 復元口径14 . 0cm，残存器高6.7cmを測る 。
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4 は手払E土十時である 。 高台のみが残イfする。 残存出向2. 1 0cm. 1Îf:径 4 . 0cmである 。

5 は陶慌の口緑川ーである。

部 5 申告良・I~ 'l例年代

6 は棒状土製品である。 長さ 2 . 9cm . 幅1.2cm. J字さ 1. I cm . 屯1止5.0g を測る。 イしを~こうとした泌がみと

められる。

土製品] .I:~~ は写真のみの拠縦である。

H -061 ( 百， 135図)

調査区西北部に{止位する。 M -0 1 7に切られる 。 脱艇は 3. 13m x 2. 86m を測 り. J~状は I1: }J)f~方形を .1 ，1す

る。

床面はカマド ìiíJ 1師から P ー 1. p-2 まで硬化範闘が認められる。 ~l":Jは約 1 0cm を iUIJ る 。 周治は.カマド

部分及び重桜部分を除きほほ全113 L. .申日 1 6cm. 深さ 8 cmを測る 。

ピットは床 l師に 3 本検出された。 I:Hí"，は P ー 1 (符40cm x 36cm. 深さ 30cm ) . P -2 (径47cm x 41c問。採

さ 23cm ) . P -3 (径60cmx 43. 9cm守深さ47cm ) を測る。 カマドは北壁中央に検出された。

本住居跡から IJ\ Jこ した造物のうち.均: 2 札 ~1 点 . JI' 3lXを図示した。

l 土師総月、である。 l は口縁部から底部の 3 4 が泣存する。 仁l縁部ヨコナデ. 外而ヘラケズ') .底部静

止糸切り 。 法111:は復元口径 1 2 . 5cm. 日'lH'fJ 3 .9cm，復元IL~径8 . 8cmを測る 。

2 は河台付何:で， ほぽ完形である。 ロクロ成形。 体制) f端外 l師ヘラケズリ . 1.式部静止糸切り後 l" l$iヘラケ

ズリ 。 法起は日後13 . 8cm. 昔話高 5 . 0cm. 政径9 . 5cmを測る 。

3 は土師総聾である。 口縁から胸部の 1 1 0が泣存する 。 調繋は内外而とも目前回剥離が激しく不明である。

法訟は復元口径 1 6 . 0cm. 残存器日6. 0cm をi11IJ る 。

H-065 (第 1 35 1iïD

調査区阿部に 1~îUする 。 H -066 と H - ]] 3に切られる。 脱税は 2.56m x 2. 5m を測 り 守 形状は正方形と 思

われる。

周構は 西側壁を除き検出され。幅 1 8cm. 深さ 4 cm を i則る 。

本住居跡から出土した遺物のうち.杯 3 点を図示した。

1 - 2 はよ ßíti 6t-f杯である 。 1-1緑地、ら底部の 1 6 がi自存する。 ロクロ成形。 底部ヘラケズリ ， 内外而に>w

く赤彩がみとめられる。 法1，1:は復元 1 1径 14.4cm. 器 ~'~3 . 7 cm，復元j長径9 . 0cm を出IJ る 。

2 は口縁片である。 内外而に赤彩が施されており，調整は r.kl外而ともに器ffií剥離のため不明である。 法誌

は復元日 tf. 1 5 . 8cm . 残存器t~3 . Ocmを測る 。

3 は釘U~~総杯の底部片である。 ロクロ成形。 底部ヘラ切りか。 法li{は残存器nO.9cm. 復元l長径8 . 6cmを測

る 。

H-066 (第 136図)

調査区阿部に位1(1する 。 H -065 . H - 07 \, H ー 11 3 . M -044に切られる。 規撚.形状は不明。 北東側一

部の壁と床を検出した。 ピ ァ トは床簡に I 本検出した。 P ー 1 (径29cmx 25cm. 深さ 36cm ) を測る 。

本住!首跡の/1\土j立物のうち，向、 l 点を図示した。

1 は， 土師総体である。 仁l縁から底部の 1 2 がil1存する。 仁I縁部ヨコナデ， 外而ヘラケズ リ，内而ヘ ラ

ナデ。 復元口径12 . 0cm，器7.44.0cm . 底部は丸底である。
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第 2 節竪穴住居跡

H -079 (第 136 ・ 1 37図)

調査区西南部に位位する。 H -078と南西側を中世台地整形に切られる。 規模は6.2m x 5. 8m で，形状は

正方形と思われる。

床而は中央に硬化範囲が認められる。 周溝は，北京，南東壁のみ検出し，幅24cm，深さ 4 cmを測る 。

ピットは床面に 9 本検出された。主柱穴は P-I (径37cmx 42叩，深さ 70cm ) . P -2 (径65cmx 65cm，深

さ 27cm ) ・ P-3 (径90cm x 85cm，深さ 71c凋) ・ P-4 (径38cm x 40cm，深さ 70cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ，南壁付近に P- 5 (径43cmx 43cm，深さ 24cm ) が配される。 補助柱穴と考えれられる P- 6 (径106cm

x 不明，深さ40cm ) ー P-7 (径60cmx 55cm，深さ 47cm) P-8 (径32cmx 48cm，深さ 26cm ) ー P- 9 (径48cm

x 5 1cm，深さ 23cm) . P-IO (径44cmx 62cm，採さ 20cm ) . P-ll (径28cmx 28cm，深さ 16cm ) を測る 。

本住居跡の出土造物のうち，発 2 点，小宮~1 点，計 3 点を図示した。

1 は土帥器挫である。 口径から胴部の I 8 が遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズ') ，内閣ヘラナ

デ。 法量は復元口径19. 7四，残存器高6.8叩を測る 。 2 は底部 3 4 が遺存する 。 外面ヘラケズリ 。 法量は残

存器商2 . 0cm，復元底径8. 2cm を ìnlJ る 。

3 は土師器小型楚である。 底部のみが残存する。 外商にへラケズリがみとめられる。 法量は残存器高1. 3

cm，器高3.6cmを測る。

H-099 (第 137図)

調査区西南部に位置する。 M-032と重複，南東側を中世台地整形に切られる。 形状は方形と恩われる。

磁土は人為堆積で 3 層に分層される。

床面はカマド右側に硬化範囲が認められる。 壁高は約33cmを測る 。 周 i1ft は，南東側部分を除いて検出さ

れ，幅20cm，深さ 5 cmを測る 。

ピットは床面に l 本検出された。 主柱穴は P ー I (径19cmx 46cm，深さ 35四)を測る。 カマドは北壁中央

東よりに検出された。

本住居跡の出土遺物のうち，杯 4 点を図示した。

1 -4 は土師器杯である。 1 は口縁部から底部の 2 3 遺存する 。 外面ロクロナデ調整，体部下端から底

部は回転ヘラケズリ，底部へラ切り 。 外面底部には，ひだすき 。 法草は口径13 . 7 c皿，器高4.2crn，底径7 . 6cm

を測る 。 2 は口縁部から底部の 11 3 遺存する。 外面ロクロ成形，体部下端から底部は手持ちへラケズリ 。

法量は復元口径14 . 0cm，器高4. lcm，底径8 . lcmを測る 。 3 は口縁から底部の 1 /3 泣存する。 外面ロクロ成

形，体部下端から底部は手持ちへラケズ') ，内面にはヘラミガキがみとめられるが，器面剥離が激しい。 法

量は復元口径12 . 8cm，器高3.8cm，復元底径8. 8cmを測る 。 4 は口縁部から底部の 2 / 3 遺存する 。 口縁部ヨ

コナデ，外面ヘラケズ') ，内面ナデ。 法量は口径1 2 . 2cm，器高4.2cm，底部は丸底である。

H -100 (第138図)

調査区南部に位置する。 規模は5 .80m x 6. 07m を制IJ ~ ，形状は方形を呈する 。

覆土は，人為堆積で 2 層分層される 。

床面は住居跡中央に硬化範囲が認められる。 量産高は約40cmを測る(西壁)。 周溝は， カマド部分を除いて

全周する。 幅29cm，深さ 4 cmを測る 。

ピ ッ トは床面に 4 本検出された。 主柱穴は P - I (径37cmx 27四，深さ 77cm) . P -2 (径28c回 x 42cm，深

さ 87cm ) . P -3 (径46cmx 38cm，深さ 88cm ) ・ P - 4 (径38cmx 28cm，深さ 69佃)の 4 本が対角線上に配さ
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